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令
和
四
年
度
（
第
59
回
）
総
会
開
催
報
告

令
和
四
年
六
月
二
十
三
日
（
木
）
、
二
十
四
日

（
金
）
、
青
森
県
弘
前
市
に
お
い
て
、
第
五
十
九
回
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
日
目
は
、
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
弘
前
シ
テ
ィ
を
会

場
と
し
て
、
理
事
会
、
総
会
及
び
講
演
会
を
開
催
し
、

翌
日
は
瑞
楽
園
、
須
藤
氏
庭
園
、
成
田
氏
庭
園
、
丹

藤
氏
庭
園
、
對
馬
氏
庭
園
、
揚
亀
園
を
視
察
し
ま
し

た
。

（
一
）
理
事
会

日　
　

時　

令
和
四
年
六
月
二
十
三
日
（
木
）

　
　
　
　
　

十
一
時
〇
〇
分
～
十
一
時
三
十
分

審
議
事
項　

総
会
提
出
案
件
（
総
会
議
事
参
照
）

（
二
）
総
　
会

日　
　

時　

令
和
四
年
六
月
二
十
三
日
（
木
）

　
　
　
　
　

十
四
時
○
○
分
～
十
五
時
二
十
五
分

出
席
会
員　

五
十
九
会
員

（
他
に
委
任
状
五
十
会
員
）
合
計
百
九
会
員

令
和
四
年
総
会
日
現
在
会
員
数　

百
四
十
二
会
員

（
正
会
員
百
十
四
会
員　

賛
助
会
員
二
十
八
会
員
）

司
会
（
事
務
局
）

東
京
都
建
設
局
公
園
緑
地
部
管
理
課

　

課
長
代
理
（
事
業
普
及
担
当
）�

久
世
和
宏

開
会
挨
拶
（
事
務
局
）

東
京
都
建
設
局
公
園
計
画
担
当
部
長�

根
来
千
秋

主
催
者
挨
拶 

 
 

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

　

会
長�

亀
山　

章

開
催
地
挨
拶

青
森
県
弘
前
市
長�

櫻
田　

宏

（
代
読　

弘
前
市
副
市
長　

出
﨑
和
夫
）

開
催
地
挨
拶

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長�

和
嶋
延
寿

来
賓
挨
拶　
　

 
 

文
化
庁
文
化
財
第
二
課

　

主
任
文
化
財
調
査
官�

平
澤　

毅

 
 
 

議　

事
議
長　

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

　

会
長�
亀
山　

章

①
令
和
三
年
度　

会
務
報
告

②
令
和
三
年
度　

会
計
報
告

③
令
和
三
年
度　

会
計
監
査
報
告

　

監
事�

仙
巌
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園

④
令
和
四
年
度　

予
算
案

⑤
令
和
四
年
度　

事
業
計
画
案

⑥
新
規
加
入
会
員
報
告

⑦
そ
の
他

　
　

文
化
庁
へ
の
要
望
案

　
　

繰
越
金
活
用
方
法

　次
回
開
催
地
挨
拶

公
益
財
団
法
人
三
溪
園
保
勝
会　

副
園
長
・
理
事

　
　

村
田
和
義

　
（
三
）
講
演
会

日　
　

時　

令
和
四
年
六
月
二
十
三
日
（
木
）

　
　
　
　

十
五
時
三
十
五
分
～
十
七
時
十
分

①
文
化
財
庭
園
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向

　
　

文
化
庁
主
任
文
化
財
調
査
官�

平
澤　

毅

②
大
石
武
学
流
庭
園
に
つ
い
て

　
　

弘
前
文
化
財
保
存
技
術
協
会
代
表
理
事

　
　

今
井
二
三
男

閉
会
挨
拶　
　

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
副
会
長

　

毛
越
寺
庭
園�

藤
里
明
久
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司
会

：
東

京
都

建
設

局
久

世
　

和
宏

東
京

都
建

設
局

東
京

都
建

設
局

三
溪

園
副

園
長

文
化

庁
主

任
文

化
調

査
官

会
長

弘
前

市
副

市
長

弘
前

市
教

育
委

員
会

教
育

部
長

青
森

県
教

育
委

員
会

教
育

長
青

森
県

教
育

委
員

会
文

化
財

保
護

課
長

田
中

　
功

根
来

　
千

秋
村

田
　

和
義

平
澤

　
毅

亀
山

　
章

出
﨑

　
和

夫
成

田
　

正
彦

和
嶋

　
延

寿
稲

葉
　

克
徳

揚
亀

園
揚

亀
園

檜
山

　
和

大
小

田
桐

　
盛

人

六
義

園
小

石
川

後
楽

園
西

山
御

殿
跡

（
西

山
荘

）
偕

楽
園

偕
楽

園
偕

楽
園

会
津

松
平

氏
庭

園
御

薬
園

毛
越

寺
庭

園
旧

秋
田

藩
主

佐
竹

氏
別

邸
庭

園
旧

秋
田

藩
主

佐
竹

氏
別

邸
庭

園
旧

池
田

氏
庭

園
旧

池
田

氏
庭

園

松
本

　
大

吾
田

島
　

弘
之

徳
川

　
斉

正
大

山
　

英
輔

伊
能

　
正

人
安

達
　

尚
伯

横
山

　
一

郎
藤

里
　

明
久

丸
の

内
　

げ
ん

太
丸

野
内

　
胡

桃
今

野
　

洋
樹

池
田

　
泰

久

旧
浜

離
宮

庭
園

旧
芝

離
宮

庭
園

向
島

百
花

園
旧

古
河

氏
庭

園
旧

古
河

氏
庭

園
殿

ヶ
谷

戸
庭

園
殿

ヶ
谷

戸
庭

園
殿

ヶ
谷

戸
庭

園
殿

ヶ
谷

戸
庭

園
瑞

泉
寺

庭
園

瑞
泉

寺
庭

園
円

覚
寺

庭
園

渡
利

　
綾

香
角

田
　

裕
司

市
川

　
清

実
兵

頭
　

信
二

有
働

　
沙

也
佳

亀
井

　
智

彦
岩

田
　

知
美

小
森

　
康

弘
津

髙
　

亮
太

大
下

　
一

真
大

下
　

周
道

原
本

　
咲

子

諸
戸

氏
庭

園
旧

龍
性

院
庭

園
名

古
屋

城
二

之
丸

庭
園

名
古

屋
城

二
之

丸
庭

園
臨

済
寺

庭
園

龍
潭

寺
庭

園
江

馬
氏

館
跡

庭
園

永
保

寺
庭

園
兼

六
園

兼
六

園
旧

新
発

田
藩

下
屋

敷
庭

園
神

仙
郷

諸
戸

　
公

子
市

澤
 泰

峰
和

泉
　

涼
子

花
木

　
ゆ

き
乃

若
色

　
優

太
武

藤
　

宗
甫

大
下

　
永

田
中

　
晴

久
森

　
朋

子
押

野
　

朗
佐

藤
　

隆
男

大
津

　
正

幹

諸
戸

氏
庭

園
光

浄
院

庭
園

善
法

院
庭

園
善

法
院

庭
園

妙
心

寺
庭

園
本

願
寺

大
書

院
庭

園
渉

成
園

（
東

本
願

寺
）

渉
成

園
（
東

本
願

寺
）

旧
大

乗
院

庭
園

依
水

園
奈

良
公

園
粉

河
寺

庭
園

野
呂

　
明

穂
福

家
　

俊
孝

福
家

　
俊

彦
福

家
　

博
子

津
田

　
章

彦
工

藤
　

小
枝

藤
宗

　
智

秋
髙

月
　

都
志

輝
根

岸
　

悦
子

田
代

　
佳

子
奥

田
　

篤
逸

木
　

盛
俊

石
垣

氏
庭

園
仙

厳
園

（
附

）
花

倉
御

仮
屋

庭
園

仙
厳

園
（
附

）
花

倉
御

仮
屋

庭
園

縮
景

園
縮

景
園

縮
景

園
岡

山
後

楽
園

財
間

氏
庭

園
岡

﨑
氏

庭
園

旧
堀

氏
庭

園
観

音
院

庭
園

観
音

院
庭

園

石
垣

　
長

敏
長

野
　

信
弘

浜
崎

　
倫

光
小

別
所

　
智

昭
梅

田
　

雅
幸

平
野

　
敦

啓
中

藤
　

祝
夫

財
間

　
至

宏
岡

﨑
　

陽
一

山
本

　
博

之
中

村
　

ち
あ

き
中

村
　

満
直

石
垣

氏
庭

園
(公

財
)東

京
都

公
園

協
会

(公
財

)東
京

都
公

園
協

会
(公

財
)東

京
都

公
園

協
会

（
一

社
）
日

本
庭

園
協

会
（
一

社
）
日

本
庭

園
協

会
（
一

社
）
日

本
庭

園
協

会
（
一

社
）
日

本
庭

園
協

会
㈱

富
士

見
園

浄
智

寺
浄

智
寺

石
垣

　
美

記
子

髙
橋

　
裕

一
松

浦
　

い
づ

み
中

山
　

な
つ

希
北

村
　

葉
子

高
橋

　
康

夫
加

藤
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第
59
回
　
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
　

開
会
挨
拶

　�
東
京
都
建
設
局
公
園
計
画
担
当
部
長
　

�

根
来
　
千
秋

当
協
議
会
事
務
局
を
務
め
ま
す　

東
京
都
建
設

局
公
園
計
画
担
当
部
長
の
根
来
で
ご
ざ
い
ま
す
。
第

五
九
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会 

総
会
の
開

催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
全
国
各
地
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
会
員
の
皆
様
と
、
本
総
会
開
催
に
多
大
な
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
弘
前
市
、
瑞ず

い

楽ら
く

園え
ん

、
須す

藤と
う

氏し

庭て
い

園え
ん

、
成な

り

田た

氏し

庭て
い

園え
ん

、
揚よ

う

亀き

園え
ん

、
丹た

ん

藤ど
う

氏し

庭て
い

園え
ん

、
對つ

馬し
ま

氏し

庭て
い

園え
ん

の
皆
様
に
、
事
務
局
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
日
ご
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
文
化
庁
文
化
財
第
二
課 

平ひ
ら

澤さ
わ　

毅
つ
よ
し 

主

任
文
化
財
調
査
官
様
に
は
、
日
頃
か
ら
当
協
議
会
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
と
一
昨
年
度
は
、
皆
様
が
集
ま
っ
て
の
総

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

度
は
、
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
期
間
が
空
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
て
全
国
か
ら
多
く
の
会

員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
当
協
議
会
の
意
義

を
改
め
ま
し
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
各
地
に
は
、
本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
の
日
々
の

ご
努
力
に
よ
り
、
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
数

多
く
の
文
化
財
庭
園
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
庭
園

は
、
歴
史
的
に
大
切
な
資
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
都

市
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
緑
の
空
間
と
し
て
、
ま
た
、
多

く
の
方
々
が
訪
れ
る
文
化
的
観
光
拠
点
と
し
て
、
そ
の

価
値
は
絶
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ

二
年
余
り
の
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
困
難
な
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
皆

様
も
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し

て
、
庭
園
の
維
持
管
理
や
運
営
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
東
京
都
で
も
、
所
管
す
る
文
化
財

庭
園
を
休
園
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
中
に
お
い
て
も
、
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
た
動
画
を
撮
影
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
す
る
な
ど
、
文
化
財
庭
園
の
魅
力
の
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
予
約
制
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
、
園
内
滞
留
人
数
の
把
握
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
し
、
ご
来
園
い
た
だ
く
皆

様
に
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
鑑
賞
い
た
だ
け
る

よ
う
、
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
修
復
や
復
元
等
に
関
し
ま
し
て
も
、
リ

モ
ー
ト
で
の
会
議
等
、
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
各
庭

園
の
「
保
存
活
用
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
直
近
で
は
、

小
石
川
後
楽
園
に
お
い
て
、
戦
災
で
焼
失
し
た
庭
園

の
正
式
な
門
で
あ
る
「
唐
門
」
の
復
元
が
令
和
二
年

十
二
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
唐
門
の
復
元
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
会
報
誌
に
お
い
て
も
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
の
ち
ほ
ど
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
最
近
の
取
組
を
、
僭
越
な
が
ら
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
総
会
は
、
全
国
各
地

の
文
化
財
庭
園
の
所
有
者
や
管
理
者
が
一
同
に
会
す

る
場
で
あ
り
、
様
々
な
問
題
や
皆
さ
ま
の
取
組
に
つ

い
て
お
互
い
の
意
見
を
交
換
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
と
も
こ
の
協
議
会
を
活
発
な
討

議
と
情
報
交
換
の
場
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

結
び
に
、
当
協
議
会
と
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
発

展
と
、
本
日
ご
出
席
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
事
務
局
を
代
表
し
て
開
会
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

司
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開会挨拶 

東京都建設局（事務局） 

公園計画担当部長 根来 千秋 



主
催
者
挨
拶

　
　
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
　
会
長

　
　
亀
山
　
章

第
五
九
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会

に
あ
た
り
、
ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
日
は
、
全
国
各
地
か
ら
こ
れ
だ
け
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
と
お
会
い
で
き
る
の
は
、
名
古
屋
市
で
開
催

し
て
以
来
三
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
は
、
ま
だ
ま

だ
予
断
を
許
さ
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と

ま
ず
、
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
こ
う
し
た
総
会

を
開
催
で
き
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
私
ど
も
の
総
会
開
催
を
お
引
き
受

け
く
だ
さ
い
ま
し
た
弘
前
市
の
皆
様
に
は
、
中
止
と

な
っ
た
令
和
二
年
や
令
和
三
年
、
そ
し
て
今
回
の
総

会
を
含
め
、
様
々
な
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
催
庭
園
の
瑞
楽
園
様
、
視
察
地
と
し
て
ご
協
力

を
い
た
だ
く
須す

藤と
う

氏
庭
園
、
成
田
氏
庭
園
、
揚
亀
園
、

對つ

馬し
ま

氏し

庭
園
の
皆
様
、
そ
の
他
多
く
の
ご
関
係
の
皆

様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
本
日
は
ご
来
賓
と
し
ま
し
て
、
文
化
庁
か

ら
、
主
任
文
化
財
調
査
官
の
平
澤 

毅
つ
よ
し 

様
に
お
い
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
の
総
会
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
事
並
び
に
報

告
事
項
に
つ
い
て
、
後
ほ
ど
、
事
務
局
か
ら
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
の
で
ご
審
議
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

総
会
の
後
は
、
講
演
会
を
予
定
し
て
ご
ざ
い
ま

す
。本

日
は
、
二
人
の
方
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
て
お

り
ま
し
て
、
ま
ず
初
め
に
、
文
化
庁
か
ら
お
越
し
の

平ひ
ら

澤さ
わ 

毅
つ
よ
し

様
に
「
文
化
財
庭
園
を
め
ぐ
る
近
年
の
動

向
」
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
頂
戴
し
、
次
に
、
弘
前

文
化
財
保
存
技
術
協
会
代
表
理
事
の
今
井
二ふ

三み

夫お

様

に
「
大お

お

石い
し

武ぶ
が
く
り
ゅ
う

学
流
庭
園
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
お
話

を
お
伺
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
会
報
誌
に
は
、
皆
様
か
ら
の
お
声
が
事
務

局
へ
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ご
苦
労
さ
れ
な
が
ら
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
庭
園
の
運
営
を
さ
れ
て
い
る
様
子

が
大
変
よ
く
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
後
ほ
ど
会

報
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
後
の
会
議
、
講
演
会
並
び
に
懇
親
会

に
お
き
ま
し
て
も
活
発
な
意
見
交
換
、
情
報
交
換
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
活
き
活
き
と
し
た
協
議
会
の
動
き
を
皆
様
方
と
と

も
に
支
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
皆
様
の
庭
園
が
、
宝

と
し
て
末
永
く
保
護
さ
れ
、
利
活
用
さ
れ
て
い
く
と

と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
重
ね
て
、
地
元
の
弘
前

市
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
開
催
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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開
催
地
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
青
森
県
弘
前
市
長
　
櫻
田
　
宏

（
代
読
弘
前
市
副
市
長
）
出
﨑
　
和
夫

第
五
十
九
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総

会
の
開
催
に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本

日
は
、
お
忙
し
い
中
、
全
国
か
ら
多
く
の
皆
様
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
当
弘
前
市
に
お
い
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
く
心
か
ら
歓
迎

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
文
化
財

庭
園
の
普
及
及
び
保
存
活
用
を
図
る
た
め
、
永
年
に

わ
た
っ
て
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

当
市
は
、
江
戸
時
代
、
弘
前
藩
の
城
下
町
と
し
て

津
軽
地
方
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
都
市
と
し

て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
心
に
所
在
す
る
史し

跡せ
き

弘ひ
ろ
さ
き
じ
ょ
う
あ
と

前
城
跡
は
、
本
丸
、
二
の
丸
な
ど
六
つ
の
曲く

る

輪わ

や

三
重
の
濠ほ

り

、
土
塁
、
石
垣
が
残
る
と
と
も
に
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
天
守
を
は
じ
め
櫓
や
城

門
が
今
日
ま
で
良
好
に
維
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
弘
前
城
に
は
五
十
二
品
種
・
約
二
千
六

百
本
の
桜
が
植
栽
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
桜
の
名

所
と
し
て
、
春
に
は
、
当
市
最
大
の
ま
つ
り
で
あ
り

ま
す
「
弘
前
さ
く
ら
ま
つ
り
」
も
開
催
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
当
市
に
は
、
昨
年
、
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の

構
成
資
産
で
あ
る
縄
文
時
代
晩
期
の
環
状
列
石
を
有

す
る
大
森
勝
山
遺
跡
が
あ
り
、
ま
た
、
明
治
の
洋
風

建
築
や
日
本
近
代
建
築
の
巨
匠
・
前
川
國
男
が
設
計

し
た
作
品
が
所
在
す
る
な
ど
、
長
い
歴
史
と
数
多
く

の
文
化
財
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

文
化
財
庭
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
津
軽
地
方
特
有

の
庭
園
様
式
で
あ
る
大お

お

石い
し

武ぶ
が
く
り
ゅ
う

学
流
庭て

い
え
ん園

を
代
表
す
る

「
瑞ず

い

楽ら
く
え
ん園

」
を
は
じ
め
、
令
和
二
年
三
月
に
新
た
に

指
定
さ
れ
た
成
田
氏
庭
園
、
對
馬
氏
庭
園
、
須
藤
氏

庭
園
の
四
件
の
国
指
定
の
名
勝
の
ほ
か
、
国
の
登
録

記
念
物
が
三
件
所
在
し
て
お
り
ま
す
。

明
日
の
現
地
見
学
会
で
は
、
こ
の
四
件
の
国
指
定

の
名
勝
の
ほ
か
、
本
協
議
会
の
会
員
で
も
あ
る
国
の

登
録
記
念
物
「
揚よ

う

亀き

園え
ん

」
及
び
「
丹
藤
氏
庭
園
」
を

現
地
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
大
石
武
学
流
庭
園
の
特
徴
で
あ
る
大
振
り
の

自し

ぜ

ん然
石せ

き

を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
築ち

く
て
い庭

技ぎ

ほ

う法
や
独
特
の

空
間
構
成
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
本
協
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、

本
日
ご
参
会
の
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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開
催
地
挨
拶

青
森
県
教
育
委
員
会
　
教
育
長
　
和
嶋
　
延
寿

第
五
九
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会

の
開
催
に
あ
た
り
、
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
総
会
が
、
こ
こ
弘
前
市
の
瑞
楽
園
を
主
催
庭
園

と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
か
ら

お
越
し
の
皆
様
、
よ
う
こ
そ
青
森
県
へ
お
い
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
本
州
最
北
端
に
位
置
す
る
青
森
県
は
、
東

に
太
平
洋
、
西
に
日
本
海
、
北
に
津
軽
海
峡
と
三
方

を
海
に
囲
ま
れ
、
津
軽
半
島
と
下
北
半
島
が
陸
奥
湾

を
抱
き
、
長
い
海
岸
線
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
白
神
山
地
や
八
甲
田
山
系
に
代
表
さ
れ
る
ブ
ナ

林
や
ヒ
バ
林
が
広
く
存
在
す
る
な
ど
、
豊
か
な
自
然

と
、
そ
れ
に
育
ま
れ
た
多
様
な
文
化
を
有
し
て
お
り

ま
す
。

本
協
議
会
の
開
催
地
で
あ
り
ま
す
弘
前
市
は
、
か

つ
て
、
弘
前
藩
の
城
下
町
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
弘

前
城
天
守
や
岩
木
山
神
社
、
長
勝
寺
な
ど
の
社
寺
建

築
、
そ
し
て
、
旧
第
五
十
九
銀
行
や
木
村
産
業
研
究

所
な
ど
の
近
代
洋
風
建
築
な
ど
多
く
の
建
造
物
に
加

え
、
本
協
議
会
の
一
員
で
も
あ
り
ま
す
大
石
武
学
流

の
庭
園
な
ど
、
国
、
県
の
文
化
財
と
し
て
数
多
く
指

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
御
参
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
県
で
は
、
昨
年
七
月
、
特
別
史
跡
三
内

丸
山
遺
跡
や
大
森
勝
山
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
青
森

県
内
八
つ
の
史
跡
と
特
別
史
跡
を
含
む
「
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺

産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
世
界
文

化
遺
産
登
録
と
い
う
歴
史
的
な
瞬
間
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

一
万
年
以
上
に
わ
た
っ
て
自
然
と
と
も
に
生
き
、

平
和
で
協
調
的
な
社
会
を
形
成
し
て
き
た
こ
と
を
物

語
る
遺
跡
群
は
、
今
日
を
生
き
る
私
た
ち
に
大
切
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
哲
学
を
示
唆
し
て
く
れ
る
な
ど
、
顕

著
で
普
遍
的
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
世
界
に

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
新

た
な
出
発
点
と
し
て
、
三
内
丸
山
遺
跡
を
含
む
県
内

の
構
成
資
産
を
確
実
に
次
の
世
代
へ
継
承
す
る
取
組

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関
係
自
治
体
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
参
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
青
森
県
文
化
財

保
存
活
用
大
綱
に
基
づ
き
、
有
形
文
化
財
、
無
形
文

化
財
、
民
俗
文
化
財
、
記
念
物
な
ど
各
地
域
で
大
切

に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
け
が
え
の
な
い
宝
で
あ

る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
た
め
、
様
々
な
施
策
に

引
き
続
き
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
会
の
開
催
に
当
た
り
、
御
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
貴
協
議
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、

本
日
御
参
加
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、

開
会
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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第
59
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会

来
賓
挨
拶

　
　
文
化
庁
文
化
財
第
二
課
主
任
文
化
財
調
査
官

（
名
勝
部
門
）　
平
澤
　
毅

た
だ
い
ま
、
ご
紹
介
に
与
り
ま
し
た
文
化
庁
の
平

澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
四
年
度
の
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

総
会
の
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
第
五
九
回
総
会
の
開
催
に
当
た
り
ま

し
て
、
弘
前
市
、
弘
前
市
教
育
委
員
会
の
職
員
の
皆

様
の
多
大
な
る
ご
尽
力
、
そ
し
て
、
青
森
県
教
育
委

員
会
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
は
、
令
和
元
年
度
以
来
、
三
年
振
り
に
総

会
が
こ
う
し
て
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
参
集
い
た
だ

き
ま
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
、
ま
こ
と
に
慶
ば
し

く
存
じ
ま
す
。

第
五
七
回
総
会
は
、
令
和
元
年
五
月
に
愛
知
県
名

古
屋
市
で
開
催
さ
れ
、
名
勝
名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園

の
ほ
か
、
徳
川
園
と
白
鳥
庭
園
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
く
中
で
も
、
会
員
相
互
の
交
流
が
深
め
ら
れ
た
の

は
と
て
も
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
ま

し
て
、
関
係
者
各
位
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
た
く

存
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
般
は
、
津
軽
地
方
を
代
表
す
る
大
石

武
学
流
の
数
々
の
庭
園
が
所
在
す
る
こ
の
弘
前
市
で

開
催
で
き
ま
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
、
令
和

二
年
度
総
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
と
こ
ろ
、
弘
前
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
二
か
年
度
に
わ
た
り

続
け
て
順
延
い
た
だ
く
こ
と
を
ご
了
解
く
だ
さ
い
ま

し
て
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
案
内
の
通
り
、
弘
前
市
は
、
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
数
々
の
歴
史
的
建
造
物
を
も
備
え
る

史
跡
（
津
軽
氏
城
跡
）
の
弘
前
城
跡
を
は
じ
め
と
し

て
、
昨
年
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
「
北

海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
構
成
資
産
の
ひ

と
つ
で
も
あ
る
史
跡
大
森
勝
山
遺
跡
な
ど
、
数
多
く

の
貴
重
な
歴
史
遺
産
が
多
様
に
所
在
し
て
い
る
地
域

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
弘
前
に
お
い
て
本
協
議
会
が
最
も
関

心
を
寄
せ
る
庭
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
名
勝
瑞
楽
園

が
昭
和
五
四
年
五
月
三
一
日
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、

大
石
武
学
流
庭
園
に
関
す
る
取
組
を
相
当
に
進
展
さ

れ
、
平
成
一
九
年
七
月
二
六
日
に
、
旧
菊
池
氏
庭

園
（
弘
前
明
の
星
幼
稚
園
庭
園
）
と
揚
亀
園
、
平
成

三
一
年
二
月
二
六
日
に
丹
藤
氏
庭
園
（
旧
三
上
氏
庭

園
）
が
登
録
記
念
物
に
な
っ
た
ほ
か
、
令
和
二
年
三

月
一
〇
日
に
は
、
名
勝
成
田
氏
庭
園
、
名
勝
對
馬
氏

庭
園
、
名
勝
須
藤
氏
庭
園
（
青
松
園
）
の
三
つ
の
名

勝
庭
園
が
指
定
さ
れ
、
昨
年
度
か
ら
は
こ
れ
ら
の
大

石
武
学
流
庭
園
の
保
存
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の
計

画
策
定
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
折
し
も
、
令
和

二
年
度
総
会
は
、
こ
の
三
つ
の
名
勝
庭
園
の
指
定
と

合
わ
せ
て
、
大
石
武
学
流
庭
園
保
護
の
普
及
に
も
絶

好
の
機
会
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
は
、
改
め
ま

し
て
、
そ
の
意
義
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
三
か
年
度
に
渡
っ
て
全
国
各
地
に

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
間
に
あ
り
ま
し
て
も
、
令
和
三
年
に
文
化

財
保
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
い
た

し
ま
し
て
、
無
形
の
文
化
財
へ
の
登
録
制
度
の
拡
充
、

地
方
文
化
財
の
登
録
制
度
の
文
化
財
保
護
法
へ
の
位

置
付
け
な
ど
が
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
平
成

三
〇
年
の
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
に
お
い
て
設
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け
ら
れ
た
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
認
定
制
度

な
ど
も
、
漸
次
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
文
化
財
と
地
域

社
会
と
の
結
び
つ
き
は
、
今
日
、
ま
す
ま
す
注
目
さ

れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

前
回
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
ご
紹
介
し
た
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
そ
の
主
題
と
し
て

お
り
ま
す
文
化
財
庭
園
を
指
定
し
、
保
護
す
る
た
め

の
法
律
制
度
の
は
じ
め
と
な
っ
た
「
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
保
存
法
」
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月

一
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
そ
の
制
度
に

よ
っ
て
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
三
月
八
日
に
最

初
の
名
勝
一
一
件
が
指
定
さ
れ
て
か
ら
一
〇
〇
年
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
本
協
議
会
の
会
員
で
も
あ

り
ま
す
水
戸
の
偕
楽
園
は
史
跡
及
び
名
勝
常
磐
公
園

と
し
て
、
金
沢
の
兼
六
園
は
名
勝
金
澤
公
園
と
し
て
、

岡
山
の
岡
山
後
楽
園
は
名
勝
後
楽
園
と
し
て
、
そ
し

て
、
高
松
の
名
勝
栗
林
公
園
が
そ
れ
ぞ
れ
県
営
に
な

る
旧
大
名
庭
園
と
し
て
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
古
庭
園

の
重
要
な
も
の
と
し
て
史
跡
及
び
名
勝
平
等
院
庭
園

と
名
勝
大
沢
池
附
名
古
曽
滝
跡
を
合
わ
せ
た
六
つ
の

庭
園
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
の
制
度
が
施
行
さ
れ
て

か
ら
一
〇
〇
年
を
経
過
し
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物

と
し
て
は
じ
め
て
天
然
紀
念
物
一
〇
件
が
し
て
い
さ

れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
と
な
っ
た
令
和
二
年

七
月
一
七
日
に
は
記
念
切
手
が
発
行
さ
れ
、
造
幣
局

か
ら
も
記
念
硬
貨
セ
ッ
ト
が
一
昨
年
か
ら
、
「
天
然

記
念
物
」
、「
史
跡
」
の
順
で
販
売
さ
れ
、
今
年
は
「
名

勝
」
の
記
念
硬
貨
セ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
会
員
庭
園
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
年
を
追
っ
て
、
指
定
一
〇
〇
年
を
迎
え
ら

れ
る
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
お
祝
い
に
当
た
っ
て
は
、

併
せ
て
、
訪
れ
る
多
く
の
皆
様
方
に
、
文
化
財
庭
園

の
貴
重
な
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庭
園
に
固

有
な
味
わ
い
や
楽
し
み
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
印
象

深
く
お
伝
え
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
過
年
度
来
、
亀
山
章
会
長
の
下
、
こ
の
文

庭
協
を
さ
ら
に
活
性
化
す
る
取
組
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
間
、“m

eien
”

（
名
園
）
の
名
の
下
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
さ
れ
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
慶
ば
し

く
存
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
度
、
久
し
振
り
に
対

面
で
の
総
会
開
催
に
当
た
り
、
心
も
あ
ら
た
か
に
会

員
相
互
の
意
見
の
交
換
や
協
調
・
連
携
等
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
今
後
の
新
た
な
時
代
に
向
け
た
取
組
を

推
進
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

改
め
ま
し
て
、
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
の

総
会
が
、
年
を
追
っ
て
、
全
国
を
訪
ね
て
開
催
さ
れ

て
い
る
の
も
、
優
れ
た
文
化
財
庭
園
の
多
様
性
を
実

感
し
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
機
会
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
各
地
に
お
い
て
文
化
財
庭
園
が
ど
の
よ

う
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
か
を
共
に
実
感
し
、
世
界
的

に
も
稀
有
な
日
本
庭
園
の
文
化
を
将
来
へ
豊
か
に
継

承
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
に
も

大
き
な
目
的
が
あ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
今
の
厳
し
い

社
会
情
勢
の
中
、
日
頃
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す

お
手
入
れ
や
訪
問
さ
れ
る
方
々
へ
の
お
も
て
な
し
な

ど
か
ら
、
庭
園
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
の
楽
し
み
、
あ

る
い
は
、
日
々
の
ご
苦
労
な
ど
に
つ
い
て
、
会
員
相

互
間
に
お
け
る
情
報
や
意
見
の
交
換
な
ど
に
止
ま
る

こ
と
な
く
、
「
文
化
財
庭
園
の
保
護
」
と
い
う
、
こ

の
協
議
会
に
お
い
て
す
で
に
半
世
紀
以
上
も
積
み
重

ね
ら
れ
て
来
ら
れ
た
こ
の
運
動
を
ま
す
ま
す
盛
り
立

て
る
活
発
な
企
画
の
発
意
と
行
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
広
く
地
域
社
会
や
国
民
一
般
に

向
け
た
文
庭
協
か
ら
の
積
極
的
か
つ
継
続
的
な
文
化

の
発
信
に
つ
き
、
改
め
て
、
お
願
い
申
し
上
げ
た
く

存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
本
会
の
ご
盛
況
と
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
、
ひ
い
て
は
、
貴
重
な
文
化
財
庭
園
の
将
来
に
向

け
た
保
護
と
そ
の
文
化
の
魅
力
が
さ
ら
に
広
く
国
民

に
普
及
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
固
有
な
文
化
が

さ
ら
に
世
界
に
も
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
継
承
さ
れ

る
こ
と
を
重
ね
て
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
私
か
ら
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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第
59
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会

議
事
録
（
抄
）

一
　
開
催
年
月
日
　

令
和
四
年
六
月
二
三
日
（
木
）

二
　
開
催
場
所

�

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
弘
前
シ
テ
ィ

（
青
森
県
弘
前
市
大
町
一

－

一

－

二
）

　
　

三
　
会
員
総
数

一
四
二
会
員

四
　
総
会
の
成
立

�

会
則
第
一
八
条
の
定
足
数
で
あ
る
会
員
総
数
の

過
半
数
を
満
た
し
て
お
り
、
総
会
は
成
立
し
て
い

る
。

�（
参
加
者
：
五
九
会
員
、
会
則
第
一
九
条
に
よ
る

委
任
状
提
出
者
：
五
〇
会
員　

計
一
〇
九
会
員
）

　

 

五
　
議
題

（
一
）　

令
和
三
年
度　

会
務
報
告

（
二
）　

令
和
三
年
度　

会
計
報
告

（
三
）　

令
和
三
年
度　

会
計
監
査
報
告

（
四
）　

令
和
四
年
度　

予
算
案

（
五
）　

令
和
四
年
度　

事
業
計
画
案

（
六
）　

新
規
加
入
会
員
の
報
告

（
七
）　

そ
の
他

六
　
議
事
経
過
の
概
要
そ
の
結
果
及
び
表
決
数

事
務
局　

�

開
会
を
宣
言
す
る
。
会
則
第
一
七
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
総
会
の
議
長
は
会
長

が
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

議
長　
　

�

総
会
の
成
立
に
つ
い
て
事
務
局
に
報

告
を
求
め
る
。

事
務
局　

�

総
会
出
席
者
は
会
則
第
一
八
条
の
定

足
数
で
あ
る
過
半
数
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
を
報
告
。

議
長　
　

�

議
題
（
一
）
及
び
（
二
）
は
関
連
す
る

議
案
で
あ
る
の
で
一
括
し
て
審
議
す

る
こ
と
を
提
案
し
、
事
務
局
に
説
明
を

求
め
る
。

事
務
局　

�
議
題
（
一
）
令
和
三
年
度
会
務
報
告
と

し
て
、
第
五
八
回
総
会
の
報
告
、
会
報

第
五
六
号
の
発
行
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
公
開
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
　
　
　

�

議
題
（
二
）
令
和
三
年
度
会
計
報
告
と

し
て
、
収
入
・
支
出
予
算
及
び
決
算
の

概
要
報
告
と
詳
細
を
説
明
す
る
。　
　
　
　
　

議
長　
　

�

会
計
監
事
（
仙
巌
園
（
附
）
花
倉
御
仮

屋
庭
園
長
野
信
弘
氏
）
に
監
査
結
果
の

報
告
を
求
め
る
。

監
事　
　

�

議
題
（
三
）
に
基
づ
き
、
適
切
に
処
理

さ
れ
て
い
る
旨
の
報
告
を
行
う
。

議
長　
　

�

出
席
者
に
対
し
、
議
題
（
一
）
、
（
二
）

及
び
（
三
）
に
つ
い
て
意
見
等
を
求
め

る
。
〈
質
問
及
び
意
見
等
な
し
〉

議
長　
　

�

議
案
（
一
）
、（
二
）
及
び
（
三
）
に
つ

い
て
可
否
の
表
決
を
求
め
る
。
〈
全
員

賛
成
〉

　
　
　
　

�

よ
っ
て
議
案
（
一
）
、（
二
）
及
び
（
三
）

は
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
。

議
長　
　

�

議
題
（
四
）
及
び
（
五
）
は
関
連
す
る

議
題
で
あ
る
の
で
一
括
し
て
上
程
す

る
こ
と
を
提
案
し
、
事
務
局
に
説
明
を

求
め
る
。

事
務
局　

�

議
題
（
四
）
令
和
四
年
度
予
算
案
と
し

て
、
収
入
予
算
案
及
び
支
出
予
算
案
を

説
明
す
る
。

　
　
　
　

�

議
題
（
五
）
令
和
四
年
度
事
業
計
画
案

と
し
て
、
総
会
の
開
催
、
会
報
五
七
号

二
三
〇
部
の
発
行
及
び
活
動
の
指
針

を
説
明
す
る
。

議
長　
　

�

出
席
者
に
対
し
、
議
題
（
四
）
及
び
（
五
）

に
つ
い
て
意
見
等
を
求
め
る
。
〈
質
問

及
び
意
見
等
な
し
〉

議
長　
　

�

議
案
（
四
）
及
び
（
五
）
に
つ
い
て
可

否
の
表
決
を
求
め
る
。
〈
全
員
賛
成
〉
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�

よ
っ
て
議
案
（
四
）
及
び
（
五
）
は
原

案
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
。

議
長　
　

�

議
案
（
六
）
に
つ
い
て
、
事
務
局
に
説

明
を
求
め
る
。

事
務
局　

�
会
則
第
七
条
に
基
づ
く
入
会
申
込
書

の
提
出
を
も
っ
て
会
員
の
資
格
を
取

得
し
た
の
は
、
金
剛
輪
寺
明
壽
院
庭
園

と
報
告
。

議
長　
　

�

議
題
（
七
）
と
し
て
、
文
化
庁
長
官
へ

の
文
化
財
指
定
庭
園
の
保
護
に
関
す

る
要
望
書
の
提
出
を
提
案
。
内
容
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
各
庭
園
と
も
来
園
者
が

減
少
し
、
資
金
難
に
陥
っ
て
い
る
状
況

を
伝
え
る
こ
と
及
び
、
今
後
世
界
各
地

か
ら
来
園
者
が
増
加
す
る
こ
と
を
鑑

み
、
文
化
財
庭
園
の
保
護
と
魅
力
発
信

の
向
上
に
む
け
て
力
強
い
支
援
を
求

め
る
こ
と
の
二
点
。

議
長　
　

�

繰
越
金
が
多
額
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
度
及
び
三
年

度
に
会
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
影
響
。
当
協
議
会
は
財
政
事
情
が
厳

し
く
、
平
成
二
九
年
度
に
年
会
費
を
増

額
し
た
経
緯
も
あ
り
。
令
和
二
年
度
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
今
後

更
新
に
も
経
費
が
必
要
。
ま
た
、
来
年

度
は
六
〇
回
目
の
記
念
の
総
会
で
も

あ
る
た
め
、
冊
子
の
作
成
や
、
記
念
に

な
る
よ
う
な
こ
と
な
ど
を
検
討
予
定
。

議
長　
　

�

議
案
（
七
）
に
つ
い
て
可
否
の
表
決
を

求
め
る
。
〈
全
員
賛
成
〉

　
　
　
　

よ
っ
て
議
案
（
七
）
は
可
決
さ
れ
た
。

議
長　
　

�

次
回
開
催
地
で
あ
る
公
益
財
団
法
人

三
溪
園
保
勝
会
副
園
長
に
挨
拶
を
求

め
る
。

三
溪
園　

�

三
溪
園
の
紹
介
と
多
数
の
来
訪
を
期

待
す
る
旨
の
挨
拶
。
〈
拍
手
〉

議
長　
　

�

議
事
は
す
べ
て
終
了
し
た
こ
と
を
発

言
し
、
閉
会
を
宣
言
す
る
。

以
上
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次
回
開
催
地
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
公
益
財
団
法
人
三
溪
園
保
勝
会
　

副
園
長
・
理
事
　
村
田
　
和
義

神
奈
川
県
横
浜
市
か
ら
参
り
ま
し
た
三
溪
園
の

村
田
と
申
し
ま
す
。
次
回
の
総
会
開
催
地
と
い
た
し

ま
し
て
、
三
溪
園
を
御
指
名
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変

光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
来
年
、
皆
様
を
三
溪
園

に
お
迎
え
で
き
る
こ
と
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
次
回
、
第
六
〇
回
の
記
念
と
い
う
こ
と
で
、

ま
た
い
ろ
い
ろ
節
目
の
年
だ
と
い
う
お
話
も
ご
ざ
い

ま
し
た
。
是
非
、
有
意
義
な
総
会
を
開
催
で
き
る
よ

う
に
私
ど
も
も
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

少
し
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
三
溪

園
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
三

溪
園
は
横
浜
市
中
区
本ほ

ん

牧も
く

三さ
ん
の
た
に

之
谷
と
い
う
と
こ
ろ
に

ご
ざ
い
ま
し
て
、
本
牧
と
い
う
の
は
横
浜
港
の
大
さ

ん
橋
か
ら
見
る
と
南
東
の
方
向
に
あ
り
ま
し
て
、
東

京
湾
に
向
か
っ
て
突
き
出
た
よ
う
な
、
岬
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
幕
末
に
ペ

リ
ー
や
ハ
リ
ス
の
黒
船
が
日
本
に
や
っ
て
き
ま
し

て
、
そ
の
時
に
、
本
牧
の
岬
を
過
ぎ
る
と
そ
の
先
が

横
浜
で
あ
る
と
目
印
に
な
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
こ
に
横
浜
港
の
生
糸
貿
易
で
財
を
成

し
た
原
三
溪
と
い
う
実
業
家
が
明
治
三
九
年
に
自
宅

の
庭
を
公
開
し
た
と
い
う
形
で
開
園
し
た
の
が
三
溪

園
で
ご
ざ
い
ま
す
。
明
治
の
終
わ
り
の
開
園
と
い
う

こ
と
で
、
ま
だ
歴
史
的
に
は
一
〇
〇
年
ち
ょ
っ
と
の

歴
史
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
多
く
の
庭
園
で
は
こ
ち

ら
弘
前
市
さ
ん
の
よ
う
に
城
下
町
の
庭
園
で
あ
る
と

か
、
あ
る
い
は
古
く
か
ら
あ
る
お
寺
の
庭
園
で
あ
る

と
か
長
い
歴
史
を
持
っ
た
庭
園
が
た
く
さ
ん
あ
る
中

で
三
溪
園
は
ま
だ
歴
史
が
浅
い
庭
園
だ
と
思
い
ま

す
。
横
浜
市
と
い
う
街
自
体
が
幕
末
に
港
を
開
い
て

か
ら
比
較
的
新
し
い
近
代
の
港
町
で
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
横
浜
港
の
発
展
の
中
で
、
貿
易
で
財
を
成

し
た
実
業
家
が
作
っ
た
庭
園
と
い
う
こ
と
で
、
近
代

の
日
本
、
そ
の
中
で
の
港
町
横
浜
と
い
う
も
の
に
ふ

さ
わ
し
い
よ
う
な
特
色
の
あ
る
庭
園
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
自
然
主
義
的
な
造
園
を
し

て
い
る
こ
と
、
京
都
や
鎌
倉
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物

を
い
く
つ
か
移
築
し
、
そ
れ
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
、

明
治
の
終
わ
り
に
開
園
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
開
園

当
初
か
ら
一
般
市
民
の
方
に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
、

あ
る
い
は
、
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
く
迎
え
て

い
る
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
弘
前
市
さ
ん
の
城
下
町
の
庭
園
を
ぜ
ひ

い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
ま
た
来
年
に

は
少
し
そ
れ
と
は
違
っ
た
味
わ
い
を
皆
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
来
年
、
皆

様
と
有
意
義
な
総
会
を
御
一
緒
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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講
演
会
　
〜
文
化
財
庭
園
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向
～

　
文
化
庁
文
化
財
第
二
課
　
主
任
文
化
財
調
査
官

名
勝
部
門
　
平
澤
　
毅

改
め
ま
し
て
、
平
澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
名
勝
の
指
定
件
数
は
四
二
七
件
、
そ
の
う

ち
庭
園
が
二
三
四
件
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
庭
園
の
指

定
二
三
四
件
の
中
に
は
、
一
件
の
指
定
の
中
に
い
く

つ
も
の
庭
園
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
よ
そ
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
庭
園
が
二
五

〇
余
り
あ
る
と
い
う
風
に
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
で
、
遺
跡
庭
園
・
発
掘
庭
園

が
二
九
件
、
近
代
庭
園
が
四
〇
件
と
、
近
代
の
庭
園

が
こ
の
一
〇
年
余
り
の
取
組
の
中
で
相
当
数
増
え
て

き
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
大
石
武
学
流
の
庭
園
も
近

代
に
属
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
自
然
的
名
勝
も
少
し
数

を
増
や
し
て
い
て
、
一
八
〇
件
で
す
。
登
録
紀
念
物

の
方
は
、
現
在
一
四
五
件
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
一

〇
六
件
が
名
勝
地
の
関
係
で
、
そ
の
う
ち
七
七
件
が

庭
園
で
す
。

前
回
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
以
降
、

指
定
さ
れ
た
庭
園
・
公
園
が
一
〇
件
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
し
て
、こ
の
間
の
指
定
・

登
録
の
実
績
を
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。令

和
元
年
一
〇
月
一
六
日
指
定
の
も
の
、
す
な
わ

ち
令
和
元
年
春
に
諮
問
・
答
申
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
が
、
大
阪
府
豊
中
市
の
『
西
山
氏
庭
園
（
青
龍
庭
）
』

で
す
。
こ
れ
は
、
阪
急
電
鉄
の
沿
線
に
開
発
さ
れ
た

住
宅
地
の
中
に
あ
り
、
昭
和
一
五
年
に
造
営
さ
れ
た

枯
山
水
の
庭
園
で
す
。
作
庭
は
重
森
三
玲
氏
で
、
滝

石
組
、
枯
流
が
そ
れ
ぞ
れ
龍
の
頭
、
胴
体
を
示
し
て

い
ま
し
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
青
龍
庭
」
と
名
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
近
代
に
な
っ
て
鉄
道
沿
線
に
開
発
さ

れ
た
一
般
住
宅
に
造
ら
れ
た
初
期
の
庭
園
と
し
て
重

要
な
も
の
で
す
。
こ
ち
ら
に
慈
照
寺
の
向
月
台
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
周
り
に
立
石
を
設
け

て
龍
が
玉
を
持
っ
て
い
る
か
た
ち
を
表
し
て
い
ま

す
。そ

れ
か
ら
の
ち
ほ
ど
今
井
先
生
か
ら
ご
講
演
が

あ
り
ま
す
け
ど
も
、
青
森
県
弘
前
市
に
所
在
す
る
三

つ
の
大
石
武
学
流
庭
園
が
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
に

名
勝
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

『
成
田
氏
庭
園
』
は
大
石
武
学
流
宗
家
第
五
代
の

池
田
亭
月
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
瀟
洒
な
庭
園

で
す
が
、
大
石
武
学
流
の
作
庭
の
規
範
を
典
型
的
に

よ
く
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
的
な
構
成
を
ほ
ぼ

完
璧
に
伝
え
て
い
る
と
い
う
点
で
と
て
も
重
要
な
も

の
で
す
。

そ
れ
か
ら
『
對
馬
氏
庭
園
』
で
す
が
、
こ
れ
は

五
代
の
池
田
亭
月
が
最
初
に
手
を
か
け
、
そ
れ
に
六

代
の
外
崎
亭
陽
が
さ
ら
に
手
を
加
え
た
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
流
儀
の
継
承
を
考
え
る
上
で
非
常
に
貴
重
な

も
の
で
す
。
庭
園
の
構
成
に
特
徴
的
な
の
は
、
大
石

武
学
流
庭
園
の
多
く
は
、
主
屋
が
あ
っ
て
正
面
に
軸

線
を
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
け
ど
も
、
敷
地
の
横

の
ス
ケ
ー
ル
を
活
か
す
た
め
に
軸
線
を
斜
め
に
と
っ

て
一
番
奥
に
滝
石
組
を
配
置
し
て
い
る
と
い
う
点
で

す
。そ

し
て
『
須
藤
氏
庭
園
（
青
松
園
）
』
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
今
の
二
つ
の
庭
園
よ
り
少
し
遡
り
、
明
治

時
代
末
期
に
四
代
の
小
幡
亭
樹
に
よ
り
作
庭
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
規
模
は
相
当
違
い
ま
す

が
、
平
川
市
に
所
在
す
る
名
勝
『
盛
美
園
』
［
昭
和

二
八
年
三
月
三
一
日
指
定
］
と
地
割
の
構
成
が
良
く

似
て
お
り
、
小
幡
亭
樹
の
作
庭
の
技
法
を
よ
く
伝
え

て
い
る
点
で
重
要
な
も
の
で
す
。
こ
の
庭
園
に
は
も

う
一
つ
固
有
の
履
歴
が
あ
り
ま
す
。
秩
父
宮
雍
仁
親
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王
が
行
軍
演
習
で
こ
の
地
を
訪
れ
た
と
き
に
立
ち
寄

ら
れ
、
ス
ラ
イ
ド
の
こ
ち
ら
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
ご

休
憩
記
念
碑
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
時
に
使
っ

た
調
度
品
を
収
納
す
る
記
念
堂
を
新
た
に
加
え
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
事
績
の
積
み
重
ね
が
庭
園
に

刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
も
重
要
で
す
。

な
お
、
こ
の
三
つ
の
庭
園
と
も
、
庭
園
と
の
関
係

で
主
屋
が
伝
統
的
建
造
物
と
し
て
よ
く
残
さ
れ
て
い

る
と
い
う
点
で
も
重
要
で
す
。

そ
れ
か
ら
同
じ
く
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
東
京
都
中
野
区
の
『
哲
学
堂
公
園
』

で
す
。
こ
れ
は
亀
山
会
長
に
相
当
ご
指
導
、
ご
助
言

を
い
た
だ
い
た
公
園
の
名
勝
指
定
で
あ
り
ま
す
。
も

と
も
と
は
哲
学
館
（
現
在
の
東
洋
大
学
）
の
創
始
者

で
あ
る
井
上
圓
了
が
、
精
神
修
養
の
普
及
を
目
的
と

し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
カ
ン
ト
、
孔
子
、
釈
迦
を
祀
っ

た
「
四
聖
堂
」
（
し
せ
い
ど
う
）
を
丘
の
上
に
建
築

し
た
の
が
明
治
三
七
年
、「
時
空
岡
」
（
じ
く
う
こ
う
）

と
名
づ
け
ら
れ
た
そ
の
丘
を
起
点
と
し
て
全
体
を
整

備
し
、
哲
学
的
な
思
想
を
踏
ま
え
た
様
々
な
も
の
が

配
置
さ
れ
た
公
園
で
す
。
都
市
公
園
史
上
で
も
非
常

に
特
異
な
存
在
で
す
が
、
中
野
区
で
も
井
上
圓
了
の

没
後
一
〇
〇
年
と
い
う
と
こ
ろ
を
記
念
し
て
、
取
り

組
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

次
は
、
令
和
三
年
三
月
二
六
日
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
『
神
仙
郷
』
で
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
一
〇
年
代
か

ら
二
〇
年
代
の
初
め
に
か
け
て
、
宗
教
家
が
強
羅
地

区
の
地
形
と
地
質
を
活
か
し
て
理
想
郷
と
し
て
整
備

し
た
庭
園
で
す
。
地
割
と
し
て
は
斜
面
地
を
含
み
、

立
体
的
な
構
成
を
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
建
物

を
配
置
し
た
と
こ
ろ
に
、
池
や
滝
、
そ
れ
か
ら
石
組

み
、
そ
し
て
一
部
は
現
地
の
岩
盤
が
露
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
そ
の
ま
ま
景
観
の
要
素
と
し
て
取
り
入

れ
、
タ
ケ
類
や
コ
ケ
類
等
の
植
栽
も
特
徴
的
な
庭
園

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
京
都
の
庭
園
も
二
つ
併
せ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
一
つ
は
、
『
知
恩
院
方
丈
庭
園
』
で
す
。

こ
れ
は
一
七
世
紀
に
造
園
さ
れ
、
一
八
世
紀
に
は
ほ

ぼ
現
在
の
形
に
整
え
ら
れ
た
池
泉
庭
園
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
の
『
都

林
泉
名
勝
図
会
』
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き

か
ら
の
地
割
が
、
現
在
ま
で
維
持
さ
れ
、
伝
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
伝
統
的
な
京
都
の
庭
園
を
指
定

す
る
の
は
、
だ
い
ぶ
久
し
振
り
に
な
り
ま
す
が
、
優

秀
な
事
例
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
『
仁
和
寺
御
所
庭
園
』
で

す
。
仁
和
寺
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、
御
室
の

桜
（
名
勝
『
御
室
（
サ
ク
ラ
）
』
［
大
正
一
三
年
一
二

月
九
日
指
定
］
）
が
非
常
に
有
名
で
、
境
内
地
は
世

界
文
化
遺
産
の
構
成
資
産
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
御
所
の
部
分
に
も
と
も
と
庭
園
が
あ
っ
た
も
の
で

す
。
様
々
な
火
災
な
ど
も
あ
り
ま
し
て
、
近
代
に
さ

ら
に
手
を
加
え
た
部
分
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
指

定
は
、
そ
う
い
う
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

全
体
を
含
め
て
、
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
庭
園
の
新
指
定
と
し
て
は
最
新
の
も

の
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
三
年
一
〇
月
一
一
日
に
指

定
さ
れ
た
『
臥
龍
山
荘
庭
園
』
、
こ
れ
は
愛
媛
県
大

洲
市
に
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
指
定
地
域
は
、
こ
の

図
で
い
う
と
こ
ろ
の
わ
ず
か
な
こ
の
部
分
で
す
が
、

も
と
も
と
肱
川
が
こ
の
よ
う
に
蛇
行
し
て
い
る
場
所

は
、
「
臥
龍
」
と
呼
ば
れ
る
景
勝
の
地
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
、
そ
こ
に
近
代
の
実
業
家
で
あ
る
河
内
寅
次
郎

が
、
明
治
後
期
に
造
営
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
庭

園
の
細
か
い
造
作
と
い
う
よ
り
も
、
こ
こ
に
場
所
を

選
ん
で
そ
こ
に
建
物
を
建
て
、
こ
の
地
全
体
の
風
致

景
観
を
楽
し
む
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
肱
川

の
向
か
い
側
に
「
冨
士
山
」
（
と
み
す
や
ま
）
と
い

う
山
が
あ
り
、
南
側
に
は
「
亀
山
」
と
い
う
山
が
あ
っ

て
、
庭
園
の
地
割
り
本
体
の
と
こ
ろ
に
は
「
蓬
莱
山
」

と
名
付
け
ら
れ
た
島
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
に
肱
川

の
流
れ
が
割
り
込
ん
で
お
り
、
並
び
あ
う
島
を
含
ん

だ
範
囲
が
今
回
の
指
定
地
域
と
な
り
ま
す
。
今
後
、

周
辺
の
地
勢
を
活
か
し
た
範
囲
に
つ
い
て
も
取
り
組

ん
で
い
け
れ
ば
、
と
い
う
事
例
に
な
り
ま
す
。

こ
ち
ら
が
、
令
和
元
年
度
以
降
、
庭
園
一
〇
件
の

新
指
定
に
な
り
ま
す
が
、
追
加
指
定
も
取
り
組
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
全
体
の
構
成
と
し
て
主
要
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な
建
物
を
含
ん
で
指
定
す
る
の
が
標
準
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
以
前
は
建
物
を
含
ん
で
い
な
い
よ
う
な
事

例
も
あ
り
、
特
に
滋
賀
県
の
庭
園
で
は
、
名
勝
『
多

賀
神
社
奥
書
院
庭
園
』
［
滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
、

昭
和
一
〇
年
六
月
七
日
指
定
、
追
加
指
定
と
と
も
に

指
定
名
称
を
『
多
賀
大
社
庭
園
』
と
し
た
。
］
や
名

勝
『
胡
宮
神
社
社
務
所
庭
園
』
［
滋
賀
県
犬
上
郡
多

賀
町
、
昭
和
九
年
一
二
月
二
八
日
指
定
］
な
ど
、
こ

れ
ま
で
指
定
地
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
建
物
と
と

も
に
一
体
と
し
て
保
護
す
べ
き
地
割
り
を
含
ん
で
追

加
指
定
す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
し
、
史
跡
及
び
名
勝

『
菅
田
庵
』
［
島
根
県
松
江
市
、
昭
和
三
年
二
月
七
日

指
定
］
や
名
勝
『
妙
国
寺
庭
園
』
［
宮
崎
県
日
向
市
、

昭
和
八
年
四
月
一
三
日
指
定
］
な
ど
も
保
護
す
べ
き

範
囲
が
万
全
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
補
完
す
る
と
い
う
こ
と

も
重
要
な
事
案
と
し
て
、
追
加
指
定
等
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
こ
で
は
一
つ
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
追
加
指

定
及
び
名
称
変
更
に
な
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
新
指
定
に

近
い
取
組
と
し
て
、
福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
の
『
英

彦
山
庭
園
』
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と

も
と
は
、
伝
・
雪
舟
作
と
伝
え
ら
れ
る
庭
園
の
一
つ
、

名
勝
『
旧
亀
石
坊
庭
園
』［
昭
和
三
年
二
月
七
日
指
定
］

が
指
定
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
庭
園
を
含
む
英

彦
山
全
体
に
相
当
数
の
庭
園
遺
構
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
以
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度

そ
れ
を
仔
細
に
調
査
を
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
中
か

ら
重
要
な
も
の
を
あ
わ
せ
て
指
定
を
す
る
と
い
う
形

を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
二
六
年
か
ら
二
七

年
に
福
岡
県
に
よ
っ
て
全
体
の
調
査
、
そ
れ
か
ら
個

別
の
庭
園
の
実
測
図
の
作
成
な
ど
が
取
り
組
ま
れ
て

き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
添
田
町
が
追

加
し
て
総
合
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
平
成
二
九
年
か
ら
三
〇
年
度
の
山
内
調
査

で
は
、
少
な
く
と
も
六
四
の
庭
園
遺
構
の
地
割
が
良

好
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
そ
の
う
ち
の
六
つ
を
追
加
し
て
指
定
し
た
と
い

う
も
の
で
す
。
英
彦
山
と
い
う
の
は
、
福
岡
県
の
南

東
部
に
あ
り
、
大
分
県
と
の
県
境
域
に
位
置
す
る
も

の
で
す
。
こ
こ
は
、
福
岡
県
か
ら
大
分
県
に
か
け
て

国
定
公
園
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
英
彦
山
自
体
は
こ

れ
よ
り
少
し
以
前
に
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
全

山
が
ま
だ
所
有
者
の
同
意
の
関
係
で
指
定
で
き
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
英
彦
山
の

庭
園
文
化
と
い
う
も
の
も
注
目
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
き
な
谷
が
い
く
つ
か
あ
り
、
『
旧
亀
石
坊
庭
園
』

は
そ
の
う
ち
の
上
霊
仙
谷
の
最
下
部
に
位
置
し
た
も

の
で
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
雪
舟
作
庭
伝
承
が
定
着

す
る
ほ
ど
に
優
れ
た
庭
園
で
、
「
山
岳
地
に
お
け
る

築
山
泉
水
庭
の
古
園
と
し
て
佳
作
と
す
べ
し
」
と
し

て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
も
、
先
ほ
ど
六
四
と

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
庭
園
遺
構
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
調
査
の
中
で
確
認
さ
れ
た
わ
け
で

す
。
山
間
地
の
斜
面
に
雛
壇
状
に
坊
跡
が
残
っ
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
基
本
的
に
は
山
側
の
裾
野
に
大
振

り
の
添
え
石
を
寄
せ
て
滝
石
組
み
を
設
け
、
そ
の
前

に
浅
い
池
を
設
け
て
、
そ
の
池
の
中
に
先
を
尖
ら
せ

た
岩
島
を
配
置
す
る
と
い
う
、
こ
う
い
う
特
徴
的
な

造
作
意
匠
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
も
の
の
中
で
、
今
回
は
「
旧
座
主
院
」

の
御
本
坊
と
御
下
屋
、
そ
れ
か
ら
「
旧
政
所
坊
」
、「
旧

泉
蔵
坊
」
、
「
旧
顕
揚
坊
」
、
そ
し
て
「
英
彦
山
神
宮

旅
殿
」
に
所
在
す
る
六
つ
の
庭
園
を
追
加
指
定
し
ま

し
た
。
傑
出
し
た
修
験
の
霊
地
で
あ
る
英
彦
山
に
、

中
世
か
ら
近
世
に
わ
た
っ
て
営
ま
れ
た
庭
園
文
化
の

様
相
を
総
体
と
し
て
よ
く
伝
え
て
お
り
、
日
本
庭
園

史
上
極
め
て
重
要
で
、
芸
術
上
及
び
学
術
上
の
価
値

が
高
い
こ
と
か
ら
、
『
英
彦
山
庭
園
』
と
い
う
総
称

の
下
に
、
『
旧
亀
石
坊
庭
園
』
も
含
め
て
追
加
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
『
旧
亀
石
坊
庭
園
』
単

独
の
指
定
か
ら
、
英
彦
山
の
庭
園
文
化
を
今
日
に
伝

え
る
七
つ
の
庭
園
を
全
体
と
し
て
包
括
的
に
保
護
し

て
い
こ
う
と
い
う
取
組
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
的
に

は
追
加
指
定
及
び
名
称
変
更
で
す
が
、
中
身
と
し
て

は
新
指
定
に
近
い
か
た
ち
の
取
組
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
が
も
と
も
と
の
名
勝
指
定
で
あ
る
『
旧
亀
石

坊
庭
園
』
で
す
。
「
客
殿
」
と
「
内
證
」
が
あ
っ
て
、
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「
内
證
」
に
あ
る
池
泉
と
「
客
殿
」
の
園
池
と
を
結

ぶ
水
路
が
あ
り
、
「
客
殿
」
の
園
池
に
は
滝
石
組
と

こ
の
園
池
の
中
に
岩
島
を
設
け
る
と
い
う
造
作
意
匠

が
、
非
常
に
こ
の
英
彦
山
の
庭
園
の
中
に
よ
く
見
ら

れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
客
殿
の
滝
石

組
の
部
分
で
、
昭
和
三
年
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
こ
の
図
で
言
う
と
こ
ろ
の
『
旧
亀
石
坊
庭

園
』
が
こ
こ
に
あ
っ
て
、
こ
こ
の
周
り
の
亀
石
坊
全

体
の
地
割
が
構
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
範
囲
も

い
ず
れ
は
一
体
的
に
保
護
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
上
に
あ
る
「
旧

政
所
坊
庭
園
」
や
、
少
し
離
れ
た
、
違
う
谷
筋
に
あ

る
「
旧
顕
揚
坊
庭
園
」
な
ど
が
、
英
彦
山
の
庭
園
文

化
を
伝
え
る
重
要
な
庭
園
遺
構
で
す
。

旧
亀
石
坊
庭
園
と
同
様
に
庭
園
遺
構
が
よ
く

残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
庭
園
遺
構
を
修
復
し

て
い
く
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
「
旧
政
所

坊
庭
園
」
な
ど
の
一
部
は
、
埋
も
れ
た
土
砂
が
英
彦

山
神
宮
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
、
観
賞
に
堪
え
る
よ

う
な
か
た
ち
に
ま
で
再
現
さ
れ
ま
し
た
。
「
旧
顕
揚

坊
庭
園
」
は
山
内
で
数
少
な
い
建
物
を
伴
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
建
物
自
体
は
あ
ま
り
古
い
も
の
で
は
な
い

で
す
が
園
池
と
の
配
置
関
係
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す

し
、
今
も
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
英
彦
山
神
宮
の
旅

殿
で
も
、
岩
島
が
池
の
中
に
あ
る
と
い
う
、
英
彦
山

に
伝
え
ら
れ
て
き
た
庭
園
の
特
徴
を
示
し
て
い
ま

す
。そ

れ
か
ら
、
登
録
記
念
物
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

し
て
、
文
化
財
庭
園
の
強
力
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
、
私
ど
も
の
方
で
も
推
奨
し
て
い
ま
す
。
登
録
記

念
物
の
庭
園
も
、
令
和
元
年
度
以
降
、
一
〇
件
登
録

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
一
〇
月
一
六
日
に
登
録
の
愛
知
県
一

宮
市
の
『
旧
林
氏
庭
園
』
で
す
が
、
こ
れ
は
も
と
も

と
江
戸
時
代
、
美
濃
路
の
起
宿
（
お
こ
し
し
ゅ
く
）

と
い
う
脇
本
陣
で
あ
っ
た
林
氏
の
邸
宅
に
昭
和
初
期

に
造
営
さ
れ
た
池
泉
庭
園
で
す
。
主
屋
は
大
正
初
期

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
奥
に
庭
園
が
あ
り
中

心
部
分
に
園
地
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
園
内
全
体

に
飛
石
が
打
た
れ
て
お
り
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
や
ド
ウ

ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
紅
葉
が
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

同
じ
く
令
和
元
年
一
〇
月
一
六
日
に
登
録
さ
れ

た
『
八
束
氏
庭
園
』
（
や
つ
づ
か
し
て
い
え
ん
）
で

す
。
こ
ち
ら
は
愛
媛
県
松
山
市
に
あ
る
住
宅
庭
園
で

す
。
昭
和
一
一
年
に
茶
室
の
あ
る
数
寄
屋
風
の
主
屋
、

待
合
等
と
と
も
に
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
玄
関
に
至
る

道
に
瓦
を
立
て
て
埋
め
込
む
と
い
う
特
徴
的
な
意
匠

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
古
代
中
国
の
宮
廷
の
意
匠
に

も
見
ら
れ
る
散
水
と
い
う
も
の
で
、
瓦
を
縦
に
埋
め

込
む
形
で
、こ
こ
の
場
合
は
丸
瓦
も
使
わ
れ
て
お
り
、

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
大
分
県
中
津
市
の
『
平
田
氏
庭
園
』
で

す
。
耶
馬
渓
の
名
勝
指
定
に
か
な
り
の
尽
力
を
さ
れ
、

耶
馬
渓
鉄
道
の
敷
設
も
行
っ
た
平
田
吉
胤
さ
ん
と
い

う
方
の
住
宅
に
営
ま
れ
た
庭
園
で
す
。
建
物
が
有
形

登
録
文
化
財
で
、
も
と
も
と
主
屋
は
明
治
時
代
に
建

て
ら
れ
た
二
階
建
て
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

三
階
を
増
築
し
、
今
で
云
う
と
こ
ろ
の
サ
ン
ル
ー
ム

の
よ
う
な
、
周
り
の
風
景
が
全
部
見
ら
れ
る
部
屋
を

造
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
耶
馬
渓
の
平
田
城
の
景
、

立
留
り
の
景
、
南
側
を
望
め
ば
木
ノ
子
岳
の
景
と
い

う
よ
う
な
風
景
を
三
階
の
部
屋
か
ら
観
賞
で
き
、
ま

た
下
の
瀟
洒
な
庭
の
造
り
も
そ
れ
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
特
に
時
代
を
特
徴
づ
け
る
造
形
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
登
録
の
『
染
谷

氏
庭
園
』
で
す
。
千
葉
県
柏
市
に
あ
り
ま
す
。
江
戸

時
代
に
名
主
を
務
め
た
染
谷
氏
の
庭
園
で
、
「
ア
ラ

ク
山
」
と
い
う
山
が
宅
地
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
が
井

戸
水
の
涵
養
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
も

の
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
構
成
が
特
徴
的
で
す
。
時

代
的
に
は
幕
末
か
ら
明
治
時
代
前
期
に
か
け
て
整
え

ら
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
築
山
石
組
を

設
け
た
よ
う
な
庭
園
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
体
の

屋
敷
割
の
中
で
庭
園
が
構
成
さ
れ
て
い
る
事
例
と
し

て
特
徴
的
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
同
じ
く
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
登
録

の
『
長
峯
氏
庭
園
（
旧
河
原
氏
庭
園
）
』
は
、
長
野
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県
長
野
市
に
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
松
代
城
下
の
水

路
網
を
巡
ら
せ
た
武
家
屋
敷
に
、
こ
れ
以
前
に
七
つ

の
庭
園
が
登
録
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
並
び
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
水
路
は
表
通
り
の
「
カ
ワ
」
、
畑
地
の

水
路
で
あ
る
「
セ
キ
」
、
そ
れ
か
ら
意
匠
さ
れ
た
園

地
を
成
す
よ
う
な
「
泉
水
路
」
が
ひ
と
つ
の
組
み
合

わ
せ
と
な
っ
て
城
下
町
に
流
れ
て
い
ま
す
。
松
代
城

下
の
武
家
屋
敷
の
庭
園
群
を
保
護
し
て
い
こ
う
と
い

う
取
組
の
一
つ
で
す
。

つ
ぎ
は
、
三
重
県
の
菰
野
町
に
所
在
し
ま
す
『
横

山
氏
庭
園
』
で
す
。
こ
れ
は
平
野
神
社
の
神
官
等
を

務
め
た
旧
家
の
一
つ
、
横
山
氏
の
お
宅
に
隠
居
の
た

め
の
静
養
地
と
し
て
、
昭
和
四
三
年
に
重
森
三
玲
氏

に
頼
ん
で
造
ら
れ
た
枯
山
水
の
庭
園
で
す
。
こ
の
よ

う
な
重
森
三
玲
氏
の
庭
園
は
、
造
り
が
明
確
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
大
事
に
さ
れ
て
い
る
事
例
が
全
国
に

窺
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
大
阪
府
和
泉
市
が
経
営
し
て
い
る

『
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
茶
室
庭
園
』
で
す
。

こ
こ
は
も
と
も
と
昭
和
初
期
に
二
代
目
久
保
惣
太
郎

に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
庭
園
で
す
。
表
千
家
の
茶

室
「
残
月
亭
」
や
「
不
審
庵
」
を
写
し
た
茶
室
だ
け

で
な
く
、
露
地
に
つ
い
て
も
写
し
ま
し
て
、
造
営
の

仕
立
そ
の
も
の
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
地
下
の
養
生
を

し
た
う
え
で
造
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ
忠
実
に
そ
う

い
う
も
の
を
造
っ
て
い
る
点
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
沖
縄
県
名
護
市
の
『
津
嘉
山
酒
造
所
庭

園
』
で
す
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
物

の
前
に
池
を
設
け
、
建
物
か
ら
見
る
と
ち
ょ
う
ど
首

里
か
ら
本
部
半
島
を
見
る
よ
う
な
、
沖
縄
本
島
の
形

を
模
し
て
池
を
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
琉

球
の
庭
園
は
い
わ
ゆ
る
琉
球
石
灰
岩
で
造
っ
た
伝
統

的
な
庭
園
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
庭
園
は
造
り
と
し

て
は
伝
統
的
な
庭
園
と
言
う
よ
り
も
本
州
の
方
の
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時
代
的
に
は
昭
和
初
期
に
造

営
さ
れ
た
も
の
で
す
。

残
り
二
つ
は
最
新
の
登
録
の
庭
園
で
す
。
滋
賀
県

東
近
江
市
の
『
松
樹
館
庭
園
』
は
、
幕
末
か
ら
明
治

前
半
に
活
動
し
た
勝
元
宗
益
（
鈍
穴
）
作
と
伝
わ
る

近
江
商
人
松
居
氏
の
住
宅
に
造
ら
れ
た
庭
園
で
す
。

非
常
に
造
り
が
緩
や
か
な
感
じ
で
す
。
飛
び
石
の
構

成
を
中
心
と
し
て
、
築
山
も
造
り
込
む
と
い
う
よ
り

は
緩
や
か
で
、
そ
こ
に
石
燈
籠
や
景
石
を
配
置
す
る

と
い
う
形
式
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
ま
た
重
森
三
玲
氏
に
な
り
ま
す
が
、

だ
い
た
い
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て

た
く
さ
ん
庭
園
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が

ほ
ぼ
五
〇
年
を
迎
え
て
き
て
お
り
、
所
有
者
の
方
か

ら
文
化
財
登
録
の
ご
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

山
口
県
周
南
市
の
『
漢
陽
寺
庭
園
』
も
そ
の
一
つ
で

す
。
禅
宗
寺
院
に
造
ら
れ
た
庭
園
で
、「
曲
水
の
庭
」
、

「
地
蔵
遊
化
の
庭
」
、
「
瀟
湘
八
景
の
庭
」
、
「
九
山
八

海
の
庭
」
と
言
っ
た
複
数
の
庭
園
か
ら
成
る
も
の
で

す
。以

上
が
、
こ
こ
三
年
の
間
に
指
定
・
登
録
を
さ
れ

た
庭
園
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
取
組
が
滞
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
順

次
準
備
を
進
め
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
特
に
今

後
、
令
和
五
年
度
以
降
に
ま
た
成
果
が
ま
と
ま
っ
て

く
る
も
の
が
指
定
、
諮
問
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ま
た
、
機
会
を
い
た
だ
き
な
が
ら
重

ね
て
ご
紹
介
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
文
化
財

指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
と
は
別
に
、
文
化
財
庭

園
保
存
技
術
者
協
議
会
の
方
で
「
文
化
財
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
こ
の
土
日
に
秋
田
県
大
館
市
で
開
催
し
ま
す
。

京
都
か
ら
職
人
や
材
料
な
ど
の
文
化
を
導
入
し
て
造

ら
れ
た
鳥
潟
会
館
庭
園
に
お
い
て
、
テ
ー
マ
を
「
大

館
に
実
現
さ
れ
た
京
都
の
技
」と
し
て
開
催
し
ま
す
。

も
う
一
回
は
、
一
〇
月
の
九
日
、
一
〇
日
に
鳥
取
県

の
三
朝
町
に
依
山
楼
岩
崎
と
い
う
旅
館
に
造
ら
れ
た

庭
園
を
会
場
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

こ
の
二
年
間
、
芸
術
文
化
振
興
に
関
す
る
取
組
が

大
き
い
痛
手
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
観
光
の
こ
と
も

含
め
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
状
況
と
共
存
し
て
展
開
し

て
い
く
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
来
年
は

ま
た
も
っ
と
積
極
的
な
取
組
の
話
を
で
き
れ
ば
と
思
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い
ま
す
。

今
回
こ
の
二
、
三
年
の
間
に
溜
ま
っ
て
い
た
事
例

を
中
心
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
特
に
登
録
記
念
物
の
取
組
は
、
門
戸

を
広
く
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
も
「
こ
れ
は
」

と
い
う
庭
園
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
文
庭
協
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
い
た
だ
く
の
も
結
構
で
す
し
、
地
元
の
文

化
財
局
に
も
働
き
か
け
て
取
組
を
進
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

以
上
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令和 ４年６月２３日（木）文化財指定庭園保護協議会 
於：アートホテル弘前シティ ３階 （青森県弘前市） 

文化財庭園をめぐる近年の動向 

文化庁文化財第二課 
名勝部門 平澤 毅 

■名勝（名勝地）の指定・登録状況（最新告示：令和４年３月１５日） 

指定 人文的名勝：２４７件（公園：10 件、庭園：234 件、橋梁・築堤：3 件） 

    自然的名勝：１８０件    合計 ４２７件 

登録 庭園：７７件、公園：１３件、景勝地：１６件 合計 １０６件 

■令和元年度以降の指定・登録の庭園・公園 

名勝庭園・公園 
西山氏庭園（青龍庭） ［大阪府］ 令和元年１０月１６日 名勝指定 

成田氏庭園 ［青森県］ 令和２年 ３月１０日 名勝指定 

對馬氏庭園 ［青森県］ 令和２年 ３月１０日 名勝指定 

須藤氏庭園（青松園） ［青森県］ 令和２年 ３月１０日 名勝指定 

哲学堂公園 ［東京都］ 令和２年 ３月１０日 名勝指定 

神仙郷 ［神奈川県］令和３年 ３月２６日 名勝指定 

知恩院庭園 ［京都府］ 令和３年 ３月２６日 名勝指定 

仁和寺御所庭園 ［京都府］ 令和３年 ３月２６日 名勝指定 

臥龍山荘庭園 ［愛媛県］ 令和３年１０月１１日 名勝指定 

名勝庭園（追加指定・名称変更等） 

菅田庵   ［島根県］ 令和元年１０月１６日 追加指定 

妙国寺庭園 ［宮崎県］ 令和元年１０月１６日 追加指定 

多賀大社庭園 ［滋賀県］ 令和２年 ３月１０日 追加指定・名称変更 

英彦山庭園 

 旧座主院御本坊庭園 旧座主院御下屋庭園 旧政所坊庭園 旧亀石坊庭園 

 旧泉蔵坊庭園 旧顕揚坊庭園 英彦山神宮旅殿庭園 

［福岡県］ 令和２年 ３月１０日 追加指定・名称変更 

胡宮神社社務所庭園 ［滋賀県］ 令和４年 ３月１５日 追加指定 

登録記念物庭園 
旧林氏庭園 ［愛知県］ 令和元年１０月１６日 登録記念物 

八束氏庭園 ［福岡県］ 令和元年１０月１６日 登録記念物 

平田氏庭園 ［大分県］ 令和元年１０月１６日 登録記念物 

染谷氏庭園 ［千葉県］ 令和２年 ３月１０日 登録記念物 

長峰氏庭園（旧河原氏庭園） ［長野県］ 令和２年 ３月１０日 登録記念物 

横山氏庭園 ［三重県］ 令和２年 ３月１０日 登録記念物 

和泉市久保惣記念美術館茶室庭園 ［大阪府］ 令和３年 ３月２６日 登録記念物 

津嘉山酒造所庭園 ［沖縄県］ 令和３年 ３月２６日 登録記念物 

松樹館庭園 ［滋賀県］ 令和３年１０月１１日 登録記念物 

漢陽寺庭園 ［山口県］ 令和３年１０月１１日 登録記念物 
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令和 ４年６月２３日（木）文化財指定庭園保護協議会 
於：アートホテル弘前シティ ３階 （青森県弘前市） 

 

 

 

 

 

 

参考１ 庭園・名勝地の所在調査 

『近代の庭園・公園等に関する調査研究報告書』（平成 24 年 6 月） 
 http://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/tokeichosa/teien_koen_chosa.html 

『名勝に関する総合調査－全国的な調査（所在調査）の結果－報告書』（平成 25 年 4 月） 
 http://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/tokeichosa/meisho_chosa.html 
→ 国庫補助事業「名勝地調査」（平成２７年度～） 

 
参考２ 文化財庭園に関係する国庫補助事業 

＊名勝地調査費 

追加指定等に必要な実測図作成を含む調査費等 

   補助事業者：地方公共団体 

＊史跡等保存活用計画等策定費 

保存活用計画策定に必要な調査費等 

   補助事業者：地方公共団体・所有者等 

＊歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業費 

保存整備及び必要な整備計画・設計等を含む 

   補助事業者：所有者・管理団体等 

 

参考３ 文化財庭園保存技術者協議会（庭技協） 

○文化財庭園フォーラム（第１７回） 「大館に実現された京都の技（わざ）」 
 於：秋田県大館市  令和４年６月２５日（土）・２６日（日） 
   鳥潟会館庭園 
○文化財庭園フォーラム（第１８回） 
 於：鳥取県東伯郡三朝町  令和４年１０月８日（土）・９日（日） 
   依山楼岩崎庭園 

 

 

 

 

【参考配布】 
 

平澤毅（2020）：遺産としての庭園の保護における発掘庭園の意義：『都市公園』第 229 号， 

p.p.4-7〈特集 文化財庭園の修復・復元と発掘調査〉､東京都公園協会 

 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ記事（2021）：生きている文化財として未来へつなぐために：『庭 NIWA』第 246 号， 

p.p.78-79〈特集企画Ⅱ 文化財庭園〉､建築資料研究社 

- 19 -

会　報　第　５８　号



- 20 -

会　報　第　５８　号



- 21 -

会　報　第　５８　号



- 22 -

会　報　第　５８　号



- 23 -

会　報　第　５８　号



- 24 -

会　報　第　５８　号



- 25 -

会　報　第　５８　号



名勝（名勝地）の指定・登録状況

指定 ４２７件

人文的名勝 ２４７件

公園 １０件、庭園 ２３４件、橋梁・築堤 ３件

遺跡庭園・発掘庭園 ２９件、近代庭園 ４０件

自然的名勝 １８０件

登録 １０６件

庭園 ７７件、公園 １３件、景勝地 １６件

文化財庭園をめぐる
近年の動向

文化庁文化財第二課

名勝部門 平澤 毅

令和４年６月２３日（木） 文化財指定庭園保護協議会・第５９回総会
於：アートホテル弘前シティ ３階 プレミアホール （青森県弘前市）
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【名勝の新指定 令和元年１０月１６日指定】

令和元年度以降指定の庭園・公園

●令和元年１０月１６日 名勝指定
西山氏庭園（青龍庭） ［大阪府豊中市］

●令和２年 ３月１０日 名勝指定
成田氏庭園 ［青森県弘前市］
對馬氏庭園 ［青森県弘前市］
須藤氏庭園（青松園） ［青森県弘前市］
哲学堂公園 ［東京都中野区］

●令和３年 ３月２６日 名勝指定
神仙郷 ［神奈川県足柄下郡箱根町］
知恩院方丈庭園 ［京都府京都市］
仁和寺御所庭園 ［京都府京都市］

●令和３年１０月１１日 名勝指定
臥龍山荘庭園 ［愛媛県大洲市］

- 27 -

会　報　第　５８　号



對馬氏庭園【青森県弘前市】
つしま し ていえん

江戸時代末期から近代にかけて津軽地方に特徴ある作庭技法を継
承した大石武学流庭園の優秀な事例のうち，観賞軸線を斜めとする点
に特徴を有するとともに，大石武学流宗家５代の池田亭月から宗家６
代の外崎亭陽への作庭流儀の継承を考える上で重要なもの。

指定範囲

滝石組

主屋座敷から深山石を望む

主屋

門

灯籠蹲踞

【名勝の新指定 令和２年３月１０日指定】

成田氏庭園【青森県弘前市】
なり た し ていえん

江戸時代末期から近代にかけて津軽地方に特徴ある作庭技法を継承
した大石武学流庭園の優秀な事例のうち，流派の作庭規範を典型的に
示しているとともに全体構成を良好に伝えており，大石武学流宗家５代
の池田亭月の代表作として重要なもの。

指定範囲

主屋奥座敷から築山を望む
築山周辺

横庭

主庭南西側

主屋を南東側から望む

【名勝の新指定 令和２年３月１０日指定】
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哲学堂公園【東京都中野区】
てつ がく どう こう えん

哲学館（後の東洋大学）創始者の井上圓了が，精神修養の普及を目
的として，ソクラテス，カント，孔子，釈迦を祀った四聖堂を明治３７年に
建築して時空岡と名付けた台地上の私設公園を起源とするもので，昭
和時代初期にわたって造営された哲学を主題とする固有な事例。

指定範囲

昭和14年 哲学堂略案内

時空岡（西側から）

四聖堂哲理門

物字壇

唯心庭（西から）

つつじ園，しょうぶ池（全景）

【名勝の新指定 令和２年３月１０日指定】

須藤氏庭園（青松園）【青森県弘前市】
す とう し ていえん せいしょうえん

江戸時代末期から近代にかけて津軽地方に特徴ある作庭技
法を継承した大石武学流庭園の優秀な事例のうち，明治時代
末期に宗家４代の小幡亭樹により作庭されたと伝えられる庭園
で，座観と逍遥の観賞形式を併せ持ち，亭樹の作庭技法をよく
示している点で重要なもの。

指定範囲

主屋から望む

主屋東側

層塔周辺

秩父宮殿下御休憩記念碑

主屋

【名勝の新指定 令和２年３月１０日指定】
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知恩院方丈庭園
ち お ん い ん ほ う じ ょ う て い え ん

17世紀に造営され、18世紀にほぼ現在の形に整えられた池泉庭園。大方丈及び小方丈に面

し、園池は屈曲した汀線を持つ。巨石を配し、園池背後の斜面に豪壮な滝石組を築いている
ほか、斜面上部の山亭付近からは京都市内を一望できる。

指定範囲

【京都府京都市】

書院庭園北池（南西から）

航空写真（南から） 書院庭園北池

築山と慈鎮石、護法石 滝石組

【名勝の新指定 令和３年３月２６日指定】

神仙郷
しんせんきょう

昭和10年代から20年代にかけて、宗教家が強羅地区の地形と地質を活かして理想郷として

整備した庭園。斜面に造られた様々な建物の周囲に園池や滝、石組を築き、また一部は現
地の岩石をそのまま景観の要素としている。タケ類やコケ類等の植栽も特徴的である。

【神奈川県足柄下郡箱根町】

苔庭 南側の滝

観山亭 石楽園

指定範囲

苔庭
観山亭

石楽園

南側の滝

【名勝の新指定 令和３年３月２６日指定】
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臥龍山荘庭園
がりゅうさんそうていえん

明治後期に実業家河内寅次郎が肱川沿いの景勝地に造営した庭園。淵に臨む崖の上に書院や
茶室が配置され、対岸には蓬莱山と名付けられた島が浮かぶ。周囲には肱川、亀山、冨士山など
が広がり、それらも景観の要素として取り込む。

【愛媛県大洲市】

指定範囲

対岸から見た臥龍山荘

庭園と臥龍院（重要文化財） 臥龍山荘の石垣

12

【名勝の新指定 令和３年１０月１１日指定】

仁和寺御所庭園
に ん な じ ご し ょ て い え ん

江戸時代に造られた庭園を中心に近代に整えられた。大正3年に建築された宸殿の南北に庭

園があり、園池のある北庭は江戸時代の庭園を大正初期に改修したもの。白砂敷きの南庭は
昭和初期の造営で、そのほかにも2棟の茶室の周りにそれぞれ露地が造られている。

【京都府京都市】

北庭航空写真

指定範囲 南庭と白書院（左）・宸殿（右）遼廓亭北東の池庭と築山

北庭

南庭

【名勝の新指定 令和３年３月２６日指定】
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［福岡県田川郡添田町］

名勝旧亀石坊庭園

↓

名勝英彦山庭園
旧座主院御本坊庭園
旧座主院御下屋庭園
旧政所坊庭園
旧亀石坊庭園
旧泉蔵坊庭園
旧顕揚坊庭園
英彦山神宮旅殿庭園

【令和２年 ３月１０日 追加指定・名称変更】

令和元年度春以降の追加指定等

●令和元年１０月１６日 追加指定

菅田庵 ［島根県松江市］

妙国寺庭園 ［宮崎県日向市］

●令和２年 ３月１０日 追加指定・名称変更

多賀大社庭園 ［滋賀県犬上郡多賀町］

英彦山庭園 ［福岡県田川郡添田町］
旧座主院御本坊庭園 旧座主院御下屋庭園
旧政所坊庭園 旧亀石坊庭園
旧泉蔵坊庭園 旧顕揚坊庭園
英彦山神宮旅殿庭園

●令和４年 ３月１５日 追加指定

胡宮神社社務所庭園 ［滋賀県犬上郡多賀町］
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【名勝旧亀石坊庭園】追加指定・名称変更 説明資料の要点

 福岡県南東部、大分県との県境域に位置する英彦山は、標高約１，２００ｍに並ぶ
南岳・中岳・北岳の三峰から成る古代以来の信仰の山である。

 英彦山内において、上霊仙谷の最下部に所在する旧亀石坊庭園は、江戸時代初
期から雪舟作庭伝承が定着するほどに優れた古庭園であり、「山岳地ニ於ケル築
山泉水庭ノ古園トシテ佳作トスヘシ」として、昭和３年２月7日、史蹟名勝天然紀念
物保存法に基づき名勝に指定された。

 英彦山にはこの旧亀石坊庭園のほかにも院坊跡などに数多くの庭園遺構が遺存
することが知られてきたが、近年において山内全体を対象に実施された調査の結
果、６０余りの所在が確認された。いずれも作庭年代は詳らかではないが、絵図資
料などから、室町時代から江戸時代中期にわたって作庭されたものと考えられる。

 英彦山の院坊に営まれた庭園の多くは、雛壇状に造成された平坦地に堂宇・坊舎
の敷地を設け、山側の裾部に大振りの添え石を寄せる滝石を組んでその前に浅い
池泉を設け、池中に先を尖らせる岩島と迫り出して岬状に据えられた大きな護岸石
に特徴ある造形を示すものである。

 このたびは、そうした特徴などをよく伝えるもののうち、特に重要で、調査によって
具体的内容が明らかとなった旧座主院の御本坊及び御下屋、旧政所坊、旧泉蔵
坊、旧顕揚坊、並びに、英彦山神宮の旅殿に所在する６つの庭園を追加指定する。

 傑出した修験の霊地である英彦山に中世から近世にわたって営まれてきた庭園文
化の様相を総体としてよく伝えており、日本庭園史上極めて重要で、芸術上及び
学術上の価値が高いことから、「英彦山庭園」の総称の下に庭園群として包括的
に保護しようとするものである。

英彦山内に所在する庭園調査

● 平成26～27年度 福岡県による個別庭園調査

旧座主院御下屋庭園、旧泉蔵坊庭園

● 平成28～30年度 添田町による追加総合調査

旧政所坊庭園、旅殿（下宮）庭園、

旧座主院本坊庭園ほか、

平成29～30年度に山内踏査により、

少なくとも６４の庭園遺構の所在を確認。
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名勝旧亀石坊庭園（既指定地）

（客殿）（内證）

瀧石組

池泉

池泉
水路
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旧政所坊庭園（追加指定地）

旧泉蔵坊庭園（追加指定地）

旧顕揚坊庭園（追加指定地）

英彦山神宮旅殿庭園（追加指定地）

旧座主院御本坊庭園（追加指定地）

旧座主院御下屋庭園（追加指定地）
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旧林氏庭園【愛知県一宮市】

きゅうはやしし ていえん

登録範囲

春 ドウダン

冬 築山

初夏 苔の繁茂

秋 石橋から母屋を望む

心字池と那智黒石

【登録記念物 令和元年１０月１６日登録】

江戸時代に美濃路の起宿の脇本陣であった林氏の邸宅に、
昭和初期に造営された池泉庭園。大正初期に再建された主
屋の奥に広がる庭園は、中心部分に園池を設ける。園内全
体に飛石が打たれ、秋にはイロハモミジやドウダンツツジ
の紅葉が彩りを添える。

令和元年度春以降登録の庭園
●令和元年１０月１６日 登録記念物（名勝地関係）
旧林氏庭園 ［愛知県一宮市］
八束氏庭園 ［愛媛県松山市］
平田氏庭園 ［大分県中津市］

●令和２年 ３月１０日 登録記念物（名勝地関係）
染谷氏庭園 ［千葉県柏市］
長峰氏庭園（旧河原氏庭園）［長野県長野市］
横山氏庭園 ［三重県三重郡菰野町］

●令和３年 ３月２６日 登録記念物（名勝地関係）
和泉市久保惣記念美術館茶室庭園 ［大阪府和泉市］
津嘉山酒造所庭園 ［沖縄県名護市］

●令和３年１０月１１日 登録記念物（名勝地関係）
松樹館庭園 ［滋賀県東近江市］
漢陽寺庭園 ［山口県周南市］
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平田氏庭園【大分県中津市】

ひら た し ていえん

登録範囲

新座敷前から東側を望む

新座敷前から南側を望む

主屋３階三方ガラス張りの広間

【登録記念物 令和元年１０月１６日登録】

耶馬渓の名勝指定や耶馬渓鉄
道の敷設に尽力した平田吉胤
の住宅に営まれた庭園で、耶馬
渓の風致景観を巧みに取り込ん
で特徴ある眺望を演出するよう
工夫された意義深い事例であり、
時代を特徴づける造形をよく遺
している。

八束氏庭園【愛媛県松山市】

やつ づか し ていえん

登録範囲

表門側から瓦道を望む

南北に蛇行する池

瓦道三つ葉葵 三つ巴 蓮華文 丸に十字

座敷から待合へ続く園路

松山市中心部から約2㎞東にある持田地区に位
置する住宅庭園。昭和11年（1936）に、茶室の

ある数寄屋風の主屋、待合等とともに造営され
た。表門から玄関に至る道に瓦を立てて埋め込
んでおり、その意匠が特徴的である。

【登録記念物 令和元年１０月１６日登録】
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長峯氏庭園（旧河原氏庭園）【長野県長野市】
ながみね し てい えん きゅう かわら し てい えん

江戸時代の松代城下において，沿道の水路（カワ）や畑地の水路（セ
ギ），泉水路によって繋がれた特徴ある武家屋敷につくられた庭園のひ
とつで，往時の空間構成をよく維持しており，東西約２０ｍを測る泉水を
中心として表情豊かな庭園風景の変化を楽しむことができる。周辺水系図

全景

登録範囲

泉水路

カワ

【登録記念物 令和２年３月１０日登録】

染谷氏庭園【千葉県柏市】
そめ や し てい えん

江戸時代に名主を務めた染谷氏の庭園で，主屋に南面する主庭
や長屋門等の往時の建造物，旧畑地のほか，敷地の南西にある
井戸水の涵養林であるアラク山と一体となって，幕末から明治時代
前期に整えられて以来の空間構成の全体をよく伝えている。

登録範囲

銅版画（明治27年）

長屋門と前庭

奥の間からの座観

アラク山入口 旧畑地

勝手庭 築山から奥の間，中の間方向

長屋門、主屋、前蔵に囲まれた広庭

【登録記念物 令和２年３月１０日登録】
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和泉市久保惣記念美術館茶室庭園
い ず み し く ぼ そ う き ね ん び じ ゅ つ か ん ち ゃ し つ て い え ん

【大阪府和泉市】

登録範囲

玄関前

昭和初期に二代久保惣太郎によって造営された庭園。表千家の茶室「残月亭」及び「不審
庵」を写した「聴泉亭」、「惣庵」だけでなく、露地についても、外腰掛、中潜、梅見門、内腰
掛等を含めて、ほぼ忠実に空間構成を写している。

玄関前 前庭

聴泉亭より露地を望む

惣庵周辺

建設中の茶室玄関

【登録記念物 令和３年３月２６日登録】

横山氏庭園【三重県三重郡菰野町】
よこ やま し てい えん

平野神社神官等を務めた菰野地域を代表する旧家の一つ横山氏
が，隠居のための静養地として幕末以来の主屋が残る旧邸に，昭
和４３年に書院を新築し，茶室尽日庵を移築して，作庭家の重森三
玲に依頼して整えた前庭，表庭，露地，裏庭から成る住宅庭園。

登録範囲

玄関前庭（門から）

表庭（北西から）

尽日庵露地（尽日庵から）

裏庭 （南西から）

表庭（主屋クチノマから建具越し）

【登録記念物 令和２年３月１０日登録】
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松樹館庭園
しょうじゅかんていえん

【滋賀県東近江市】

奥庭（建物は登録文化財）

幕末から明治前半に活動した作庭家勝元宗益(鈍穴）の作と伝わる近江商人松居氏の庭

園。主屋から見ると、手前のゆるやかな高まりを回り込むように飛石が奥へと続き、その先
の低めの築山には大ぶりの石燈籠や景石を配置する。

主庭

登録範囲 主庭の石燈篭と景石

30

かつもとそうえき どんけつ

今回指定する範囲

【登録記念物 令和３年１０月１１日登録】

津嘉山酒造所庭園
つ か や ま し ゅ ぞ う し ょ て い え ん

昭和初期に泡盛の醸造所に造営された池泉庭園。ほぼ長方形の敷地の中央部分に主屋が
建ち、南東部に庭園が造られている。細長い形の園池は沖縄本島の形を模したと伝わってお
り、景石として沖縄本島北部産出の古生代石灰岩を用いていることが特徴である。

【沖縄県名護市】

登録範囲

南から庭園・離れを望む 園池

北側の石灯籠（昭和5年） 園池平面図

【登録記念物 令和３年３月２６日登録】
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文化財庭園保存技術者協議会

文化財庭園フォーラム（第１７回）
「大館に実現された京都の技（わざ）」
秋田県大館市 ６月２５日（土）・２６日（日）

鳥潟会館庭園

文化財庭園フォーラム（第１８回）
鳥取県東伯郡三朝町
１０月９日（日）・１０日（月・祝）

依山楼岩崎庭園

漢陽寺庭園
か ん よ う じ て い え ん

【山口県周南市】

地蔵遊化の庭

昭和40年代に作庭家の重森三玲が禅宗寺院に造った庭園。

水の流れを主体とする「曲水の庭」、枯山水の「地蔵遊化の庭」、石組と池泉を中心とする
「九山八海の庭」など、大きさや様式の異なる複数の庭園から成る。

曲水の庭

登録範囲 瀟湘八景の庭

31

今回指定する範囲

【登録記念物 令和３年１０月１１日登録】
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大
石
武
学
流
庭
園
に
つ
い
て
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会
　
代
表
理
事
　

今
井
二
三
夫

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
今
井
と
申
し
ま
す
。
お
疲
れ

に
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
の
間
お
時

間
を
ち
ょ
う
だ
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

う
し
て
全
国
か
ら
弘
前
へ
お
越
し
い
た
だ
い
た
こ
と

に
関
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昭
和
四
五
年
か
ら
調
査
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
大
石
武
学
流
と
い
う
庭
は
、
本
州
最
北
の
地
で
、

し
か
も
ご
く
一
部
の
限
ら
れ
た
地
域
に
お
よ
そ
五
〇

〇
ほ
ど
の
同
じ
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
と
い
う
の
が

特
徴
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
つ
か
三
つ
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
大
石
武
学
流

庭
園
と
は
何
か
と
い
う
の
は
ご
了
解
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
日
は
そ
の
要
素
に
な
っ
て
い
る
特

徴
を
二
、
三
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

お
手
元
に
た
く
さ
ん
資
料
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
「
大
石
武
学
流
庭
園
に
つ
い
て
」
と
い
う
資
料

を
お
手
元
に
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
半
は
、
こ
の
資
料
で
お
話
し
て
、
残
り
の
時
間
は
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
明
日
ご
見
学
い
た
だ
く
お
庭

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
大
石
武
学

流
庭
園
は
、
他
に
も
国
の
名
勝
、
登
録
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
お
庭
を
ざ
っ
と
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
私
の
話
を
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
資
料
ご
覧
く
だ
さ
い
。
大
石
武
学
流
庭
園

と
は
ど
ん
な
庭
園
な
の
か
。
数
あ
る
特
徴
の
中
か
ら

大
き
く
二
つ
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、
大
石
武
学

流
庭
園
と
は
、
本
州
最
北
端
の
津
軽
地
方
で
江
戸
時

代
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
独
自
に
発
展
し
て
き
た

庭
園
流
派
の
一
つ
で
、
特
徴
的
な
の
は
、
お
茶
、
お

花
と
同
じ
よ
う
に
宗
家
と
い
う
制
度
が
伝
承
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
宗
家
に
推
薦
さ
れ
て
、
宗
家

を
継
い
だ
人
は
、
自
分
が
生
き
て
い
る
間
に
、
次
の

宗
家
を
指
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
形
で

こ
れ
ま
で
代
々
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
特
徴

の
一
つ
目
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
特
徴
の
二
つ
目
と
し
て
、
お
庭
の
作

り
方
に
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
通
り

に
作
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
大
石
武
学
流
と
は
名
乗

れ
ま
せ
ん
。
か
つ
、
宗
家
が
認
め
た
庭
で
な
け
れ
ば

大
石
武
学
流
と
名
乗
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
誰
で
も
そ
の
庭
を
見
て
、

そ
の
パ
タ
ー
ン
通
り
に
作
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

大
石
武
学
流
と
い
う
お
庭
な
の
か
判
断
が
つ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

次
に
、
ど
う
い
う
形
で
作
ら
れ
て
き
て
、
ど
う
い

う
形
で
津
軽
の
地
で
武
学
流
と
い
う
も
の
が
発
展
し

て
き
た
の
か
と
申
し
ま
す
と
、
藩
政
時
代
の
作
庭
は
、

武
家
や
寺
社
が
中
心
で
し
た
。
明
治
に
な
る
と
、
名

主
、
庄
屋
な
ど
の
地
域
の
富
裕
層
が
地
域
の
小
作
人

の
冬
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
考
え
出
し
た
の
が
、

山
か
ら
石
を
切
り
出
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
山
か
ら

ソ
リ
に
乗
せ
て
毎
日
運
ば
せ
る
、
あ
る
と
こ
ろ
ま
で

来
る
と
、
日
銭
を
与
え
て
今
日
は
こ
れ
ま
で
と
い
う

形
で
九
年
、
一
〇
年
そ
れ
を
続
け
て
自
分
の
家
の
庭

を
作
ら
せ
る
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
大
石
武
学

流
の
様
式
が
明
治
に
な
っ
て
整
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
り
ん
ご
産
業
が
普

及
し
ま
す
。
昭
和
三
〇
年
代
に
な
る
と
全
国
に
津
軽

の
り
ん
ご
が
売
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
に
弘
前

に
あ
っ
て
は
全
国
生
産
日
本
一
で
、
り
ん
ご
農
家
の

方
達
は
か
な
り
潤
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
目

儲
け
る
と
自
分
の
家
を
な
お
す
と
、
二
年
目
儲
け
る

と
蔵
を
建
て
た
、
三
年
目
何
を
し
た
か
と
い
う
と
、
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庭
を
作
っ
た
。
と
い
う
形
で
津
軽
で
は
一
気
に
庭
と

い
う
も
の
が
広
が
り
ま
し
た
。
大
石
武
学
流
と
い
う

宗
家
制
度
に
基
づ
く
制
度
の
元
で
、
宗
家
の
弟
子
た

ち
が
庭
を
作
り
、
そ
の
弟
子
が
作
っ
た
庭
を
宗
家
が

認
め
、
そ
し
て
一
気
に
津
軽
地
域
に
広
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。

こ
の
宗
家
と
い
う
も
の
は
代
々
伝
わ
る
秘
伝
書

で
取
り
仕
切
り
ま
す
。
も
う
一
つ
宗
家
が
や
る
仕
事

は
、
口
伝
で
す
。
例
え
ば
松
の
切
り
方
、
剪
定
の
仕

方
、
こ
こ
は
こ
う
切
れ
と
い
う
技
を
伝
え
る
の
は
書

き
物
で
は
な
く
、
口
伝
で
伝
え
ま
す
。
こ
れ
が
宗
家

制
度
で
す
。

実
は
、
大
石
武
学
流
は
、
髙
橋
亭
山
と
い
う
、
初

代
、
二
代
、
三
代
が
高
橋
亭
山
と
名
乗
る
と
い
う
こ

と
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
高
橋
亭
山
と
は
い
つ
の
時
代
の
何
者
か
、
と
い
う

の
は
、
全
く
こ
の
五
年
く
ら
い
前
ま
で
は
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
髙
橋
某
と
か
と
い
う
名
前
、

権
之
丞
（
ご
ん
の
じ
ょ
う
）
と
か
、
米
五
郎
（
よ
ね

ご
ろ
う
）
と
か
と
い
う
名
前
は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
因
果
関
係
に
あ
る
の
か
、
全

く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、
つ
い
二
年
程

前
に
よ
う
や
く
手
が
か
り
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
揚

亀
園
さ
ん
で
明
日
か
ら
、
私
が
昭
和
四
五
年
か
ら
探

し
続
け
て
い
た
、
初
代
亭
山
に
関
わ
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
資
料
を
明
日
か
ら
一
般
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
地
割
図
」
で
す
。
そ
の
庭

の
配
石
を
ど
う
行
う
か
と
い
う
地
割
図
を
書
い
た
も

の
で
、
江
戸
末
期
の
嘉
永
二
年
と
い
う
年
号
が
入
っ

て
い
ま
す
。
初
代
高
橋
亭
山
が
亡
く
な
る
の
は
嘉
永

五
年
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

三
年
前
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
髙
橋
亭
山

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
枚
、
昨
年
見
つ
か
っ
た
も
の
が
、
明
治
七

年
の
作
庭
地
割
図
で
す
。
そ
こ
に
は
「
二
代
高
橋
亭

山
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
嘉
永

二
年
に
書
か
れ
た
地
割
図
が
今
の
と
こ
ろ
大
石
武
学

流
と
い
う
庭
園
の
最
古
の
地
割
図
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
初
代
と
書
い
て
い
な
い
の
で
す
が
、
何
も

書
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
お
そ
ら
く
初
代
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
判
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
つ

い
先
日
、
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
ず
っ
と

長
年
不
明
だ
っ
た
、
初
代
、
二
代
の
高
橋
亭
山
の
手

掛
か
り
に
よ
う
や
く
明
か
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
石
武
学
流
に
あ
っ
て
は
、
一
つ
一
つ

の
配
石
、
灯
籠
、
こ
れ
に
全
部
名
前
が
付
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
の
も
大
き
な
特
徴
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
全
国
で
も

類
例
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
嘉
永
二
年
、
明
治
七

年
の
地
割
図
や
、
瑞
楽
園
に
残
さ
れ
て
い
る
三
代
高

橋
亭
山
の
掛
軸
な
ど
に
も
全
部
名
前
が
付
い
て
い
ま

す
が
、
実
際
の
配
石
に
際
し
て
、
現
在
に
伝
わ
っ
て

い
る
名
称
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

今
現
在
の
宗
家
は
、
八
代
目
で
あ
り
ま
す
が
、
次

の
九
代
目
は
八
代
目
の
孫
が
継
ぐ
と
い
う
こ
と
で
、

指
名
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
一
生
懸
命
、
九
代
目
を

名
乗
る
孫
が
勉
強
中
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

形
で
宗
家
制
度
は
、
大
石
武
学
流
に
と
っ
て
は
欠
か

せ
な
い
制
度
で
す
の
で
、
何
と
か
継
承
し
て
い
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
関
係
の
方
に
お
願
い
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
つ
、
大
石
武
学
流
の
特
徴
と
し
て
、
最

大
の
特
徴
は
、
地
割
り
で
あ
り
ま
す
。
屋
敷
の
地
割

り
で
す
。
ま
ず
、
道
路
か
ら
中
に
入
っ
て
、
住
宅
が

あ
り
ま
す
が
、
津
軽
の
建
物
と
い
う
の
は
、
玄
関
が

二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
大
き
い
方
の
入
り
口

は
、
正
本
（
し
ょ
う
ほ
ん
）
と
か
、
正
玄
関
（
し
ょ

う
げ
ん
か
ん
）
と
言
う
の
で
す
が
、
そ
れ
は
盆
と
正

月
し
か
開
い
て
い
な
い
玄
関
で
す
。
も
う
一
つ
横
玄

関
と
い
う
の
は
、
御
本
家
の
方
と
か
、
し
か
も
男

性
、
御
主
人
し
か
入
れ
ま
せ
ん
。
で
は
、
女
性
と
そ

の
他
の
子
供
達
は
、
ど
こ
か
ら
入
る
と
い
う
と
、
家

の
横
に
回
っ
て
、
勝
手
口
の
方
か
ら
入
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
形
が
津
軽
の
建
物
の
一
般
的
な
特
徴
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
正
玄
関
の
前
に
ち
ょ
っ
と
し
た
小

さ
い
庭
を
作
り
ま
す
。
そ
れ
を
「
前
庭
（
ま
え
に

わ
）
」
と
呼
び
、
大
石
武
学
流
の
庭
を
作
っ
て
い
る

と
こ
ろ
ま
で
行
く
間
に
、
家
に
沿
っ
て
作
ら
れ
る
庭
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を
「
横
庭
（
よ
こ
に
わ
）
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ

し
て
、
大
石
武
学
流
の
あ
る
庭
を
「
本
庭
（
ほ
ん
て

い
）
」
と
呼
び
、
三
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

石
武
学
流
に
あ
っ
て
は
、
本
庭
の
中
に
は
、
花
も
の

は
植
え
て
は
い
か
ん
、
実
の
な
る
果
物
も
植
え
て
は

な
ら
ん
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
お
母
さ

ん
は
花
も
植
え
ら
れ
な
い
、
何
も
植
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
お
母
さ
ん
に
支
配
権
を
与
え
よ
う
と
い
う

の
が
建
物
の
横
に
あ
る
横
庭
で
す
。
こ
こ
は
、
女
性

が
花
壇
を
作
っ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形
で
庭
の
敷
地
割
り
が
あ
り
ま

す
。そ

れ
か
ら
、
本
庭
に
あ
っ
て
は
、
飛
び
石
列
が

ロ
ー
マ
字
の
V
の
字
に
な
る
よ
う
な
形
で
打
た
れ
ま

す
。
お
座
敷
か
ら
座
鑑
式
（
座
っ
て
眺
め
る
お
庭
）

が
大
石
武
学
流
の
一
般
的
な
形
で
す
が
、
そ
の
座
っ

て
お
座
敷
か
ら
眺
め
た
時
に
、
庭
奥
の
築
山
や
池
の

方
に
向
か
っ
て
一
列
に
飛
び
石
列
が
打
た
れ
ま
す
。

五
つ
や
一
〇
と
か
打
た
れ
る
飛
び
石
の
一
番
奥
に
そ

の
庭
で
一
番
大
き
く
平
ら
な
石
を
据
え
ま
す
。
そ
れ

を
「
礼
拝
石
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
V
の
字
の
も
う

一
列
の
方
は
、
蹲
踞
（
つ
く
ば
い
）
の
方
に
伸
ば
し

ま
す
。
こ
の
中
央
の
飛
び
石
列
を
挟
ん
で
、
蹲
踞

の
反
対
側
に
「
二
神
石
（
に
し
ん
せ
き
）
」
と
い
う

石
を
配
置
し
ま
す
。
こ
の
部
分
を
「
庭
前
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
大
石
武
学
流
と
い
う
か
ら
に
は
、
こ
う

な
っ
て
な
い
と
大
石
武
学
流
と
申
し
ま
せ
ん
。
誰
が

見
て
も
二
つ
か
三
つ
こ
の
庭
を
見
る
と
大
石
武
学
流

か
大
石
武
学
流
で
な
い
か
と
い
う
判
断
が
つ
い
て
き

ま
す
。
明
日
は
ぜ
ひ
そ
れ
を
現
場
で
確
認
し
て
い
た

だ
い
て
、
二
時
半
に
揚
亀
園
さ
ん
で
解
散
し
た
時
に

は
皆
さ
ん
方
は
大
石
武
学
流
の
専
門
的
知
識
者
の
お

一
人
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
青
森
県

の
半
分
に
し
か
な
い
、
こ
の
津
軽
に
し
か
な
い
大
石

武
学
流
の
庭
が
ど
う
い
う
庭
な
の
か
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
調
べ
た
の
は
お
よ
そ
五
〇
〇
ち
ょ
っ
と
で

す
が
、
今
現
在
は
、
二
〇
〇
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
ま
で

減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
維
持
費
で
す
。
庭

は
、
普
通
の
個
人
の
庭
で
す
。
年
間
の
維
持
費
が
か

さ
ん
で
、
あ
る
い
は
現
代
の
車
社
会
で
庭
に
車
庫
を

作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
か
、
若
い
方
達
の
関
係
で

ど
ん
ど
ん
つ
ぶ
れ
て
い
っ
て
い
る
と
い
う
大
き
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。

明
日
の
見
学
会
は
、
着
い
た
か
と
思
う
と
す
ぐ
に

出
発
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
画
面

で
も
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
お
座
敷
の
と
こ
ろ
か
ら
庭
へ
降
り
る

と
こ
ろ
に
据
え
ら
れ
て
い
る
「
沓
脱
石
（
く
つ
ぬ
ぎ

い
し
）
」
と
言
い
ま
す
。
庭
か
ら
降
り
る
の
に
靴
を

脱
ぐ
と
な
っ
て
い
る
、
普
通
、
庭
へ
降
り
る
の
な
ら

「
沓
履
石
（
く
つ
は
き
い
し
）
」
で
い
い
よ
う
な
感
じ

で
す
が
、
「
脱
ぐ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
誰
が
脱
ぐ
か
と
い
う
と
、
大
石
武
学
流
の
庭
園

に
あ
っ
て
は
、
礼
拝
石
周
辺
に
全
て
の
神
仏
が
宿
る

と
所
有
者
の
方
達
は
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
十
五
夜
の

時
と
お
正
月
と
そ
の
神
仏
が
全
部
、
御
主
人
に
誘
わ

れ
て
お
座
敷
で
一
献
飲
む
と
い
う
儀
式
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
時
に
庭
の
中
に
お
ら
れ
る
神
仏
が
沓
を
脱

い
で
中
に
入
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
沓
」
の
字
は
神

官
の
方
達
が
履
く
「
沓
」
を
漢
字
で
表
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
大
石
武
学
流
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

R４．６．２３

第１回
総論・観光

「自慢できる青森の文化観
光」

～大石武学流庭園～
今井二三夫

沓 脱 石 くつぬぎいし

こ
の
沓
脱
石
の
と
こ
ろ
か
ら
直
線
的
に
一
列
、
庭

中
央
に
向
か
っ
て
飛
び
石
が
打
た
れ
ま
す
。
飛
び
石
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列
の
一
番
奥
に
、
こ
の
庭
で
一
番
大
き
い
、
約
四

メ
ー
ト
ル
前
後
の
平
ら
な
石
を
据
え
ま
す
。
こ
れ
が

礼
拝
石
で
す
。
こ
の
中
央
飛
び
石
列
か
ら
V
の
字
に

な
る
よ
う
に
も
う
一
列
、
飛
び
石
を
打
ち
ま
す
。
こ

ち
ら
は
そ
の
先
に
蹲
踞
が
作
ら
れ
ま
す
。
蹲
踞
の
作

り
方
も
パ
タ
ー
ン
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
蹲
踞
の
反

対
側
に
二
神
石
が
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
礼
拝
石
ま
で

の
飛
び
石
と
蹲
踞
ま
で
の
飛
び
石
と
二
神
石
を
あ
わ

せ
て
、
我
々
は
俗
に
「
庭
前
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

庭
前
が
こ
の
よ
う
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
ら
、
大

石
武
学
流
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
大
石
武
学
流
の
庭
と

い
う
の
は
こ
う
な
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
れ

が
頭
の
中
で
理
解
で
き
、
津
軽
地
域
で
こ
う
い
う
庭

を
見
れ
ば
大
石
武
学
流
だ
と
ご
承
知
お
き
い
た
だ
け

る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
飛
び
石
列
で
あ
り
ま
す
。
右
手
奥
の
方
に

画
面
上
の
と
こ
ろ
に
礼
拝
石
が
あ
っ
て
左
手
の
方
に

飛
び
石
が
蹲
踞
の
方
に
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
名

勝
指
定
を
受
け
て
い
る
盛
美
園
さ
ん
の
庭
前
で
す
。

こ
れ
は
中
央
飛
び
石
列
、
先
ほ
ど
平
澤
先
生
に
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
、
軸
線
が
ま
っ
す
ぐ
で
は
な
く
、
斜

め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
對
馬
氏
庭
園
と
い
う
今
回
指
定

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
写
真
で
見
る
と
、
ま
っ

す
ぐ
に
見
え
ま
す
が
、
お
座
敷
か
ら
見
る
と
左
手
の
方

に
斜
め
に
伸
び
て
い
っ
て
い
る
飛
び
石
列
で
す
。

蹲
踞
の
そ
ば
に
は
、
春
日
灯
籠
を
建
て
ま
す
。
そ

の
奥
に
松
な
ど
を
配
置
す
る
、
と
い
う
決
ま
り
が
あ

り
ま
す
。
も
う
一
つ
特
徴
的
な
の
は
、
庭
の
一
番
奥

の
方
に
富
士
山
型
の
よ
う
な
三
角
の
小
さ
い
石
を
置

き
ま
す
。
こ
れ
を
「
遠
山
石
（
え
ん
ざ
ん
せ
き
）
」

と
言
い
ま
す
。こ
れ
ら
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
れ
ば
、

大
石
武
学
流
の
構
成
要
素
と
な
り
ま
す
。
石
灯
籠
で

あ
り
ま
す
が
、
大
石
武
学
流
に
あ
っ
て
は
、
「
野
夜

灯
（
や
ど
う
）
」と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
自
然
石
で
も
っ

て
構
成
し
ま
す
。
全
て
自
然
石
が
望
ま
し
い
で
す

が
、
三
日
月
の
「
め
が
ね
（
た
ま
）
」
の
部
分
に
つ

い
て
は
加
工
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
三

庭前【二神石 中央飛び石列 （礼拝石）蹲踞】

礼 拝 石 らいはいせき

庭前 蹲踞列 中央飛び石列（礼拝石）
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日
月
と
太
陽
が
彫
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
三
日
月

部
分
を
お
座
敷
か
ら
ま
っ
す
ぐ
見
え
る
と
こ
ろ
に
正

面
に
据
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
皆

様
方
の
と
こ
ろ
で
は
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
立
て
た
時
に
ロ

ウ
ソ
ク
の
火
が
直
接
見
え
な
い
よ
う
に
設
置
す
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
大
石
武
学
流
に
あ
っ
て

は
、
お
座
敷
か
ら
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
が
煌
々
と
見
え
る

よ
う
に
し
ま
す
。
十
五
夜
の
時
に
お
月
様
と
一
緒
に

こ
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
拝
む
と
い
う
こ
と
が
大
石
武
学
流

に
と
っ
て
は
大
事
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、

大
学
を
卒
業
し
て
き
た
若
い
庭
師
さ
ん
が
配
置
の
仕

方
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
、
わ
ざ
わ
ざ
斜
め
に
配
置

し
て
し
ま
い
、
園
主
と
も
の
す
ご
い
争
い
に
な
っ
た

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
津
軽
で
大
石
武
学
流
に
あ
っ

て
は
、
三
日
月
が
正
面
か
ら
見
え
る
と
い
う
こ
と
が

一
つ
の
特
徴
で
す
。

こ
れ
が
丹
藤
氏
庭
園
と
い
う
庭
園
で
す
。
こ
こ
の

特
徴
は
、
三
神
石
記
念
、
三
神
石
（
さ
ん
じ
ん
せ
き
）

と
い
う
明
治
一
五
年
に
作
庭
し
た
と
い
う
記
念
の
石

が
あ
る
の
で
す
が
、こ
の
裏
に
五
代
の
池
田
亭
月
（
い

け
だ
て
い
げ
つ
）
が
手
を
加
え
た
理
由
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
今
、
我
々
が
い
く
ら
調
べ
て
も
三
神
石
記

念
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
不
明
な
点
で
す
。
た
だ
、

石
の
手
前
の
部
分
は
お
そ
ら
く
池
田
亭
月
が
手
を
加

え
た
部
分
、
そ
し
て
明
治
一
五
年
と
い
う
の
は
お
そ

ら
く
、
亭
月
が
手
を
加
え
た
ず
っ
と
庭
の
奥
の
方
に

飛
び
石
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
所
が
一
番
古
い
時
代
の

も
の
か
な
と
我
々
は
今
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

蹲 踞（つくばい）まわり遠 山 石 えんざんせき

野 夜 灯 やどう

登録記念物 丹藤氏庭園（旧三上氏庭園） 庭園入口 門
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登録記念物 丹藤氏庭園（旧三上氏庭園）

池と奥に造庭記念「三神石記念碑」

登録記念物 丹藤氏庭園（旧三上氏庭園）
池護岸と奥に野夜燈

登録記念物 丹藤氏庭園（旧三上氏庭園）

造庭 三神石記念碑登録記念物 丹藤氏庭園（旧三上氏庭園） 野夜燈やどう

登録記念物 丹藤氏庭園（旧三上氏庭園） 奥の平庭 景石 石組
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こ
れ
が
對
馬
氏
庭
園
の
写
真
で
す
。
對
馬
氏
に

あ
っ
て
は
、
築
山
の
一
番
上
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

武
学
流
で
は
築
山
が
高
く
、
だ
い
た
い
二
メ
ー
ト
ル

か
ら
三
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
す
が
、
對
馬
氏
庭
園
に

あ
っ
て
は
、
築
山
の
頂
上
の
守
護
石
と
い
う
形
で
、

人
面
石
、
人
の
顔
に
似
せ
た
石
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

名勝 對馬氏庭園 蹲踞まわり

名勝 對馬氏庭園 野夜燈やどう名勝 對馬氏庭園 人 面 石

名勝 對馬氏庭園 庭前 全景

名勝 對馬氏庭園 庭前 礼拝石 滝石組 人面石
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こ
れ
が
須
藤
氏
庭
園
で
す
。

名勝 須藤氏庭園 庭 前 飛び石列名勝 須藤氏庭園 庭園 正面

名勝 須藤氏庭園 正面右築山と石塔名勝 須藤氏庭園 正面築山と滝石組

名勝 須藤氏庭園 築山上 野夜燈名勝 須藤氏庭園 池石橋と記念堂
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こ
れ
が
成
田
氏
庭
園
で
す
。
手
前
右
側
の
方
か
ら

一
列
に
中
央
列
の
飛
び
石
列
が
あ
っ
て
、
奥
に
築
山

が
あ
り
、
一
番
左
下
に
見
え
て
い
る
石
が
二
神
石
で

す
。
こ
の
成
田
氏
に
あ
っ
て
は
五
代
池
田
亭
月
が
こ

の
庭
を
作
っ
た
と
い
う
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

名勝 成田氏庭園 庭前 飛び石列 と 正面築山名勝 成田氏庭園 ５代池田亭月 築庭 銘文碑

名勝 成田氏庭園 蹲踞名勝 成田氏庭園 二神石

名勝 須藤氏庭園 蹲踞
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こ
れ
が
玄
関
前
の
前
庭
と
称
す
る
小
さ
い
庭
で

す
。
こ
れ
が
横
庭
、
本
庭
に
入
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で

す
。
こ
こ
の
部
分
は
奥
さ
ん
が
花
壇
を
作
ろ
う
が
、

何
を
し
よ
う
が
自
由
だ
と
い
う
部
分
で
す
。
た
だ
し
、

本
庭
に
は
花
を
植
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
が
お
座
敷
か
ら
眺
め
る
お
庭
、
先
ほ
ど
説
明

し
た
飛
び
石
列
で
す
。
中
央
飛
び
石
列
が
あ
っ
て
、

右
側
に
も
う
一
つ
、
V
の
字
の
飛
び
石
、
瑞
楽
園
に

お
け
る
野
夜
灯
で
す
。

名勝 成田氏庭園 前庭

名勝 成田氏庭園 横庭

名勝 瑞楽園 庭前借景岩木山
名勝 瑞楽園 座敷から庭園を眺望
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こ
れ
が
三
代
高
橋
亭
山
が
書
い
た
地
割
図
で
す
。

一
番
古
い
嘉
永
二
年
の
地
割
図
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
説
明
し
た
と
お
り
、
つ
い
先
日
発
見
さ
れ
た
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
昨
年
、
明
治
七
年
の
も
の
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

瑞楽園 三代 高橋亭山 筆耕 瑞楽園地割図

そ
し
て
、
こ
れ
が
お
そ
ら
く
明
治
三
〇
年
代
の
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
つ
い

一
週
間
、
十
日
前
に
見
つ
か
っ
た
地
割
図
に
は
、
髙

橋
亭
山
と
い
う
名
前
の
前
に
初
代
と
か
二
代
と
か
何

も
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
そ
ら
く
初
代
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

明
治
七
年
は
二
代
高
橋
亭
山
と
書
い
て
あ
る
の

で
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
二
代
で
す
。
今
、
実
は
、
弘

前
に
あ
っ
て
頭
が
痛
い
の
は
二
代
以
降
の
髙
橋
亭
山

に
つ
い
て
で
す
。
実
は
三
代
を
継
い
だ
者
は
す
ぐ
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
二
代
高
橋
亭
山
が
隠
居
す
る
形

で
自
分
の
長
男
坊
に
譲
る
の
で
す
が
、
同
じ
年
に
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
そ
の
あ
と
を
弟
が
継
い

だ
の
か
、
継
が
な
か
っ
た
の
か
、
髙
橋
家
は
継
い
で

い
る
が
宗
家
を
継
い
だ
の
か
、
継
が
な
か
っ
た
の
か
、

名勝 瑞楽園 庭前 二神石 中央飛び石列 蹲踞石列名勝 瑞楽園 庭前 中央飛石列 （額拝石） 蹲踞飛石列

名勝 瑞楽園 野夜燈やどう

- 52 -

会　報　第　５８　号



こ
の
点
が
不
明
な
点
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
揚
亀
園
さ
ん
、
明
日
、
午
後
行
く
と
こ
ろ

の
庭
で
す
。
中
央
飛
び
石
列
、
池
前
に
礼
拝
石
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
右
手
の
方
に
あ
る
二
神
石
。

左
手
の
方
の
蹲
踞
、
お
茶
室
で
す
。
明
日
、
こ
こ
で

資
料
を
公
開
す
る
そ
う
で
す
。
お
時
間
が
あ
り
ま
し

た
ら
初
代
高
橋
亭
山
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
大
石
武
学

流
の
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
地
割
図
で
あ
り
ま
す
の

で
、
一
目
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

登録記念物 揚亀園 正面 全景

登録記念物 揚亀園 池 手前護岸礼拝石登録記念物 揚亀園 二神石

登録記念物 揚亀園 蹲 踞登録記念物 揚亀園 茶室 揚亀庵
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こ
れ
が
明
日
、
昼
食
会
場
に
な
る
と
こ
ろ
の
遑
止

園
（
こ
う
し
え
ん
）
と
い
う
お
庭
で
す
。
明
治
四
一

年
に
、
後
の
大
正
天
皇
が
お
泊
り
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
明
日
の
お
昼
の
会
場
は
、
重
要
文
化
財
に
な
っ

て
い
る
旧
弘
前
偕
行
社
と
い
う
陸
軍
第
八
師
団
の
将

校
た
ち
が
集
っ
て
い
た
場
所
に
な
り
ま
す
。
昼
食
会

場
か
ら
真
正
面
に
見
え
る
庭
が
遑
止
園
で
す
。
同
じ

旧
弘
前
偕
行
社
の
入
口
の
と
こ
ろ
に
六
代
目
外
崎
亭

陽
（
と
の
さ
き
て
い
よ
う
）
が
作
っ
た
大
石
武
学
流

の
庭
園
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
こ
こ
は
、
残
念
な
が
ら

道
路
を
拡
幅
す
る
た
め
、
庭
前
が
削
ら
れ
て
飛
び
石

列
が
欠
け
て
い
ま
す
。
亭
陽
ら
し
い
造
形
の
仕
方
が

よ
く
分
か
る
お
庭
で
す
。

重要文化財 旧弘前偕行社 遑止園

重要文化財 旧弘前偕行社 遑止園碑重要文化財 旧弘前偕行社 遑止園隣接 石組

重要文化財 旧弘前偕行社 遑止園隣接 石組重要文化財 旧弘前偕行社 外崎亭陽 大石武学流庭園
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こ
れ
が
黒
石
市
の
名
勝
、
金
平
成
園
で
す
。
建
物

の
二
階
か
ら
望
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。
一
番
真
ん
中
下

に
あ
る
の
が
礼
拝
石
で
す
。
こ
れ
が
池
側
か
ら
母
屋

を
撮
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
飛
び
石
列
で
す
。

こ
れ
が
盛
美
園
、
ち
ょ
う
ど
入
口
の
と
こ
ろ
に
あ

る
建
物
で
す
。
盛
美
園
の
お
座
敷
か
ら
庭
の
正
面
を

望
む
と
こ
の
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
庭
前

で
す
。

重要文化財 旧弘前偕行社 外崎亭陽 大石武学流庭園重要文化財 旧弘前偕行社 外崎亭陽 大石武学流庭園

名勝 金平成園（黒石市） 庭園眺望
名勝 金平成園（黒石市） 庭から主屋を望む

名勝 金平成園（黒石市） 庭前 園路飛石列
名勝 盛美園（平川市） 庭から盛美館を望む
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こ
れ
が
黒
石
市
に
あ
る
登
録
記
念
物
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
鳴
海
氏
庭
園
の
飛
び
石
列
で
す
。
こ

こ
が
庭
の
奥
で
右
手
の
方
に
L
字
型
に
な
っ
て
い
る

大
石
武
学
流
に
あ
っ
て
は
独
特
で
珍
し
い
庭
の
作
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

「盛美館」 と 枯池・池泉盛美館座敷から庭園を望む

名勝 盛美園 全景名勝 盛美園 庭前 蹲踞前飛石列と中央飛石列

登録記念物 鳴海氏庭園（黒石市） 正面登録記念物 鳴海氏庭園（黒石市） 庭前
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こ
れ
が
登
録
記
念
物
の
旧
菊
池
氏
庭
園
（
弘
前
明

の
星
幼
稚
園
庭
園
）
で
す
。

以
上
で
、
ざ
っ
と
大
石
武
学
流
庭
園
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
見
れ
ば
大
石

武
学
流
は
も
う
分
か
っ
た
と
い
う
感
じ
に
な
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
明
日
は
そ
れ
を
確
認
い
た
だ
け

れ
ば
、
こ
う
な
っ
て
い
れ
ば
大
石
武
学
流
か
と
い
う

の
を
実
感
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
我
々
も
調
査
を

し
て
い
る
と
、
「
こ
の
庭
は
大
石
武
学
流
か
、
大
石

武
学
流
で
な
い
の
か
調
べ
て
欲
し
い
」
と
い
う
依
頼

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
、
我
々
は
出
掛
け
て
い
か

な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
「
大
石
武
学
流
だ
っ
た

ら
、
こ
う
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
見
て
く
だ
さ

い
」
と
言
い
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
い
れ
ば
、
大
石
武

学
流
で
、
そ
う
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
日
本
庭
園
と
い

う
こ
と
に
し
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

大
石
武
学
流
の
特
徴
の
一
つ
に
は
、
お
茶
と
か
お

花
や
、
日
舞
と
か
と
同
じ
よ
う
に
、
宗
家
と
い
う
た
っ

た
一
人
の
お
師
匠
さ
ん
の
元
に
弟
子
が
そ
れ
に
連

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
い

お
庭
を
作
る
時
も
こ
う
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

こ
う
い
う
風
に
作
ら
な
い
と
大
石
武
学
流
と
は
名
乗

れ
な
い
、
し
か
も
宗
家
が
そ
れ
を
認
め
な
い
と
、
大

石
武
学
流
と
は
名
乗
れ
ま
せ
ん
。
何
が
宗
家
に
認
め

ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
石
と
石
の
間
、
石
を
据
え
た

時
の
高
さ
が
ど
れ
ぐ
ら
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

実
は
昭
和
四
年
に
五
代
池
田
亭
月
の
家
が
火
事

で
焼
け
て
、
す
べ
て
の
秘
伝
書
が
全
焼
し
て
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
六
代
目
に
口
伝
を
伝
え
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
戦
争
で
六
代
目
が
出
征
し
て

し
ま
い
、
伝
え
る
暇
の
な
い
う
ち
に
亭
月
が
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
六
代
目
に
伝
え
な
い
と
い
け

な
い
口
伝
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
初
代
か
ら
の
経
緯
が

全
く
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
六
代
目

亭
陽
さ
ん
は
、
一
緒
に
四
代
、
五
代
に
付
い
て
歩
い

た
時
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
一
〇

年
か
け
て
秘
伝
書
的
な
も
の
を
複
製
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
弘
前
市
の
博
物
館
に
納
め
て
あ
り
ま
す
の

で
、
技
術
的
な
こ
と
は
亭
陽
さ
ん
が
復
刻
し
た
そ
れ

を
参
考
に
す
れ
ば
伝
わ
り
ま
す
。
た
だ
、
口
伝
に
つ

い
て
は
、
何
を
口
伝
で
伝
え
て
い
た
の
か
と
言
う
と
、

六
代
目
亭
陽
さ
ん
で
も
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
「
私
は
五
代
亭
月
か
ら
頂
戴
し
た
の
は
た
っ
た

一
冊
、
昭
和
九
年
に
弟
子
た
ち
が
ま
と
め
た
秘
伝
書

の
書
き
写
し
し
か
な
い
。
今
私
は
、
六
代
目
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
初
代
の
つ
も
り
で
残
し
伝
え
て
い
か
な

い
と
大
石
武
学
流
が
な
く
な
る
。
」
と
い
う
こ
と
を

亭
陽
さ
ん
は
ず
っ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
、

我
々
が
津
軽
地
域
で
一
般
的
に
目
に
し
て
い
る
作
品

と
い
う
の
は
、
六
代
目
外
崎
亭
陽
が
作
り
上
げ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
亭
陽

さ
ん
自
身
が
作
っ
た
お
庭
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
の

で
す
が
、
一
八
〇
ち
ょ
っ
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
半

が
亭
陽
が
思
い
を
込
め
て
作
り
上
げ
た
庭
だ
と
、
そ

登録記念物 旧菊池氏庭園（弘前明の星幼稚園庭園） 庭前登録記念物 旧菊池氏庭園（弘前明の星幼稚園庭園） 庭前
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し
て
ど
う
い
う
思
い
を
込
め
た
か
と
い
う
と
、
パ

タ
ー
ン
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
と
。
で
す
か
ら
、

津
軽
で
は
、ど
の
庭
を
誰
が
作
っ
た
か
と
い
う
の
は
、

宗
家
以
外
は
名
前
が
出
て
き
ま
せ
ん
。
宗
家
が
作
っ

た
庭
だ
け
は
、
宗
家
の
名
前
が
残
っ
て
い
ま
す
。
宗

家
の
弟
子
が
作
っ
た
庭
は
、
そ
の
お
宅
に
も
名
前
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
大
石
武
学
流
の
特
徴
の

一
つ
で
す
。
ど
こ
ど
こ
の
何
々
庭
園
と
い
う
よ
う
に

代
表
的
に
伝
え
ら
れ
る
の
は
、
宗
家
が
手
掛
け
た
庭

に
な
り
ま
す
。
弟
子
が
作
る
と
い
く
ら
公
邸
で
あ
っ

て
も
名
前
は
残
り
ま
せ
ん
。
六
代
目
亭
陽
さ
ん
が
よ

く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
は
「
我
々
は
庭
師
の
一
人
。

自
分
が
作
っ
た
庭
で
も
、
庭
師
の
名
前
は
そ
こ
に
は

必
要
な
い
。
お
庭
が
残
っ
て
園
主
が
そ
れ
を
褒
め
て

く
れ
て
後
世
に
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
が
、
我
々
庭
師

の
務
め
だ
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
私

が
大
石
武
学
流
の
お
庭
を
拝
見
す
る
時
に
は
、
そ
う

い
う
思
い
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
、
造
園
を
や
っ
て

い
る
方
に
も
お
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
明
日
、

皆
さ
ん
、
是
非
自
分
の
目
で
確
か
め
て
い
た
だ
い
て

本
州
最
北
の
一
地
域
に
残
さ
れ
て
き
た
大
石
武
学
流

と
い
う
お
庭
を
頭
に
少
し
で
も
残
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
弘
前
の
人
間
と
し
て
は
大
変
あ
り
が
た
い
な
と

考
え
て
い
ま
す
。
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
我
々
も
こ
れ
か
ら
何
と
か
、
こ
の
大
石
武
学

流
と
い
う
お
庭
を
後
世
に
伝
え
残
せ
る
よ
う
に
関
係

者
一
同
、
頑
張
っ
て
残
し
続
け
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
明
日
は
我
々
の
仲
間
が
そ
れ

ぞ
れ
バ
ス
へ
乗
車
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
皆
様
方
を
ご

案
内
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
私

の
話
は
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
　
講
演
会

　
＝
大
石
武
学
流
庭
園
に
つ
い
て
＝

　
一
般
社
団
法
人
　
弘
前
文
化
財
保
存
技
術
協
会
　

代
表
理
事
　
今
井
二
三
夫

「
大
石
武
学
流
庭
園
」
の
特
徴

「
大
石
武
学
流
庭
園
」
と
は
、
本
州
最
北
端
の
津

軽
地
方
で
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
独
自

に
発
展
し
た
庭
園
流
派
の
一
つ
で
、
今
な
お
「
宗
家

制
度
」
に
基
づ
き
、
庭
の
配
石
な
ど
の
造
成
も
「
一

定
の
築
庭
技
法
・
様
式
」
を
か
た
く
な
に
継
承
し
続

け
て
い
る
全
国
で
も
類
例
の
少
な
い
庭
園
流
派
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

藩
政
時
代
の
作
庭
は
、
武
家
や
寺
社
が
中
心
で
し

た
が
、
明
治
に
な
る
と
各
村
々
の
名
主
や
庄
屋
が
、

地
域
の
小
作
人
達
の
冬
季
間
の
生
活
を
支
え
る
た
め

庭
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
三
〇
年

代
に
か
け
て
津
軽
の
農
家
は
、
り
ん
ご
産
業
の
振
興

で
財
を
成
し
、
住
居
や
蔵
の
新
築
に
併
せ
、
庭
園
の

築
庭
が
盛
ん
と
な
り
ま
し
た
。
勿
論
、
築
庭
は
、
大

石
武
学
流
庭
園
に
係
る
地
元
の
庭
師
達
の
手
に
よ
る

も
の
で
し
た
。

こ
う
し
て
津
軽
で
は
、
お
庭
と
い
え
ば
「
武
学
流

庭
園
」
と
な
っ
た
の
で
す
。

一
．
宗
家
制
度

「
大
石
武
学
流
」
は
、
茶
道
や
華
道
と
同
じ
よ
う

に
、
流
派
誕
生
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
宗
家
制
度
を

継
承
し
て
き
ま
し
た
。
宗
家
な
る
庭
師
は
、
「
大
石

武
学
流
庭
園
」
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
指
導
者

と
な
り
ま
す
。

宗
家
の
継
承
は
、
当
世
の
宗
家
が
、
生
存
中
に
次

の
宗
家
を
指
名
し
、
「
亭
」
の
字
の
つ
い
た
字
名
を

名
付
け
ま
す
。
そ
し
て
代
々
宗
家
の
み
に
伝
え
ら
れ

て
き
た
「
秘
伝
書
」
や
「
口
伝
」
を
伝
授
し
ま
す
。

た
だ
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
五
月
に
、
五
代
宗

家
「
池
田
亭
月
」
の
自
宅
が
火
災
で
全
焼
し
た
た
め
、

秘
伝
書
『
大
石
武
学
流
築
庭
極
意
伝
書
』
な
ど
の
文

書
類
は
全
て
焼
失
し
、
ま
た
六
代
目
宗
家
「
外
崎
亭

陽
」
が
戦
争
で
徴
兵
出
陣
中
に
五
代
目
「
池
田
亭
月
」

が
他
界
し
た
こ
と
で
、
口
伝
伝
授
も
満
足
に
行
わ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
大
石
武
学
流
の
築
庭
技
法
の
み
な

ら
ず
、
大
石
武
学
流
の
発
祥
か
ら
経
緯
・
由
来
・
沿

革
に
至
る
ま
で
、
庭
園
流
派
に
係
る
多
く
の
こ
と
が

不
明
・
不
詳
と
な
り
、
現
在
謎
多
き
庭
園
流
派
と
な
っ

て
い
ま
す
。

初
代　

�

高
橋
亭
山
【
百
田
村
石
蔵
・
高
橋
権
之
丞　

～
一
八
五
二
没
】

二
代　

�

高
橋
亭
山
【
嫡
男
高
橋
米
五
郎
一
八
三
〇

～
一
九
〇
七
没
：
様
式
確
立
：
金
平
成

園
・
瑞
楽
園
等
】

●
三
代　

�

高
橋
亭
山
【
米
五
郎
長
男
権
之
進
、
早
世
。

宗
家
を
継
承
し
た
か
不
明
。

　
　
　
　
　
　
　
　

�　

〃　

二
男
八
十
太
（
一
八

七
三
～
一
九
二
二
）
、
亭
山

を
名
乗
っ
た
が
宗
家
を
継

承
し
た
か
不
明
。
】

四
代　

�

小
幡
亭
樹
【
小
幡
貞
吉
：
二
代
亭
山
と
と

も
に
大
石
武
学
流
庭
園
基
盤
確
立
：
盛

美
園
・
須
藤
家
庭
園
・
揚
亀
園
等
】

五
代　

�

池
田
亭
月
【
池
田
久
次
郎
：
庭
園
の
普

及
：
成
田
家
・
對
馬
家
等
：
昭
和
四
の
火

災
で
秘
伝
書
等
焼
失
】

六
代　

�

外
崎
亭
陽
【
外
崎
寅
吉
：
昭
和
三
〇
～
四

〇
年
代
に
多
く
の
築
庭
に
携
わ
り
武
学

流
を
津
軽
地
域
全
域
に
普
及
】

七
代　

�

成
田
亭
真
【
成
田　

健
：
六
代
目
亭
陽
と

と
も
に
数
多
く
の
築
庭
に
貢
献
】

八
代　

�

木
村
亭
星
【
木
村
武
雄
：
現
宗
家
：
武
学

流
庭
園
の
維
持
管
理
普
及
に
努
め
て
い

る
】

 

（
九
代
）�

木
村　

努
【
八
代
目
木
村
亭
星
の
孫
で
九

代
目
継
承
者
と
し
て
指
名
さ
れ
て
い
る
】
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二
．�

定
型
化
（
決
め
ら
れ
た
パ
タ
ー
ン
）
さ
れ
た
石

組
の
構
成

（
一
）「
地
割
り
」

①
屋
敷
の
中
で
の
庭
園
の
地
割

大
石
武
学
流
庭
園
は
、
主
屋
の
玄
関
前
に
「
前

庭
ま
え
に
わ
」
と
呼
ぶ
小
規
模
な
坪
庭
を
、
主
屋
に

沿
っ
て
横
長
に
「
横
庭
よ
こ
に
わ
」
を
、
そ
し
て
母

屋
の
お
座
敷
前
に
「
本
庭
」
を
築
庭
配
置
し
ま
す
。

②
本
庭
の
地
割

大
石
武
学
流
庭
園
の
「
本
庭
」
は
、
庭
を
巡
り
歩

き
鑑
賞
す
る
「
回
遊
式
庭
園
」
よ
り
、
住
宅
の
お
座

敷
か
ら
観
賞
す
る
「
座
鑑
式
庭
園
」
が
圧
倒
的
に
多

く
築
庭
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
庭
園
の
規
模
の
大
小
に
関
係
な
く
、
「
本

庭
」
に
は
、
母
屋
側
か
ら
庭
奥
に
向
け
「
庭
前
に
わ

ま
え
」
・
「
池
」
・
「
築
山
」
と
区
分
す
る
「
地
割
り
」

が
あ
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

③
定
型
化
さ
れ
た
「
庭
前
に
わ
ま
え
」

大
石
武
学
流
庭
園
の
最
大
の
特
徴
は
、
母
屋
の
座

敷
前
に
広
が
る
「
庭
前
」
が
、ど
の
よ
う
な
庭
で
あ
っ

て
も
大
石
武
学
流
庭
園
と
い
う
か
ら
に
は
、
一
定
の

パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
築
庭
様
式
に
か
な
っ
て
い
な
い

と
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

お
座
敷
前
か
ら
庭
園
ほ
ぼ
中
央
に
一
列
の
飛
石

が
打
た
れ
、
最
奥
に
庭
一
番
の
大
き
く
平
ら
な
大
石

【
礼
拝
石
】
を
据
え
ま
す
。

こ
の
中
央
飛
び
石
列
の
根
元
か
ら
も
う
一
列
飛

び
石
を
打
ち
奥
に
蹲
踞
を
据
え
ま
す
。

そ
し
て
中
央
飛
び
石
列
を
挟
ん
だ
反
対
側
に

二
神
石
を
据
え
ま
す
。

大
石
武
学
流
庭
園
な
ら
ば
、
必
ず
や
庭
前
の
配
石

は
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
判
断
可
能
な
流
派
庭
園
で
す
。

大
石
武
学
流
庭
園
は
「
樹
木
」
や
「
池
水
」
よ
り

「
石
」
が
主
体
の
庭
と
さ
れ
ま
す
。

樹
木
は
、
松
や
イ
チ
イ
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
で
、
花
卉

２．定型化（決められたパターン）された石組の構成 
（１）「地割り」 

 ①屋敷の中での庭園の地割 

  大石武学流庭園は、主屋の玄関前に 

「前庭まえにわ」と呼ぶ小規模な坪庭を、 

主屋に沿って横長に「横庭よこにわ」を、 

そして母屋のお座敷前に「本庭」を 

築庭配置します。 

②本庭の地割 

大石武学流庭園の「本庭」は、庭を巡り 

歩き鑑賞する「回遊式庭園」より、住宅 

のお座敷から観賞する「座鑑式庭園」が 

圧倒的に多く築庭されています。 

そして庭園の規模の大小に関係なく、 

「本庭」には、母屋側から庭奥に向け 

「庭前にわまえ」・「池」・「築山」と区分する 

「地割り」があるのが大きな特徴です。 

③定型化された「庭前にわまえ」 

大石武学流庭園の最大の特徴は、母屋の 

座敷前に広がる「庭前」が、どのような 

庭であっても大石武学流庭園というから 

には、一定のパターン化された築庭様式 

にかなっていないとならないことです。 

お座敷前から庭園ほぼ中央に一列の飛石 

が打たれ、最奥に庭一番の大きく平らな 

大石【礼拝石】を据えます。 

この中央飛び石列の根元からもう一列 

飛び石を打ち奥に蹲踞を据えます。 

そして中央飛び石列を挟んだ反対側に 

二神石を据えます。 

大石武学流庭園ならば、必ずや庭前の 

配石は、これを基本としています。 

どなたでも判断可能な流派庭園です。 

大石武学流庭園は「樹木」や「池水」より 

「石」が主体の庭とされます。 

樹木は、松やイチイ、ツツジなどで、花卉や果樹は、原則、植栽しないこととされています。 

また年月を経ても樹木が石を覆いかぶすことのないよう植える時に留意すべきとされています。 

 

２ 
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や
果
樹
は
、
原
則
、
植
栽
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
年
月
を
経
て
も
樹
木
が
石
を
覆
い
か
ぶ
す

こ
と
の
な
い
よ
う
植
え
る
時
に
留
意
す
べ
き
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
二
）「
庭
園
の
構
成
要
素
」
―
「
飛
び
石
列
」「
蹲
踞
」

「
二
神
石
」

母
屋
の
縁
側
下
に
打
た
れ
る
「
沓
脱
ぎ
石
」
か
ら

「
池
」
の
手
前
の
護
岸
ま
で
、
庭
園
全
体
の
三
分
の

一
ほ
ど
を
占
め
る
敷
地
部
分
を
「
庭
前
」
と
呼
び
、

大
石
武
学
流
庭
園
の
大
き
な
特
徴
の
箇
所
で
す
。

ア
　「
飛
び
石
列
（
踏
み
石
列
）」

母
屋
の
縁
先
か
ら
庭
に
降
り
る
所
に
四
角
な
「
沓

脱
石
く
つ
ぬ
ぎ
い
し
」
を
据
え
、
そ
こ
か
ら
庭
奥
に

向
か
い
、
二
筋
か
三
筋
に
、
数
個
の
平
ら
で
表
面
が

ご
つ
ご
つ
し
た
自
然
石
を
直
線
的
に
飛
び
石
を
打
ち

ま
す
。

一
筋
は
、
正
面
の
「
中
央
飛
び
石
列
」
と
し
て
、

も
う
一
筋
は
、
こ
の
「
中
央
飛
び
石
列
」
の
左
右
ど

ち
ら
か
の
方
向
に
小
振
り
で
平
ら
な
自
然
石
を
据

え
、
奥
に
「
蹲
踞
・
手
洗
石
・
鉢
前
な
ど
と
も
」
を
構

え
ま
す
。

た
ま
に
「
飛
び
石
列
」
が
Ｖ
字
状
に
枝
分
か
れ
す

る
近
く
に
「
石
臼
」
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
「
人
工
石

（
額
拝
石
）
」
を
据
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

イ
　「
礼
拝
石
」（
拝
石
・
蓬
来
石
な
ど
と
も
）

庭
中
で
最
も
大
き
く
見
応
え
の
す
る
幅
広
く
表

面
凹
凸
の
大
型
自
然
石
で
、
「
中
央
飛
び
石
列
」
の

一
番
奥
の
庭
園
を
見
渡
す
最
も
眺
望
の
良
い
場
所
に

据
え
ら
れ
ま
す
。

大
石
武
学
流
庭
園
の
に
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
重
要
な
石
で
、
し
か
し
こ
の
「
礼
拝
石
」は
、「
神
仏
」

「
菩
薩
」
が
宿
り
十
五
夜
や
お
正
月
に
は
供
物
を
お

供
え
す
る
神
聖
な
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
に

立
っ
た
り
、
座
っ
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
石

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
に
復
刻

さ
れ
た
『
築
庭
極
意
伝
書
』
の
最
後
に
庭
園
見
学
の

作
法
・
褒
め
方
、
更
に
は
庭
園
を
造
る
心
得
な
ど
も

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
庭
園
の
鑑

賞
は
、こ
の
「
礼
拝
石
」
の
一
つ
手
前
の
飛
び
石
「
踏

み
止
め
石
」
の
上
に
立
ち
、
四
方
を
眺
め
、
庭
園
全

体
を
鑑
賞
す
る
の
が
最
善
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ウ
　「
蹲
踞
」（
手
洗
石
・
手
洗
前
・
鉢
前
な
ど
と
も
）

中
央
飛
び
石
列
と
Ｖ
字
状
を
形
ど
る
飛
び
石
列

の
奥
に
「
蹲
踞
」（
手
洗
石
・
手
洗
前
・
鉢
前
な
ど
と
も
）

を
据
え
ま
す
。
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「
蹲
踞
」
の
そ
ば
に
「
春
日
燈
籠
」
、「
松
」
や
「
イ

チ
イ
」
「
楓
、
サ
ワ
ラ
」
を
植
栽
し
て
「
蹲
踞
」
を

構
成
し
ま
す
。

自
然
石
を
利
用
し
ま
す
が
、
「
水
口
」
は
自
然
で

も
、
人
工
的
に
丸
く
水
溜
を
穿
っ
て
も
良
い
と
さ
れ

ま
す
。

周
囲
に
は
、
小
さ
め
の
自
然
石
か
焼
小
丸
太
（
焼

乱
杭
）
で
縁
取
り
し
楕
円
形
に
形
造
り
、
中
に
玉
砂

利
（
岩
木
川
産
の
黒
色
油
石
・
青
栗
石
）
を
敷
く
の

が
一
般
的
で
す
。

エ
　「
二
神
石
」

中
央
飛
び
石
列
を
挟
み
、
「
蹲
踞
」
の
反
対
側
に

「
二
神
石
」
を
配
置
し
ま
す
。
「
毘
沙
門
天
・
大
黒

天
」
と
か
「
客
対
き
ゃ
く
た
い
」
な
ど
と
も
呼
ん
で

い
ま
す
。

変
わ
り
種
の
石
燈
籠
「 

野
夜
燈
や
ど
う
」

「
大
石
形
」
と
呼
ば
れ
る
燈
籠
が
あ
り
ま
す
。

「
す
ね
（
あ
し
）
」「
う
け
（
さ
ら
）
」「
め
が
ね
（
玉
）
」

「
か
さ
」
と
い
う
四
つ
の
自
然
石
で
構
成
。
「
め
が
ね

（
玉
）
」
だ
け
は
人
工
石
で
も
良
い
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
め
が
ね
（
玉
）
」
に
は
、
月
と
太
陽
が
彫
り

こ
み
、
中
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
か
ざ
し
ま
す
が
、
武
学
流

に
あ
っ
て
は
、
彫
ら
れ
た
月
の
正
面
を
座
敷
に
向
け
、

中
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
が
直
接
見
え
る
よ
う
に
据
え
る

の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
か
。
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名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
石
武
学
流
庭
園
（
七
庭
園
）

庭
園
名
称

所
在
地

指
定
年

築
庭
年
代

築
庭
者

形
式
等

瑞　

楽　

園　

弘
前
市

昭
和
五
四

改
庭　

明
治
二
三
～
昭
和
一
一

高
橋
亭
山

池
田
亭
月

外
崎
亭
陽

枯
山
水

盛　

美　

園

平
川
市

昭
和
二
九

明
治
三
五
～
四
三

小
畑
亭
樹

池
泉
回
遊

清
藤
氏
書
院
庭
園

平
川
市

昭
和
五
四

江
戸
時
代
末
期
？

高
橋
亭
山
？

枯
山
水

金
平
成
園
（
澤
成
園
）

黒
石
市

平
成
一
八

明
治
二
五
～
三
五

高
橋
亭
山

小
畑
亭
樹

池
泉
回
遊

成
田
氏
庭
園

弘
前
市

令
和
二

昭
和
七
年
六
月
（
碑
銘
）

池
田
亭
月

枯
山
水

対
馬
氏
庭
園

弘
前
市

令
和
二

明
治
三
〇
～
昭
和
三
〇

小
畑
亭
樹

池
田
亭
月

外
崎
亭
陽

枯
山
水

須
藤
氏
庭
園
（
青
松
園
）

弘
前
市

令
和
二

明
治
～
大
正
初
期

小
畑
亭
樹

池
泉
回
遊

登
録
記
念
物
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
大
石
武
学
流
庭
園
（
四
庭
園
）

庭
園
名
称

所
在
地

指
定
年

築
庭
年
代

築
庭
者

形
式
等

鳴
海
氏
庭
園

黒
石
市

平
成
一
九

明
治
二
〇
年
代

小
畑
亭
樹

池
田
亭
月

池
泉
座
鑑

旧
菊
池
氏
庭
園

（
弘
前
明
の
星
幼
稚
園
庭
園
）

弘
前
市

平
成
一
九

大
正
年
代

小
畑
亭
樹

池
田
亭
月

池
泉
回
遊

揚　

亀　

園

弘
前
市

平
成
一
九

明
治
末
～
大
正

小
畑
亭
樹

池
泉
回
遊

茶
室
座
鑑

丹
藤
氏
庭
園

（
旧
三
上
氏
庭
園
）

弘
前
市

平
成
三
一

明
治
一
五
？

池
田
亭
月
改
庭

池
泉
座
鑑

青
森
県
指
定
名
勝
（
大
石
武
学
流
庭
園
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

庭
園
名
称

所
在
地

指
定
年

築
庭
年
代

築
庭
者

形
式
等

貞
昌
寺
庭
園

弘
前
市

平
成
一
四

江
戸
時
代
、
昭
和
二
〇
復
元

伝　

野
元
道
元

池
泉
回
遊
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閉
会
挨
拶

　
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

　
　
　
　
　
副
会
長
（
毛
越
寺
庭
園
）
藤
里
　
明
久

総
会
、
講
演
会
、
長
時
間
に
渡
り
ま
し
て
、
皆
様
、

ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
閉
会
に
当
た
っ
て
、

一
言
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
総
会
は
三
年
ぶ
り
の
開
催
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
私
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
た
く
さ
ん

の
方
に
御
参
集
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
三
年
目
に

な
り
ま
し
て
、
各
庭
園
そ
れ
ぞ
れ
大
変
な
経
営
状
態

の
中
で
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の

中
で
日
々
、
庭
園
の
管
理
も
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
か
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
皆
様
の
普
段
の

ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
庭
園
に

つ
い
て
は
、
日
々
の
管
理
が
と
て
も
大
事
で
あ
る
と
、

後
か
ら
気
が
付
い
て
い
ろ
い
ろ
や
る
こ
と
で
は
な
く

て
、
日
々
の
こ
と
が
大
事
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

我
々
も
こ
の
こ
と
を
心
し
て
ど
ん
な
経
営
環
境
で
あ

ろ
う
と
日
本
の
大
事
な
文
化
で
あ
る
庭
園
を
守
っ
て

い
く
、
そ
う
い
う
気
持
ち
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
し
、
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て
皆
様
方
の
熱
意
を
感
じ
ま

す
し
、
日
本
庭
園
を
守
っ
て
い
く
仲
間
と
し
て
改
め

て
頼
も
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

明
日
は
庭
園
の
見
学
会
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
確
か
私
の
記
憶
で
は
、
弘
前
で
の
開
催
は
２
回

目
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
だ
い
ぶ
前
の
こ
と
で
す

の
で
、
私
も
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
先
ほ
ど
、
今
井
先
生
か
ら
非
常
に
分
か
り
や

す
い
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
庭
園
を
め
ぐ
り

な
が
ら
、
改
め
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
日
は
皆
様
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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閉会挨拶 

文化財指定庭園保護協議会 副会長 

藤里 明久 



第 59回文化財指定庭園保護協議会総会 開催風景 

● 総会（令和 4年 6月 23日）

開会挨拶 
東京都建設局(事務局) 
公園計画担当部長 根来 千秋 

会場：青森県弘前市 アートホテル弘前シティ 

主催者挨拶 
文化財指定庭園保護協議会 

会長 亀山 章 

開催地挨拶 
弘前市副市長 出﨑 和夫 

開催地挨拶 

青森県教育委員会教育長 
和嶋 延寿 

来賓挨拶 
文化庁文化財第二課 

主任文化財調査官 平澤 毅 

次回開催地挨拶 

（公財）三溪園保勝会副園長・理事 
村田 和義 

閉会挨拶 

文化財指定庭園保護協議会 
副会長 藤里 明久 
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● 講演会（令和４年６月２３日）

● 懇親会（令和 4年 6月 23日）

「文化財庭園をめぐる近年の動向」 

文化庁文化財第二課 
主任文化財調査官 平澤 毅 

郷土芸能 
ヤーヤードーの掛け声とともに弘前のねぷた文化に触れました

「大石武学流庭園について」 

弘前文化財保存技術協会 
代表理事 今井二三夫 

乾杯挨拶 

弘前市副市長 出﨑 和夫 

挨拶 
文化財指定庭園保護協議会 

会長 亀山 章 

中締め挨拶 

弘前市教育委員会教育部長 
成田 正彦 

懇親会の様子 
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● 現地見学会（令和 4年 6月 24日）

（Ａコース）

須藤氏庭園 瑞楽園 

昼食会場（旧弘前偕行社） 

揚亀園 

成田氏庭園 
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令和４年度会務報告  

 
 
１ 第５９回総会の開催 

  開 催 日  令和４年６月２３日（木）、２４日（金） 

  主催庭園    瑞楽園 
総会会場  アートホテル弘前シティ（青森県弘前市大町） 

  総会構成    出席５９会員（他に委任状提出５０会員）出席者総数 94 名（来賓・事務局含む） 

   
６月２３日（木） 

  理 事 会   １１時００分から１１時３０分  
  総会        １４時００分から１７時１０分 

    開催挨拶   東京都建設局公園計画担当部長           根来 千秋 

    主催者挨拶  文化財指定庭園保護協議会会長           亀山   章 

    開催地挨拶  弘前市長                     櫻田  宏 
  開催地挨拶  青森県教育委員会教育長              和嶋 延寿 
    来賓挨拶   文化庁文化財第二課主任文化財調査官         平澤  毅 

出席会員紹介  

議  事   議長 文化財指定庭園保護協議会会長              亀山   章 

    議  題   ①令和３年度  
          会務報告・会計報告・会計監査報告  ⇒ 承認    事 務 局 

②令和４年度 

          予算案・事業計画案          ⇒ 承認  事 務 局 
         ③新規加入会員の報告               事 務 局 
         ④その他 
          文化庁への要望案、繰越金活用方法 
   次回開催地挨拶 公益財団法人三溪園保勝会 副園長・理事      村田 和義 

講演会    「文化財庭園をめぐる近年の動向」 

                  文化庁文化財第二課主任文化財調査官        平澤  毅 
         「大石武学流庭園について」 
          弘前文化財保存技術協会 代表理事        今井二三夫 

閉会挨拶     文化財指定庭園保護協議会副会長  毛越寺庭園    藤里 明久  
   懇 親 会   １７時３０分から１９時３０分 
 

 ６月２４日（金） 
  現地視察   瑞楽園、須藤氏庭園、成田氏庭園、丹藤氏庭園、對馬氏庭園、揚亀園  

 

２ 会報の発行（第５７号） 

  令和４年６月２３日（木）発行、配付 

 

議題（１） 
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議題（２）

単位：円

科　　目 予算額（Ａ） 摘　　　要 決算額（Ｂ） 摘　　　要 差額（Ｂ－Ａ）

一般会費 1,130,000 @ 10,000×113 1,125,000 @ 10,000×113 △ 5,000

賛助会費 420,000 @15,000×28 390,000 @15,000×26 △ 30,000

雑収入 100 預金利子 27 預金利子 △ 73

繰越金 2,833,964 2,833,964 0

合　　計 4,384,064 4,348,991 △ 35,073

単位：円

科　　目 予算額（ａ） 摘　　　要 決算額（ｂ） 摘　　　要 差額（ａ－ｂ）

会報作成費 300,000 第57号会報印刷費 246,180 第57号会報印刷費 53,820

資料作成費 10,000 理事会・総会資料作成費 0 10,000

通信費 120,000 開催案内・会報送付等 86,305 総会案内、会費請求 33,695

総会費 280,000 総会運営助成 280,000 第59回総会運営助成 0

会議費 40,000 理事会会議費 40,000 第59回理事会運営助成 0

消耗品費 20,000 文房具等購入費 0 20,000

旅費 350,000
会長及び事務局旅費・次
回開催地との連絡調整等 350,000 事務局旅費 0

報償費 40,000 講師謝礼 40,000 講師謝礼 0

視察費 40,000 見学庭園入場料補助 40,000 見学庭園入場料補助 0

活動費 100,000
ＨＰ保守運営、文化財庭
園保存技術者協議会会費
等

98,880
ＨＰ保守運営、文化財庭園保存技
術者協議会会費 1,120

予備費 3,084,064 32,869 旅費不足分等 3,051,195

合　　計 4,384,064 1,214,234 3,169,830

4,348,991-1,214,234= 3,134,757

次年度へ繰越

[　収　入　の　部　]

[　支　出　の　部　]

令 和 ４ 年 度 会 計 報 告

（令和４年４月１日から令和５年３月３１日）
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単位：円

科　　目 予算額 前年予算額 比較増減 摘 要

一般会費 1,150,000 1,130,000 20,000 @ 10,000×115会員

賛助会費 405,000 420,000 △ 15,000 @15,000×27会員

雑収入 100 100 0 預金利子

繰越金 3,134,757 2,833,964 300,793

合　　計 4,689,857 4,384,064 305,793

単位：円

科　　目 予算額 前年予算額 比較増減 摘 要

会報作成費 500,000 300,000 200,000
第58号会報印刷費、 
60年の活動小冊子

資料作成費 10,000 10,000 0 理事会・総会資料作成費

通信費 120,000 120,000 0 開催案内・会報送付等

総会費 280,000 280,000 0 総会運営助成

会議費 40,000 40,000 0 理事会会議費

消耗品費 20,000 20,000 0 文房具等購入費

旅費 350,000 350,000 0
会長及び事務局旅費・次回
開催地との連絡調整等

報償費 40,000 40,000 0 講師謝礼

視察費 40,000 40,000 0 見学庭園入場料補助

活動費 100,000 100,000 0
ＨＰ保守運営、文化財庭園
保存技術者協議会会費

予備費 3,189,857 3,084,064 105,793

合　　計 4,689,857 4,384,064 305,793

（注）予算執行上必要があるときは、会長は理事会と協議して費目間流用することができる。

令 和 ５ 年 度 予 算 （ 案 ）

[ 収 入 の 部 ]

[ 支 出 の 部 ]

議題（４）
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令和５年度事業計画（案） 

 

   １ 総会（第 60回：今回実施分） 

   （１）開 催 日  令和５年６月２２日（木）・２３日（金） 

   （２）会  場  アパホテル＆リゾート〈横浜ベイタワー〉（神奈川県横浜市） 

   （３）内  容  理事会・総会・講演会及び現地視察（三溪園） 

                                                           

   ２ 会報の発行（第 58号） 

   （１） 発行予定  令和５年６月 

   （２） 発行部数  ２３０部 

 

   ３ 記念冊子「文化財指定庭園保護協議会６０年の活動」の発行 

（１） 発行予定  令和５年６月 

   （２） 発行部数  ３５０部 

 

   ４ 活動の指針 

   （１）庭園の普及宣揚と管理の充実 

       指定庭園の普及宣揚及び保存管理に万全を図るため、その環境作りのための情報 

発信や交流の活性化を図る。 

   （２）「景観対策」の取りまとめ 

       機会あるごとに意見交換を行い、今後庭園が望ましい景観を保つための対応策を 

まとめて行く。  

   （３）庭園利用の活性化 

       庭園がより一般に親しまれるために、各園が取り組んでいる活性化策の収集及び 

      情報発信を行う。 

   （４）会員間の交流の活性化を図る 

       会員間の情報交換など、交流の活性化を図る。 

   （５）会員の拡充を図り、会の活性化を図る。 

        ※参考 

会員数（令和４年度末現在）                合計１４２会員 

        ①正会員（文化財指定庭園管理者等）                         １１５会員      

②賛助会員（本会の目的に賛同する個人及び団体で理事会の承認を得たもの）    ２７会員 

 

   ５ 次回総会（第６１回）開催計画 

    (1) 開催予定地 石川県金沢市 

    (2) 開催予定日 令和６年６月頃 

議題（５） 



文
庭
協
紀
行
　
三
年
ぶ
り
の
開
催
　

　
第
59
回
総
会
／
弘
前

賛
助
会
員
　
高
橋
裕
一

文
庭
協
総
会
は
二
〇
一
九
年
五
月
三
〇
─
三
一

日
の
名
古
屋
で
の
開
催
以
降
、
コ
ロ
ナ
下
の
た
め
二

年
間
の
現
地
開
催
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
二
〇
二

〇
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
弘
前
で
の
開
催
が
漸
く
二

〇
二
二
年
六
月
に
実
現
し
た
。
総
会
会
場
と
な
っ
た

J
R
弘
前
駅
中
央
口
に
面
し
た
「
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
弘

前
シ
テ
ィ
」
三
階
プ
レ
ミ
ア
ホ
ー
ル
に
は
開
催
を
待

ち
わ
び
た
全
国
各
地
の
会
員
が
集
結
し
た
。

六
月
二
三
日
（
木
）
午
後
の
総
会
、
講
演
会
、
夕

刻
か
ら
の
懇
親
会
は
旧
交
を
温
め
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。
懇
親
会
で
は
市
役
所
職
員
で
構
成
さ
れ

た
七
夕
会
に
よ
る
に
ぎ
や
か
な
「
弘
前
ね
ぷ
た
囃

子
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
い
や
が
上
に
も

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

弘
前
は
青
森
県
津
軽
地
方
の
旧
都
・
弘
前
城
下
の

藩
都
。
岩
木
山
を
望
む
同
地
方
で
は
「
り
ん
ご
」
栽

培
が
盛
ん
で
、
講
演
会
で
は
、
そ
の
富
が
り
ん
ご
農

家
の
屋
敷
に
特
色
あ
る
庭
園
を
生
ん
だ
と
の
お
話
が

あ
っ
た
。
そ
の
名
も
「
大
石
武
学
流
」
と
い
う
。
総

会
開
催
の
記
事
が
翌
二
四
日
（
金
）
の
陸
奥
新
報
に

掲
載
さ
れ
た
。

二
四
日
（
金
）
は
J
R
弘
前
駅
前
か
ら
四
台
の
バ

ス
に
分
乗
し
、
A
・
B
コ
ー
ス
と
し
て
、
巡
回
コ
ー

ス
を
違
え
て
現
地
見
学
会
に
臨
ん
だ
。
私
の
乗
っ
た

バ
ス
は
B
コ
ー
ス
で
、
丹
藤
氏
庭
園
、
對
馬
氏
庭
園
、

瑞
楽
園
を
経
て
昼
食
会
場
の
旧
弘
前
偕
行
社
へ
と
向

か
い
、
こ
の
後
、
揚
亀
園
・
津
軽
藩
ね
ぷ
た
村
の
見

学
を
行
っ
た
。

（
1
）「
丹
藤
氏
庭
園
」
は
弘
前
市
葛
原
字
大
柳
所

在
の
“
大
石
武
学
流
＂
旧
三
上
氏
庭
園
で
平
成
三
一

年
二
月
二
六
日
登
録
記
念
物
。
岩
木
山
を
借
景
と
し

た
一
、
四
二
八
・
四
七
㎡
の
個
人
宅
の
庭
園
。
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上は主屋の前で説明を聞く参加者。

左上は主屋の前から見た庭園。

左下は庭の右手に立つ「明治一五年二月

吉日 庭造 三神石記念 四代源造建之」と

刻まれた巨石。



（
2
）「
對
馬
氏
庭
園
」
は
弘
前
市
折
笠
字
宮
川
所

在
の
“
大
石
武
学
流
＂
の
個
人
庭
園
で
、
令
和
二
年

三
月
一
〇
日
国
指
定
名
勝
。
岩
手
県
や
長
野
県
に
ま

で
「
り
ん
ご
」
を
普
及
さ
せ
た
「
對
馬
竹
五
郎
」
が

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
宮
舘
地
区
の
旧
家
を
移

築
し
た
際
、
五
代
宗
家
・
池
田
亭
月
に
よ
り
築
庭
。

そ
の
後
、
昭
和
三
〇
（
一
一
九
五
五
）
年
前
後
に
六

代
宗
家
・
外
崎
亭
陽
庭
石
を
譲
り
受
け
改
庭
し
た
。

指
定
面
積
五
、
九
七
九
・
九
六
㎡
。

園
内
の
サ
ル
ス
ベ
リ
と
五
葉
松
に
つ
い
て
、
同
地

方
で
は
作
柄
を
占
う
意
味
で
サ
ル
ス
ベ
リ
を
植
え
る

と
の
こ
と
で
、
五
葉
松
は
背
が
高
く
な
ら
な
い
ハ
イ

マ
ツ
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
3
）「
瑞
楽
園
」
は
弘
前
市
宮
舘
字
宮
舘
沢
所
在
、

昭
和
五
四
年
五
月
三
一
日
国
指
定
名
勝
の
“
大
石
武

学
流
＂
枯
山
水
式
庭
園
。
弘
前
市
文
化
財
課
所
管
。

指
定
管
理
者
、
（
有
）
三
浦
造
園
、
指
定
面
積
四
、
〇

〇
〇
㎡
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右：晴れていれば、写真奥に岩木山が見える。

左：巨大な「野夜燈」

右：不思議な形の巨石が多く配されており、

最奥部のものが「人面石」と呼ばれている

もの。

入り口付近　右・下：室内から。定石

通りの石の配置が見られる。



（
4
）
重
要
文
化
財
「
旧
弘
前
偕
行
社
」
の
一
室

で
は
大
変
に
美
味
し
い
昼
食
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
。

こ
の
建
物
は
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
、
弘
前
に

陸
軍
第
八
師
団
が
創
設
さ
れ
る
に
伴
い
、
同
四
〇
（
一

九
〇
七
）
年
、
陸
軍
の
将
校
倶
楽
部
と
し
て
、
藩
校
・

稽
古
館
の
創
設
な
ど
を
行
っ
た
弘
前
藩
津
軽
家
九
代

藩
主
寧
親
（
在
位
一
七
九
一
─
一
八
二
五
）
の
別
邸

「
富
田
御
用
屋
鋪
」
跡
に
建
設
さ
れ
た
も
の
。
津
軽

を
代
表
す
る
棟
梁
の
手
に
な
る
も
の
で
、
ル
ネ
サ
ン

ス
風
様
式
の
華
麗
な
建
築
物
は
、
戦
後
は
「
弘
前
女

子
厚
生
学
院
」
（
現
、
弘
前
厚
生
学
院
）
と
し
て
地

域
医
療
・
福
祉
の
教
育
施
設
と
な
っ
た
。
昭
和
五
五

（
一
九
八
〇
）
年
、
新
校
舎
の
落
成
に
伴
い
、
こ
の

建
物
は
「
弘
前
厚
生
学
院
記
念
館
」
と
な
り
、
平
成

一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
、
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
国

の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
後
、
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
か
ら
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
ま
で
大

規
模
な
保
存
修
理
事
業
が
実
施
さ
れ
、
美
し
く
甦
っ

た
。
建
物
の
内
外
を
見
学
し
た
が
、
会
場
、
廊
下
、

集
会
場
、
客
室
と
も
よ
く
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
シ
ャ

ン
デ
リ
ア
や
漆
喰
の
装
飾
、
輸
入
タ
イ
ル
で
作
ら
れ

た
暖
炉
な
ど
も
見
事
だ
っ
た
。
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東屋からの粋な眺め

室内の民具等の展示風景

右：室内に展示されている

庭園の写生図



（
5
）
最
後
の
見
学
地
「
揚
亀
園
」（
平
成
一
九
年

七
月
二
六
日
登
録
記
念
物
）
は
弘
前
市
亀
甲
町
所
在

の
「
津
軽
藩
ね
ぷ
た
村
」
の
一
角
に
あ
っ
た
。
弘
前

の
実
業
家
で
あ
っ
た
中
村
三
次
郎
（
一
八
五
九
〜
一

九
三
九
）
の
求
め
に
応
じ
て
明
治
時
代
後
期
に
小
幡

亭
樹
が
作
庭
を
開
始
し
、
後
に
池
田
亭
月
が
手
を
加

え
た
と
さ
れ
る
。
三
次
郎
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
に
市
内
の
呉
服
商
か
ら
譲
り
受
け
た
離
れ
座
敷
を

庭
園
の
東
北
隅
部
に
茶
室
と
し
て
移
築
し
、
「
揚
亀

庵
」
と
名
付
け
て
庭
園
を
完
成
さ
せ
た
も
の
。

ま
た
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
に
建
築
さ
れ
た

米
蔵
を
利
用
し
た
民
工
芸
品
の
製
作
工
房
や
津
軽
三

味
線
の
関
連
資
料
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

巨
大
な
「
弘
前
ね
ぷ
た
」
の
展
示
館
で
は
、
観
覧
者

の
た
め
の
津
軽
三
味
線
の
演
奏
も
あ
っ
た
。
私
は
見

物
に
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
、
何
と
弘
前
駅
行
き
の

バ
ス
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

＊
今
回
の
見
学
地
で
は
な
か
っ
た
が
、
前
回
の
弘
前

総
会
で
も
訪
れ
、
私
個
人
で
何
度
も
訪
れ
て
い
る
、

弘
前
近
郊
の
平
川
市
石
林
所
在
の
国
指
定
名
勝
「
盛

美
園
」
が
あ
る
。
清
藤
家
二
四
代
当
主
の
盛
美
が
大

石
武
学
流
宗
家
の
小
幡
亭
樹
を
招
き
、
明
治
三
五
（
一

九
〇
二
）
年
よ
り
九
年
間
か
け
て
完
成
さ
せ
た
も
の

で
、
津
軽
地
方
を
代
表
す
る
庭
園
で
あ
る
。
特
に
和

洋
折
衷
の
盛
美
館
と
庭
園
と
が
見
事
に
融
合
し
た
景

観
は
独
創
的
で
あ
る
。
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右下：池端の大ぶりな自然石の「礼拝石」 下茶室南側の自然石の富士

山型手水鉢を備えた「蹲踞」



文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
開
催
地
一
覧

回
数

開
催
年
月
日

開
催
地　

（
庭　

園
）

参
加
会
員
数
（
総
会
）

備　
　

考

設
立
総
会

昭
和
35
年
11
月
29
・
30
日

東
京
都
文
京
区
（
小
石
川
後
楽
園
）

第
１
回

昭
和
36
年
12
月
13
・
14
日

東
京
都
文
京
区
（
小
石
川
後
楽
園
）

16

第
2
回

昭
和
38
年
３
月
29
・
30
日

京
都
府
京
都
市
（
二
条
城
二
之
丸
庭
園
）

45

第
３
回

昭
和
38
年
11
月
26
・
27
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

24

第
4
回

昭
和
39
年
7
月
7
・
8
日

岩
手
県
平
泉
町
（
毛
越
寺
庭
園
）

25

第
５
回

昭
和
40
年
6
月
15
・
16
日

香
川
県
高
松
市
（
栗
林
公
園
）

35

第
6
回

昭
和
41
年
５
月
17
・
18
日

石
川
県
金
沢
市
（
兼
六
園
）

31

第
7
回

昭
和
42
年
4
月
24
・
25
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
（
仙
厳
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園
）

23

第
8
回

昭
和
43
年
５
月
16
・
17
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

28

第
9
回

昭
和
44
年
５
月
20
・
21
日

広
島
県
広
島
市
（
縮
景
園
）

35

第
10
回

昭
和
45
年
５
月
27
・
28
日

茨
城
県
大
洗
町
（
偕
楽
園
）

28

第
11
回

昭
和
46
年
6
月
18
・
19
日

福
島
県
会
津
市
（
会
津
松
平
氏
庭
園
）

18

第
12
回

昭
和
47
年
7
月
20
・
21
日

香
川
県
高
松
市
（
栗
林
公
園
）

22

第
13
回

昭
和
48
年
５
月
9
・
10
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
（
仙
厳
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園
）

27

第
14
回

昭
和
49
年
５
月
8
・
9
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

31

第
15
回

昭
和
50
年
５
月
15
・
16
日

石
川
県
金
沢
市
（
兼
六
園
）

32

第
16
回

昭
和
51
年
7
月
15
・
17
日

広
島
県
広
島
市
（
縮
景
園
）

不
明

会
報
未
発
行

第
17
回

昭
和
52
年
7
月
19
・
20
日

福
島
県
会
津
市
（
会
津
松
平
氏
庭
園
）

26

会
報
未
発
行

第
18
回

昭
和
54
年
7
月
20
・
21
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
（
仙
厳
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園
）

22

53
・
54
年
度
総
会
と
し
て
開
催

第
19
回

昭
和
55
年
５
月
22
・
23
日

香
川
県
高
松
市
（
栗
林
公
園
）

21

第
20
回

昭
和
56
年
7
月
2
・
３
日

岩
手
県
平
泉
町
（
毛
越
寺
庭
園
）

25

第
21
回

昭
和
57
年
6
月
15
・
16
日

石
川
県
金
沢
市
（
兼
六
園
）

27

第
22
回

昭
和
58
年
10
月
11
・
12
日

新
潟
県
柏
崎
市
（
貞
観
園
）

17

第
23
回

昭
和
59
年
7
月
11
・
12
日

京
都
府
京
都
市
（
二
条
城
二
之
丸
庭
園
）

38

第
24
回

昭
和
60
年
５
月
28
・
29
日

茨
城
県
大
洗
町
（
偕
楽
園
）

33

第
25
回

昭
和
61
年
7
月
22
・
23
日

広
島
県
広
島
市
（
縮
景
園
）

37

記
念
大
会
（
文
化
庁
長
官
出
席
）

第
26
回

昭
和
62
年
6
月
10
・
11
日

東
京
都
江
東
区
（
清
澄
庭
園
）

38

第
27
回

昭
和
63
年
7
月
14
・
15
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

32

第
28
回

平
成
元
年
6
月
22
・
23
日

石
川
県
金
沢
市
（
兼
六
園
）

40

第
29
回

平
成
2
年
6
月
22
・
23
日

岩
手
県
平
泉
町
（
毛
越
寺
庭
園
）

35

第
30
回

平
成
３
年
6
月
21
・
22
日

香
川
県
高
松
市
（
栗
林
公
園
）

45
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回
数

開
催
年
月
日

開
催
地　

（
庭　

園
）

参
加
会
員
数
（
総
会
）

備　
　

考

第
31
回

平
成
4
年
6
月
18
・
19
日

東
京
都
文
京
区
（
六
義
園
・
向
島
百
花
園
）

38

第
32
回

平
成
５
年
6
月
17
・
18
日

福
井
県
福
井
市
（
養
浩
館
・
一
乗
谷
朝
倉
氏
館
跡
庭
園
）

36

第
33
回

平
成
6
年
8
月
25
・
26
日

和
歌
山
県
和
歌
山
市
（
養
翠
園
）

39

第
34
回

平
成
7
年
５
月
30
・
31
日

熊
本
県
熊
本
市
（
水
前
寺
成
趣
園
）

31

第
35
回

平
成
8
年
５
月
16
・
17
日

福
島
県
会
津
若
松
市
（
会
津
松
平
氏
庭
園
）

31

第
36
回

平
成
9
年
５
月
15
・
16
日

山
口
県
防
府
市
（
毛
利
氏
庭
園
）

45

第
37
回

平
成
10
年
５
月
14
・
15
日

山
形
県
鶴
岡
市
（
酒
井
氏
庭
園
）

42

第
38
回

平
成
11
年
５
月
27
・
28
日

奈
良
県
奈
良
市
（
奈
良
公
園
）

42

第
39
回

平
成
12
年
５
月
25
・
26
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

41

第
40
回

平
成
13
年
５
月
24
・
25
日

鳥
取
県
鳥
取
市
（
観
音
院
庭
園
）

41

第
41
回

平
成
14
年
５
月
23
・
24
日

沖
縄
県
那
覇
市
（
識
名
園
）

47

第
42
回

平
成
15
年
５
月
29
・
30
日

滋
賀
県
彦
根
市
（
玄
宮
楽
々
園
）

50

第
43
回

平
成
16
年
５
月
27
・
28
日

北
海
道
函
館
市
（
旧
岩
船
氏
庭
園
・
香
雪
園
）

39

第
44
回

平
成
17
年
５
月
26
・
27
日

兵
庫
県
赤
穂
市
（
旧
赤
穂
城
庭
園
・
田
淵
氏
庭
園
）

57

第
45
回

平
成
18
年
５
月
25
・
26
日

青
森
県
弘
前
市
（
瑞
楽
園
・
盛
美
園
）

54

第
46
回

平
成
19
年
5
月
24
・
25
日

島
根
県
益
田
市
（
萬
福
寺
庭
園
・
医
光
寺
庭
園
）
島
根
県
津
和
野
町
（
旧
堀
氏
庭
園
）

57

合
同
開
催

第
47
回

平
成
20
年
5
月
22
・
23
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
（
仙
厳
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園
）
（
旧
島
津
氏
玉
里
邸
庭
園
）

52

第
48
回

平
成
21
年
5
月
28
・
29
日

石
川
県
金
沢
市
（
兼
六
園
）
（
成
巽
閣
庭
園
）

57

第
49
回

平
成
22
年
5
月
13
・
14
日

奈
良
県
奈
良
市
（
奈
良
公
園
）

60

第
50
回

平
成
24
年
6
月
7
・
8
日

東
京
都
（
小
石
川
後
楽
園
・
旧
浜
離
宮
庭
園
）

64

平
成
23
年
度
は
東
日
本
大
震
災
の
た
め
中
止

第
51
回

平
成
25
年
6
月
6
・
7
日

和
歌
山
県
海
南
市
（
琴
ノ
浦
温
山
荘
園
）

66

第
52
回

平
成
26
年
6
月
5
・
6
日

岡
山
県
岡
山
市
（
岡
山
後
楽
園
）

65

第
53
回

平
成
27
年
5
月
28
・
29
日

福
岡
県
飯
塚
市
（
旧
伊
藤
傳
右
エ
門
氏
庭
園
）

55

第
54
回

平
成
28
年
6
月
23
・
24
日

秋
田
県
大
仙
市
（
旧
池
田
氏
庭
園
）

52

第
55
回

平
成
29
年
6
月
22
・
23
日

静
岡
県
浜
松
市
（
龍
潭
寺
庭
園
）

59

第
56
回

平
成
30
年
6
月
28
・
29
日

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
（
旧
堀
氏
庭
園
）

67

第
57
回

平
成
31
年
5
月
30
・
31
日

愛
知
県
名
古
屋
市
（
名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園
）

74

第
58
回

令
和
3
年
9
月
13
日
～
10
月
1
日

書
面
開
催

（
1
0
9
）

令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

第
59
回

令
和
4
年
6
月
23
・
24
日

青
森
県
弘
前
市
（
瑞
楽
園
）

59

第
60
回

令
和
5
年
6
月
22
・
23
日

神
奈
川
県
横
浜
市
（
三
溪
園
）
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揚
亀
園

春
を
迎
え
、
長
い
冬
の
間
に
一
ｍ
程
も
積
も
っ
た

雪
は
す
っ
か
り
解
け
ま
し
た
。
日
差
し
は
暖
か
く
、

庭
園
で
は
福
寿
草
や
サ
ン
シ
ュ
ユ
が
見
頃
を
終
え
、

新
た
に
カ
タ
ク
リ
の
花
が
蕾
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま

す
。
天
気
の
い
い
日
に
は
ヒ
ヨ
ド
リ
が
来
て
、
松
の

木
の
上
で
キ
ー
キ
ー
と
元
気
よ
く
鳴
き
、
毎
年
庭
園

で
産
卵
・
子
育
て
す
る
カ
ル
ガ
モ
は
今
年
も
ま
た
、

ペ
ア
で
戻
っ
て
来
て
池
に
居
着
き
ま
し
た
。
庭
園
か

ら
望
む
岩
木
山
は
、
頂
上
か
ら
裾
に
か
け
て
ま
だ
雪

で
白
く
染
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
消
え
る
頃
に

は
、
陽
光
を
余
し
て
な
る
も
の
か
と
葉
を
広
げ
緑
が

一
段
と
深
ま
っ
た
生
命
力
溢
れ
る
庭
園
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
弘
前
に
遊
び
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

旧
池
田
氏
庭
園

令
和
五
年
度
は
、
下
記
の
日
程
で
旧
池
田
氏
庭
園

を
一
般
公
開
い
た
し
ま
す
。

�

期
間
：
四
月
二
九
日
（
土
・
祝
）
～
一
一
月
一
二

日
（
日
）　

※
月
曜
日
休
園
（
月
曜
日
祝
日
の
場

合
、
翌
日
火
曜
日
休
園
）

�

時
間
：
午
前
九
時
～
午
後
四
時
（
午
後
三
時
三
〇

分
最
終
受
付
）

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
一
般
公
開
期
間
中

に
ガ
イ
ド
案
内
公
開
期
間
を
設
け
て
、
定
時
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
米
蔵
で
の
企
画
展
な
ど
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
園
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

旧
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
別
邸
（
如
斯
亭
）
庭
園

幸
せ
な
こ
と
に
、
以
前
住
ん
で
い
た
如
斯
亭
の
近

く
に
昨
年
転
居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幼
い
頃
か
ら
の
如
斯
亭
の
思
い
出
、
例
え
ば
近
く

の
川
が
増
水
し
て
茶
室
の
屋
根
ま
で
水
に
浸
か
っ
た

こ
と
や
、
昭
和
二
〇
年
代
に
は
庭
園
の
芝
生
に
西
瓜

を
植
え
て
い
た
こ
と
な
ど
を
書
き
込
ん
だ
「
如
斯
亭

も
の
が
た
り
」
を
、
年
内
に
（
株
）
文
芸
社
か
ら
出
版

予
定
で
す
。

總
光
寺
庭
園

自
治
体
財
政
厳
し
く
、
補
助
金
が
若
干
減
額
に
な

り
ま
し
た
。

本
間
氏
別
邸
庭
園
「
鶴
舞
園
」

令
和
四
年
度
は
二
月
一
八
日
の
降
雪
に
よ
り
赤

松
の
幹
が
折
れ
、
清
遠
閣
に
落
下
し
、
屋
根
瓦
と
野

地
板
が
破
損
し
、
復
旧
に
半
年
を
要
し
ま
し
た
。
そ

の
間
は
屋
根
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
被
い
、
長
期
間
、

庭
園
の
景
観
が
損
な
わ
れ
、
来
館
者
に
ご
迷
惑
を
掛

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
文
化
庁
補
助
事
業
「
本
間
美
術
館
文

化
観
光
拠
点
施
設
機
能
強
化
事
業
」
の
一
環
と
し
て

整
備
し
た
「
鶴
舞
園
」
の
照
明
工
事
が
完
成
し
、
一

一
月
一
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
の
期
間
で
、
「
鶴
舞
園
」

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

実
施
致
し
ま
し
た
。
周
知
が
行
き
届
か
ず
、
期
間
中

の
来
館
者
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
中
と

趣
の
変
っ
た
美
術
館
を
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
年
度
も
随
時
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
実

施
し
、
美
術
館
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
し
て
戴
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
津
松
平
氏
庭
園 

御
薬
園

令
和
四
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
令
和
元
年
度

と
比
較
し
て
入
込
が
七
割
程
度
ま
で
戻
っ
て
き
ま
し

た
。お

客
様
の
傾
向
と
し
て
、
以
前
は
有
料
入
場
者
中

一
五
％
程
度
あ
っ
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
送
客
が
、
令

和
四
年
度
は
四
％
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
個
人
の
お

客
様
へ
と
変
わ
っ
て
来
て
い
ま
す
。
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会
員
の
皆
様
か
ら
、
令
和
三
年
五
月
に
寄
せ
ら
れ

た
近
況
報
告
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

盛
美
園

保
存
整
備
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

揚
亀
園

日
本
一
の
桜
で
有
名
な
弘
前
で
は
四
月
一
三
日

に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
開
花
し
、
弘
前
公
園
外
堀
の
桜

と
揚
亀
園
が
マ
ッ
チ
し
た
光
景
を
今
年
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
岩
木
山
も
き
れ
い
に
顔
を
出
し
、

青
森
ら
し
い
春
到
来
で
す
。

旧
池
田
氏
庭
園

昨
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
旧
池
田
氏
庭
園
も
国
の
緊
急
事
態
宣
言
に

と
も
な
い
、
一
般
公
開
開
始
日
の
四
月
二
八
日
か
ら

休
園
措
置
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宣
言
が
解
除
さ
れ
た
五
月
二
九
日
か
ら
は
、
十
分

な
感
染
予
防
対
策
を
取
り
な
が
ら
公
開
を
始
め
ま
し

た
が
、
園
内
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
来
園
者
が
約
半
数
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。

令
和
三
年
度
も
十
分
な
感
染
予
防
対
策
を
取
り

な
が
ら
、
下
記
の
日
程
で
一
般
公
開
い
た
し
ま
す
。

期
間
：
令
和
三
年
四
月
二
九
日
（
木
）
～

　
　
　
令
和
三
年
一
一
月
一
四
日
（
日
）

　
　
　
※ 

月
曜
日
休
園
（
月
曜
日
祝
日
の
場
合
、

翌
日
火
曜
日
休
園
）

時
間
： 

午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
　
　
　
　
　
　（
午
後
三
時
三
〇
分
最
終
受
付
）

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
一
般
公
開
期
間
中
に
特

別
公
開
期
間
を
設
け
て
、
米
蔵
企
画
展
や
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
園
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

本
間
氏
別
邸
庭
園
（
鶴
舞
園
）

今
年
は
庭
園
の
太
鼓
橋
の
欄
干
と
橋
板
の
取
り

替
え
作
業
と
、
枯
死
し
た
黒
松
の
伐
採
作
業
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
黒
松
の
伐
採
は
景
観
に
影
響
を
与

え
そ
う
で
心
配
で
す
。

小
石
川
後
楽
園

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
困
難
で
し
た
が
、 

二
〇
二
〇
年
一
一
月
に
は
「
雪
吊
り
」
の
製
作
過
程

を
撮
影
し
、Y

o
u
T
u
b
e

に
て
配
信
し
ま
し
た
。
新
し

い
日
常
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
内
容
、
情
報
発
信
に

努
め
て
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
三
月
、
調
査
開
始
か
ら
数
え
る
と 

約
十
年
を
か
け
て
東
京
都
が
修
復
工
事
を
行
っ

た
「
白
糸
の
滝
」
の
工
事
が
完
了
し
、
久
し
ぶ
り

に
滝
の
水
音
が
響
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、 

二
〇
二
〇
年
一
一
月
に
は
、
戦
災
で
焼
失
し
た
「
唐

門
」
の
復
元
整
備
工
事
が
終
わ
り
、
一
二
月
か
ら
一

般
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
「
唐
門
」
は
水
戸
徳
川
藩

邸
の
内
庭
か
ら
後
楽
園
へ
と
向
か
う
正
式
な
門
で
、

こ
の
門
が
復
元
さ
れ
た
こ
と
で
、
往
時
の
庭
園
鑑
賞

の
ル
ー
ト
で
「
お
庭
拝
見
」
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
門
に
も
窓
口
を
開
設
し
、 

Ｊ
Ｒ
水
道
橋
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
至
便
に
な
っ
て
い

ま
す
。

日
常
の
維
持
管
理
に
加
え
、
大
堰
川
の
「
洲
浜
」

全
域
の
ぐ
り
返
し
、
蛇
籠
の
更
新
に
よ
り
、「
川
の
景
」

を
引
き
締
め
ま
し
た
。
ま
た
、
当
園
の
重
要
な
要
素

で
あ
る
大
泉
水
「
蓬
莱
島
」
で
は
二
年
を
か
け
て
枝

葉
を
透
か
し
、
低
木
を
整
理
す
る
こ
と
で
絵
図
に
あ

る
、
か
つ
て
の
姿
に
復
元
し
ま
し
た
。

六
義
園

「
し
だ
れ
桜
・
紅
葉
と
大
名
庭
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
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会
員
の
皆
様
か
ら
、
平
成
三
十
年
四
月
に
寄
せ

ら
れ
た
近
況
報
告
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

   

金
平
成
園
（
澤
成
園
） 

一
般
公
開 

春
季
：
平
成
三
十
年
四
月
二
十
日
か
ら
五
月
六
日
、 

夏
季
：
平
成
三
十
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
十

九
日 秋

季
：
平
成
三
十
年
十
月
十
九
日
か
ら
十
一
月
四

日 

市
民
茶
会
：
平
成
三
十
年
十
月
二
十
八
日 

  

旧
池
田
氏
庭
園 

庭
園
内
に
あ
る
洋
館
が
平
成
二
十
九
年
十
一
月

二
十
八
日
付
け
の
文
部
科
学
省
告
示
（
官
報
告
示
）

で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
は
期
間
限
定
の
公
開
で
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
雪
消
え
後
の
整
備
が
終
わ
る
五

月
中
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
ま
で
の
間
、
常
時
公
開
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

旧
秋
田
藩
主
別
邸
（
如
斯
亭
）
庭
園 

 

修
復
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お
陰
様

で
完
成
し
、
二
〇
一
七
年
十
月
二
十
一
日
に
開
園
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
来
、
通
年
公
開
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

本
間
氏
別
邸
庭
園
（
鶴
舞
園
） 

昨
年
の
庭
園
は
、
風
と
枯
死
に
よ
る
枝
折
が
目
立

っ
た
一
年
で
し
た
。
そ
れ
と
、
高
木
の
剪
定
が
行
え

ず
に
枝
が
張
り
、
低
木
の
育
成
と
景
観
に
も
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
名
勝
指
定
外
の
庭
園
外
周
部
の
樹
木
の

管
理
に
手
が
ま
わ
ら
ず
、
密
生
し
荒
れ
た
状
態
で
あ

る
こ
と
も
悩
み
で
す
。 

  西
山
御
殿
跡
（
西
山
荘
） 

 
 

二
〇
一
八
年
三
月
に
保
存
活
用
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
整
備
基
本
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
二
〇
一
八
年
一
月
防
災
拠
点
及
び
ガ
イ
ダ

ン
ス
機
能
を
有
し
た
管
理
棟
の
「AN

N
EX

」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

  小
石
川
後
楽
園 

四
季
折
々
に
移
り
変
わ
る
景
観
を
よ
り
一
層
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な
趣
向
で
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
か
つ
て
後
楽
園
で
舞
っ
た
と
い

う
史
実
に
基
づ
い
た
雅
楽
の
公
演
、
秋
の
田
園
風
景

の
中
で
の
里
神
楽
な
ど
、
小
石
川
後
楽
園
な
ら
で
は

の
取
り
組
み
が
お
客
様
に
好
評
で
し
た
。
二
年
目
と

な
る
水
戸
と
の
連
携
事
業
で
は
、
水
戸
市
以
外
に
も

様
々
な
団
体
と
イ
ベ
ン
ト
協
力
し
、
内
容
も
充
実
し

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

維
持
管
理
で
は
、
在
来
工
法(

二
和
土)

に
よ
る
園

路
の
舗
装
補
修
を
継
続
的
に
行
い
、
庭
園
景
観
に
配

慮
し
な
が
ら
観
賞
者
の
足
元
の
安
全
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
神
田
上
水
跡
の
水
門
の
補
修
を
行
い

ま
し
た
。
庭
園
有
識
者
に
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、
田

園
の
ひ
な
び
た
景
観
に
馴
染
む
仕
様
を
検
討
し
補
修

に
よ
り
改
善
を
図
っ
た
こ
と
で
、「
田
園
の
景
」
の
魅

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  六
義
園 

築
庭
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
「
し
だ
れ

桜
・
紅
葉
と
大
名
庭
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
は
、
そ



偕
楽
園

偕
楽
園
の
見
晴
広
場
に
あ
っ
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
「
左

近
の
桜
」
は
令
和
元
年
の
台
風
一
五
号
で
倒
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
令
和
三
年
、
宮
内
庁
か
ら
後
継
苗

木
の
提
供
を
受
け
、
令
和
五
年
三
月
一
六
日
に
開
催

し
た
植
樹
式
典
に
お
い
て
、
秋
篠
宮
家
の
佳
子
さ
ま

が
お
手
植
え
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
二
年
に
策
定
し
た
「
偕
楽
園
魅
力
向
上
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
踏
ま
え
、
偕
楽
園
拡
張
部
に
お

い
て
県
内
初
に
な
る
P
a
r
k

-

P
F
I
制
度
を
活

用
し
、
令
和
五
年
四
月
七
日
に
国
際
会
議
等
も
視
野

に
入
れ
る
「
T
h
e
迎
賓
館　

偕
楽
園　

別
邸
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

小
石
川
後
楽
園

二
〇
二
〇
･
二
〇
二
一
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
休
園
・
開

園
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
二
二
年
度
は

三
年
ぶ
り
に
通
年
で
開
園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
年
度
初
め
は
、
二
〇
一
九
年
度
以
前
の
来
園
者

数
に
は
ま
だ
ま
だ
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
度
後

半
に
は
次
第
に
来
園
者
が
増
え
、
外
国
人
観
光
客
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
三
月
七
日
に
小
石
川
後
楽
園
は
「
文

化
財
指
定
一
〇
〇
周
年
」
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
二

〇
二
三
年
二
月
四
日
～
三
月
一
〇
日
に
記
念
行
事
を

多
数
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
能
楽
、
里
神
楽
、
雅
楽

に
加
え
、
水
戸
藩
の
剣
術
や
中
国
の
伝
統
芸
能
の
公

演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
庭
園
の
価
値
を

伝
え
る
企
画
と
し
て
、
当
協
会
会
長 

亀
山
章
先
生
、

日
本
庭
園
協
会
名
誉
会
長 

龍
居
竹
之
介
先
生
他
に

よ
る
特
別
講
演
会
や
「
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
」
の

協
力
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

様
々
な
世
代
に
小
石
川
後
楽
園
に
親
し
み
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
近
隣
の
文
化
施
設
や
最
寄
り
駅
と

連
携
し
た
重
ね
押
し
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、
文
京
区

の
小
学
生
に
よ
る
梅
の
記
念
植
樹
も
実
施
し
、
大
変

な
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

当
園
の
景
観
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
主
景
観
の

一
つ
で
あ
る
大
泉
水
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
鳴
門
」

の
水
門
を
補
修
し
て
、
大
泉
水
の
水
位
と
水
循
環
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
白
糸

の
滝
」
の
景
観
を
維
持
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
視

点
場
か
ら
の
鑑
賞
景
観
を
確
認
し
な
が
ら
、
周
辺
ビ

ル
な
ど
が
見
え
な
い
よ
う
に
緩
衝
機
能
を
高
め
る
補

植
を
行
い
ま
し
た
。

六
義
園

二
〇
二
二
年
度
、
秋
に
は
三
年
ぶ
り
に
「
庭
紅
葉

の
六
義
園
」
、
春
に
は
四
年
ぶ
り
に
「
春
夜
の
六
義
園
」

夜
間
特
別
観
賞
を
実
施
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
と
混
雑
防
止
と
し
て
、
ど
ち
ら
の

イ
ベ
ン
ト
も
一
日
の
上
限
人
数
を
二
、
五
〇
〇
人
と

し
、
ゆ
っ
た
り
と
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

入
園
方
法
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
決
済
制
を

導
入
し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
操
作
が

不
慣
れ
な
方
へ
の
対
応
と
し
て
当
日
券
の
販
売
も
行

い
、
非
常
に
好
評
で
し
た
。
令
和
五
年
度
も
実
施
予

定
の
た
め
、
前
回
の
反
省
点
や
問
題
点
を
し
っ
か
り

と
検
証
し
、
さ
ら
な
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
魅
力
向
上
・

拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

維
持
管
理
で
は
吉
野
の
景
観
を
表
現
す
る
築
山

へ
続
く
「
木
枯
峯
」
で
、
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
サ
ク
ラ
の
景
観
回
復
に
努
め
る
な

ど
、
六
義
園
八
十
八
境
を
維
持
す
る
取
組
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
継
続
安
全
管
理
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
六
義
園
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
文
化
財

の
普
及
啓
発
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

旧
浜
離
宮
庭
園

二
〇
二
二
年
三
月
二
一
日
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
休
園
・
開
園
を

何
度
か
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
年
三
月
二
二

日
の
再
開
園
以
降
は
閉
園
期
間
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
し
ま
し
た
。

十
三
夜
の
前
後
六
日
間
で
開
園
時
間
を
延
長
し
、

園
内
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
施
し
夜
間
の
幻
想
的
な
庭
園
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を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夜
の
お
月
見
散
歩

を
テ
ー
マ
に
、
月
見
台
を
用
意
し
、
船
上
雅
楽
、
利

き
酒
会
や
茶
会
、
特
別
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど
、
庭
園

全
体
を
使
っ
て
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
園
初
の
試
み
と
し
て
芋
名
月

と
栗
名
月
の
二
回
お
月
見
を
行
う
こ
と
を
提
案
、
向

島
百
花
園
（
東
京
都
墨
田
区
）
の
恒
例
行
事
で
あ
る

「
月
見
の
会
」
と
連
動
し
て
、
二
庭
園
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施
し
て
、
都
内
各
所
、
近
県
か
ら

ご
来
園
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
恒
例
と
な
っ
た
「
放
鷹
術
の
実
演
」

を
二
年
ぶ
り
に
再
開
し
た
ほ
か
、
「
マ
ツ
の
み
ど
り

摘
み
」
や
「
雪
吊
り
」
を
紹
介
す
る
見
学
会
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
庭
園
ガ
イ
ド
も
再
開
し
、
庭
園

伝
統
技
能
や
歴
史
、
文
化
等
見
ど
こ
ろ
を
お
伝
え
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

二
〇
二
三
年
年
明
け
か
ら
は
、
海
外
か
ら
の
お
客

様
が
増
え
、
今
園
内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

旧
芝
離
宮
庭
園

当
園
で
は
、
周
辺
地
域
と
連
携
し
て
五
月
下
旬

に
夜
間
特
別
開
園
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
へ
の
願
い
や
「
も
っ
と
花
見
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
演
出
に
よ
る
「
光
の
桜
」
を
咲
か
せ
、
多

く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
の
催
事
で
は
、
津
軽
三
味
線
の
演
奏
会
や
園
内

の
弓
道
場
に
お
け
る
弓
道
イ
ベ
ン
ト
「
弓
道
見
学
会
」

や
「
弓
矢
づ
く
り
」
を
実
施
し
、
お
子
様
か
ら
大
人

ま
で
広
い
年
齢
層
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
「
マ
ツ
の
み
ど
り
摘
み
」
や
「
雪
吊
り
」
の
見

学
会
を
開
催
し
、
伝
統
技
能
の
発
信
に
も
努
め
ま
し

た
。園

内
の
維
持
管
理
で
は
、
当
園
の
見
ど
こ
ろ
の
一

つ
で
あ
る
「
砂
浜
」
の
黒
ボ
ク
石
護
岸
の
補
修
工
事
、

景
観
支
障
木
で
あ
る
タ
ブ
の
伐
採
な
ど
を
行
い
、
庭

園
景
観
の
向
上
、
保
全
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た

「
小
池
」
の
景
観
阻
害
と
匂
い
の
発
生
原
因
と
な
る

藻
の
除
去
を
は
じ
め
と
し
た
池
清
掃
を
実
施
し
、
水

質
改
善
に
努
め
ま
し
た
。　

今
後
も
顧
客
満
足
度
の
向
上
に
努
力
し
、
魅
力
あ

る
庭
園
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

向
島
百
花
園

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
を
徐
々
に

再
開
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
で

あ
る
「
虫
き
き
の
会
」
や
「
月
見
の
会
」
の
三
年
ぶ

り
開
催
に
あ
た
り
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
積
極
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
展
開
。
テ
レ
ビ
局
四
社
、
ラ
ジ
オ
局
一
社

に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
菊
の
展
示
イ
ベ
ン
ト
「
菊
が
彩
る
江
戸
花
屋

敷
」
で
は
、
江
戸
時
代
の
古
典
菊
の
品
評
会
を
再
現

し
た
展
示
を
行
い
、
江
戸
の
園
芸
文
化
盛
ん
な
時
代

に
誕
生
し
た
当
園
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

維
持
管
理
で
は
、
計
画
的
に
準
備
し
て
き
た
白
滝

枝
垂
を
移
植
し
、
か
つ
て
存
在
し
た
「
寿
星
梅
」
と

し
て
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
代
表
す
る
庭
園
と
し
て
、

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
草
花
の
育
成
な
ど
様
々
な

場
面
で
地
域
社
会
と
連
携
し
、
魅
力
向
上
・
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

旧
古
河
氏
庭
園

旧
古
河
氏
庭
園
は
、
大
正
期
の
邸
宅
庭
園
で
あ

り
、
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
設
計
の
洋
館
と
洋
風

庭
園
、
七
代
目
小
川
治
兵
衛
作
庭
の
日
本
庭
園
で
知

ら
れ
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
と
秋
に
バ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、
約

一
〇
〇
種
二
〇
〇
株
の
バ
ラ
を
多
く
の
お
客
様
に
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
期
間
中
に
美
し
い
大
輪

の
花
を
咲
か
せ
、
観
賞
者
か
ら
の
目
線
や
温
暖
化
に

よ
る
気
候
変
動
も
勘
案
し
、
バ
ラ
の
開
花
調
整
を
行

う
な
ど
年
間
計
画
に
基
づ
く
維
持
管
理
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

小
川
治
兵
衛
の
日
本
庭
園
を
よ
り
知
っ
て
い
た
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だ
く
た
め
、
紅
葉
期
は
「
紅
葉
と
バ
ラ
、
和
と
洋
の
秋
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
秋
の
バ
ラ
と
紅
葉
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
合
わ
せ
る
こ
と
や
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

日
本
庭
園
の
修
景
が
実
を
結
び
、
和
と
洋
の
調
和
す

る
庭
園
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
多
く
の

方
に
来
園
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
「
大
滝
」
の
石
組
補
修
や
流
れ
の
復
活
、
都

市
公
園
風
の
固
定
式
ベ
ン
チ
を
文
化
財
庭
園
の
景
観

に
馴
染
む
可
動
式
の
縁
台
に
変
更
す
る
な
ど
の
維
持

管
理
の
ほ
か
、
剪
定
や
園
路
舗
装
等
も
行
い
、
安
全

管
理
に
も
努
め
ま
し
た
。

殿
ヶ
谷
戸
庭
園
（
随
冝
園
）

三
菱
創
業
者
岩
崎
家
ゆ
か
り
の
殿
ヶ
谷
戸
庭
園

は
、
主
屋
前
に
広
大
な
芝
生
地
の
洋
風
庭
園
、
東
側

に
は
湧
水
か
ら
な
る
池
を
中
心
と
し
た
和
風
庭
園
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
二
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
実
施
し
つ
つ
年
間
を
通
じ
て
開
園
、
特
に
来
園

者
が
多
い
秋
に
は
「
雪
吊
り
」
「
霜
除
け
」
を
テ
ー

マ
に
伝
統
技
能
見
学
会
を
開
催
、
ま
た
紅
葉
亭
を
会

場
と
す
る
生
け
花
や
日
本
茶
イ
ベ
ン
ト
な
ど
季
節
感

あ
る
催
し
を
実
施
し
、
お
客
様
に
満
足
い
た
だ
く
事

が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
維
持
管
理
の
取
組
と
し
て
、
貴
重
な
文
化

財
建
造
物
保
全
の
た
め
「
主
屋
」
と
「
紅
葉
亭
」
の

屋
根
補
修
を
実
施
し
た
ほ
か
、
お
客
様
を
お
迎
え
す

る
為
利
用
頻
度
の
高
い
紅
葉
亭
四
阿
縁
台
の
清
掃
、

地
下
に
雨
水
が
流
入
し
や
す
い
構
造
で
あ
る
「
蔵
」

周
辺
の
雨
水
桝
を
切
下
げ
、
大
雨
対
策
を
実
施
し
ま

し
た
。
中
門
付
近
の
建
仁
寺
垣
は
技
能
伝
承
研
修
に

参
加
し
た
若
手
職
員
が
習
得
し
た
施
行
方
法
で
美
し

く
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
武
蔵
野
の
自
然
が
残
る
当
園
で
は
、
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
季
節
毎
の
野
草
開
花
マ
ッ

プ
を
作
成
、
配
布
す
る
と
と
も
に
、
崖
下
の
山
野
草

を
車
回
し
に
一
部
移
植
し
て
高
齢
者
な
ど
様
々
な
お

客
様
に
も
野
草
を
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
と
、
景
観
向
上
の
為
の
庭
園
維

持
や
施
設
管
理
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

瑞
泉
寺
庭
園

当
庭
園
の
中
心
を
な
し
ま
す
鎌
倉
石
の
岩
盤
の

風
化
防
止
工
事
の
準
備
を
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
、

環
境
事
業
計
画
研
究
所
の
ご
指
導
の
下
始
め
て
お
り

ま
す
。

三
溪
園

二
〇
二
二
年
度
は
、
約
五
年
に
わ
た
る
大
規
模
な

修
繕
を
終
え
た
重
要
文
化
財
・
臨
春
閣
の
完
成
と
三

溪
園
完
成
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
、
臨
春
閣
内
部
の

一
般
公
開
の
ほ
か
、
特
別
講
師
と
三
溪
園
学
芸
員
に

よ
る
臨
春
閣
入
室
特
別
見
学
ツ
ア
ー
、
白
雲
邸
（
横

浜
市
有
形
文
化
財
）
で
の
懐
石
料
理
と
臨
春
閣
入
室

見
学
・
呈
茶
を
組
み
合
わ
せ
た
高
付
加
価
値
ツ
ア
ー
、

現
代
建
築
を
撮
影
し
て
き
た
写
真
家
・
田
中
克
昌
氏

に
よ
る
写
真
展
『
あ
と
さ
き
―
臨
春
閣
―
』
な
ど
、

臨
春
閣
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
実
施
し
ま
し

た
。ま

た
、
横
山
大
観
な
ど
近
代
の
日
本
画
家
た
ち
が

制
作
を
行
っ
た
場
所
、
「
鶴
翔
閣
」
で
『
掛
軸
と
絵

画
の
未
来
展 

―
美
大
生
と
表
具
師
＠
三
溪
園 

パ
ト

ロ
ネ
ー
ジ
ュ
の
か
た
ち
―
』
を
開
催
し
、
過
去
か
ら

現
代
へ
つ
な
が
る
芸
術
支
援
の
場
と
し
、
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

庭
園
整
備
で
は
、
正
門
の
桂
垣
（
穂
垣
）
や
大
池

護
岸
の
一
部
修
理
を
実
施
し
た
ほ
か
、
三
年
間
ほ
ど

続
く
、
松
く
い
虫
被
害
へ
の
対
応
と
し
て
枯
損
木
伐

採
や
樹
幹
注
入
剤
に
よ
る
防
除
対
策
を
実
施
し
ま
し

た
。重

要
文
化
財
建
造
物
保
存
修
理
事
業
で
は
、
臨
春

閣
が
二
〇
二
二
年
秋
に
完
成
し
、
旧
東
慶
寺
仏
殿
、

月
華
殿
に
つ
い
て
は
二
〇
二
三
年
度
末
ま
で
に
完
成

す
る
予
定
で
す
。
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旧
新
発
田
藩
下
屋
敷
（
清
水
谷
御
殿
）
庭
園

初
代
新
発
田
藩
主
・
溝
口
秀
勝
侯
が
、
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）
に
加
賀
大
聖
寺
よ
り
入
封
し
て
以
来
、

十
二
代
直
正
侯
ま
で
改
易
や
国
替
え
が
な
く
二
七
四

年
間
続
い
た
新
発
田
藩
の
大
名
庭
園
で
あ
る
。
溝
口

藩
、
下
屋
敷
庭
園
は
、
幕
府
の
茶
道
方
・
縣
宗
知
の

作
庭
に
よ
る
「
水
」
の
字
を
模
っ
た
池
泉
回
遊
式
庭

園
で
あ
り
、
数
多
く
の
樹
種
が
存
在
す
る
。
昨
年
末

の
暴
風
と
大
雪
に
よ
り
、
目
通
り
三
〇
㎝
程
の
大
樹

が
倒
壊
、
裂
折
し
た
被
害
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
お
城

か
ら
移
築
し
た
知
政
庁
大
門
の
茅
葺
屋
根
が
経
年
劣

化
し
茅
の
落
下
が
目
立
ち
観
覧
者
へ
の
影
響
も
あ
る

た
め
、
本
年
五
月
下
旬
か
ら
、
文
化
庁
及
び
新
発
田

市
の
補
助
金
協
力
を
得
て
茅
葺
屋
根
の
全
体
を
葺
き

替
え
す
る
工
事
が
決
定
し
て
い
る
。

兼
六
園

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
も
だ
い
ぶ
落
ち

着
き
、
園
内
に
も
修
学
旅
行
や
海
外
か
ら
の
お
客
様

が
増
え
、
活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
二
四
年

は
兼
六
園
が
「
兼
六
公
園
」
と
し
て
一
般
に
開
放
さ

れ
て
か
ら
一
五
〇
年
と
な
り
、
北
陸
新
幹
線
も
敦
賀

ま
で
延
伸
し
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
賑
わ
い
が
期
待
さ

れ
る
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
を
美
し
い
庭
園

に
お
迎
え
で
き
る
よ
う
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
兼
六
園
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

成
巽
閣
庭
園

年
末
と
二
月
に
降
雪
が
あ
り
ま
し
た
が
、
樹
木
の

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
老
齢
化
に
よ

り
枯
死
す
る
樹
木
が
あ
り
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
（
外

周
で
す
が
、
三
〇
ｍ
位
の
ア
カ
マ
ツ
が
一
本
）

伊
藤
氏
庭
園

昨
年
度
一
〇
月
に
一
般
公
開
を
実
施

瀧
谷
寺
庭
園

令
和
四
年
一
〇
月
に
庭
園
中
腹
の
三
尊
石
の
中

心
の
石
が
経
年
の
雨
に
よ
る
土
砂
流
出
に
よ
り
倒
れ

た
。
破
損
は
無
し
。
四
月
に
修
復
予
定
。

西
福
寺
書
院
庭
園

寺
院
僧
侶
、
専
門
造
園
業
者
に
よ
る
手
入
れ
に

よ
り
保
た
れ
て
い
ま
す
。
つ
つ
じ
の
花
が
あ
ま
り
咲

か
な
い
の
が
数
年
続
い
て
い
ま
す
が
、
紅
葉
は
年
に

よ
っ
て
鮮
や
か
さ
が
変
化
し
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は

割
と
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
色
あ
い
で
す
。

江
間
氏
館
跡
庭
園

地
元
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
と
共
同
で
、
名

勝
庭
園
の
活
用
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
様
々
な
活
用
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

地
元
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
昨
年
度
は
フ

レ
ン
チ
会
食
や
手
打
ち
そ
ば
、
お
茶
会
等
、
庭
園
を

眺
め
な
が
ら
料
理
を
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
や
小
学
生

向
け
の
箱
庭
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、
幅
広
い

年
齢
層
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
復
元
堀
修
復
等
の
作
業
を
体
験

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の

参
加
者
を
参
加
交
流
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ヒ
ダ
ス
ケ
」

で
募
集
す
る
予
定
で
す
。
今
後
も
全
国
各
地
で
行
わ

れ
て
い
る
様
々
な
活
用
等
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

龍
潭
寺
庭
園

昨
年
年
末
に
庭
園
内
の
池
湖
岸
の
礼
拝
石
が
陥

没
し
始
め
、
五
セ
ン
チ
ほ
ど
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
緊
急
の
工
事
を
い
た
し
ま
し
た
。
環
境
事
業

計
画
研
究
所
、
吉
村
龍
二
氏
に
相
談
し
、
浜
松
市
文

化
財
課
の
担
当
か
ら
文
化
庁
に
変
更
手
配
を
提
出
し

施
行
し
ま
し
た
。

二
年
前
に
乱
杭
の
交
換
工
事
を
し
、
報
告
書
に

陥
没
の
施
工
が
必
要
で
あ
る
と
明
記
し
て
あ
り
ま
し

た
。
正
式
な
手
配
を
す
る
と
、
時
間
が
か
か
り
手
遅

れ
に
な
る
が
あ
る
と
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
結
論

で
、
工
事
に
吉
村
氏
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
き
無
事

工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。
浜
町
祖
埋
葬
文
化
課
も
あ

わ
せ
て
発
掘
調
査
を
し
、
現
状
把
握
が
で
き
文
化
庁
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に
も
報
告
書
を
送
り
ま
し
た
。

地
盤
が
岩
盤
を
利
用
し
て
池
の
施
工
し
た
こ
と

が
判
明
し
、
濾
水
の
原
因
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
す
。

名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園

令
和
四
年
度
は
紅
葉
の
季
節
に
あ
わ
せ
た
二
週

間
の
夜
間
特
別
公
開
と
し
て
、
初
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
し
た
。
令
和
五
年
度
か
ら
御
茶
屋
の
移

築
再
建
工
事
に
着
手
予
定
で
す
。

旧
龍
性
院
庭
園

令
和
二
年
度
よ
り
支
障
木
の
伐
採
を
進
め
、
四
年

度
に
完
了
を
し
ま
し
た
。

諸
戸
氏
庭
園

建
造
物
の
修
理
事
業
は
令
和
四
年
度
で
完
了
し

ま
し
た
が
、
庭
園
の
修
理
事
業
は
残
り
三
年
ほ
ど
か

か
る
予
定
で
す
。

多
賀
大
社
奥
書
院
庭
園

当
社
の
奥
書
院
庭
園
（
名
勝
）
は
、
桃
山
時
代

の
池
泉
鑑
賞
式
の
庭
園
で
豊
臣
秀
吉
公
に
よ
っ
て
築

造
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
近
年
に
な
り

風
雪
や
経
年
の
影
響
に
よ
り
護
岸
石
が
崩
落
し
、
石

橋
に
亀
裂
が
見
つ
か
り
、
本
年
度
（
令
和
五
年
度
）
、

文
化
庁
、
県
、
町
教
育
委
員
会
の
ご
協
力
に
よ
り
荒

廃
防
止
対
策
を
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

兵
主
神
社
庭
園

令
和
三
年
度
、
四
年
度
で
「
名
勝
兵
主
神
社
庭
園

保
存
活
用
計
画
書
」
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

は
こ
の
計
画
書
を
有
効
に
活
用
し
て
二
〇
年
ぶ
り
の

改
修
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

玄
宮
楽
々
園

令
和
三
年
度
に
護
岸
工
事
が
完
了
し
、
現
在
は
園

池
外
縁
部
と
中
島
を
つ
な
ぐ
橋
二
点
の
修
理
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
は
玄
宮
園
内
の
建
造

物
で
あ
る
臨
池
閣
や
、
楽
々
園
内
の
建
造
物
の
修
理

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

橋
や
構
造
物
の
修
理
に
つ
い
て
、
本
協
議
会
を
通

じ
て
み
な
さ
ま
の
お
知
恵
を
お
借
り
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

金
剛
輪
寺
明
壽
院
庭
園

保
存
整
備
委
員
会
の
指
導
助
言
の
も
と
、
令
和
四

年
度
は
北
庭
に
お
け
る
高
木
（
杉
、
ヒ
ノ
キ
、
槙
）

の
支
障
枝
の
剪
定
、
南
庭
西
側
池
の
浚
渫
、
庭
園
内

全
域
で
ナ
ラ
タ
ケ
の
防
除
対
策
を
実
施
し
た
。

な
お
、
本
年
三
月
二
〇
日
付
で
庫
裏
と
土
蔵
を
含

む
二
、
七
一
八
㎡
が
名
勝
に
追
加
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
令
和
五
年
度
は
追
加
指
定
部
分
を
含
め

た
新
た
な
保
存
活
用
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

玉
鳳
院
庭
園

建
造
物
に
関
し
て
は
、
大
庫
裏
等
の
屋
根
葺
替
を

予
定
。
玉
鳳
院
の
屋
根
葺
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鹿
苑
寺
（
金
閣
寺
）
庭
園

マ
ス
ク
着
用
も
緩
和
さ
れ
た
中
迎
え
た
コ
ロ
ナ

禍
四
回
目
の
春
。
金
閣
寺
庭
園
は
、
国
内
外
か
ら
の

参
拝
者
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
光
景
が
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

旧
大
乗
院
庭
園

旧
大
乗
院
庭
園
は
、
室
町
時
代
に
徳
政
一
揆
で
焼

亡
し
た
大
乗
院
を
門
跡
尋
尊
が
復
興
し
た
と
き
に
、

将
軍
足
利
義
政
の
同
朋
と
い
わ
れ
る
善
阿
弥
を
呼
ん

で
改
造
さ
せ
た
も
の
で
す
。
一
九
七
三
年
に
文
化
庁

か
ら
公
益
財
団
法
人
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

（
J
N
T
）
が
管
理
団
体
に
指
定
さ
れ
、
荒
廃
し
て

い
た
庭
園
の
発
掘
調
査
や
修
復
整
備
を
積
み
重
ね
平

城
遷
都
一
三
〇
〇
年
に
あ
た
る
二
〇
一
〇
年
か
ら
一

般
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。 

二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
か
年
計
画
で
国
庫
補
助

事
業
を
実
施
し
、
園
路
整
備
、
樹
木
の
修
復
剪
定
・

移
植
、
土
砂
流
出
に
よ
り
汀
が
後
退
し
た
東
大
池
西

側
護
岸
の
復
旧
の
ほ
か
、
二
五
年
ぶ
り
に
中
島
反
橋
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の
架
け
替
え
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
整
備
に
よ

り
、
庭
園
全
体
を
回
遊
し
な
が
ら
快
適
に
観
賞
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
活
動
を
制
限
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
お
茶
会
、
講
座
、

展
示
会
な
ど
積
極
的
に
活
用
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
昨
年
開
催
し
た
観
月
の
夕
べ
に
は
沢
山
の
お
客

様
に
来
園
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奈
良
に
お
越
し
の
際

は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

依
水
園

令
和
四
年
か
ら
三
か
年
計
画
で
重
要
文
化
財
等

防
災
施
設
整
備
事
業
に
よ
る
防
災
施
設
を
設
置
中
。

三
月
に
は
来
園
者
数
が
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
ま
で
回
復

し
ま
し
た
。
そ
の
八
割
強
が
外
国
人
で
す
。

粉
河
寺
庭
園

令
和
四
年
度
、
五
年
度
と
庭
園
の
修
理
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
植
栽
の
剪
定
、
枝
抜
き
、
流
出
土
砂
の

補
充
土
止
め
等
を
平
澤 

毅　

主
任
文
化
財
調
査
官
、

亀
山 

章　

会
長
、
庭
園
保
存
修
理
委
員
会
の
方
々

と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

安
養
院
庭
園

令
和
三
年
よ
り
現
在
迄
三
年
若
閉
園
の
為
、
収
入

無
し
。
現
在
も
閉
園
中
。

観
音
院
庭
園

お
か
げ
さ
ま
で
保
存
修
理
事
業
を
継
続
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

美
し
い
庭
園
を
未
来
へ
引
き
継
げ
る
よ
う
、
今
後

も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支
援
の
程
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

財
間
氏
庭
園

ウ
メ
モ
ド
キ
が
弱
り
ま
し
た
の
で
、
植
替
え
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

岡
山
後
楽
園

Ｒ
三
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
休
園
す
る
こ
と
も
多
く
、
入
園
者
数
も
激
減
し

ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
入
園
者
数
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の

八
割
近
く
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
度
は
、
「
二
色
が
岡
」
を
築
庭
当
時
の

景
観
に
再
生
す
る
事
業
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
文
化
財
庭
園
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
維
持

す
る
た
め
、
園
内
亭
舎
等
の
茅
葺
き
屋
根
の
葺
替
え

な
ど
を
計
画
的
に
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
春
の
幻
想
庭
園

を
は
じ
め
、
恒
例
の
年
中
行
事
開
催
に
加
え
、
後
楽

園
な
ら
で
は
の
和
の
空
間
を
活
か
し
、
上
質
な
日
本

の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
、

訪
日
客
を
含
む
誘
客
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

浄
土
寺
庭
園

苔
の
中
に
生
え
る
草
を
除
去
す
る
方
法
に
つ
い
て

教
え
て
頂
き
た
い
。
有
効
な
除
草
剤
は
あ
り
ま
す
か
？

栗
林
公
園

栗
林
公
園
は
、
約
四
〇
〇
年
前
の
江
戸
時
代
初
期

か
ら
築
庭
が
重
ね
ら
れ
、
一
〇
〇
年
以
上
の
歳
月
を

か
け
完
成
さ
れ
た
歴
史
あ
る
大
名
庭
園
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
の
庭
師
職
人
が
、
丹
精
込
め
て
手
入
れ

を
し
て
き
た
千
本
を
超
え
る
松
が
、
今
日
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

令
和
四
年
は
、
初
代
藩
主
松
平
頼
重
公
生
誕
四

〇
〇
年
、
入
封
三
八
〇
年
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
、
松
平
家
の
御
家
紋
「
三
つ
葉
葵
」
を
染
め

抜
い
た
庭
師
半
纏
を
、
公
益
財
団
法
人
松
平
公
益
会

様
よ
り
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
別
名
勝
「
栗

林
公
園
」
に
お
い
て
、
庭
師
半
纏
を
着
用
し
、
江
戸

時
代
さ
な
が
ら
の
装
束
で
剪
定
作
業
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
来
園
者
に
日
常
で
は
味
わ
え
な
い
特
別
な

雰
囲
気
づ
く
り
と
世
界
観
を
演
出
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
の
「
名
勝
」
指

定
か
ら
一
〇
〇
周
年
で
も
あ
り
、
記
念
講
演
を
実
施

し
ま
し
た
。

令
和
五
年
は
、
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
）
年
三

月
三
一
日
に
、
「
特
別
名
勝
」
指
定
か
ら
七
〇
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
二
二
年
ぶ
り
に
架
け
替
え
工
事
を
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行
っ
た
偃
月
橋
の
竣
工
式
な
ら
び
に
開
園
記
念
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
魅
力
あ
る
庭
園
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
園
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

臥
龍
山
荘
庭
園

臥
龍
山
荘
庭
園
は
令
和
三
年
一
〇
月
に
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
、
令
和
四
年
度
よ
り
本
協
議
会
に
入

会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
大
洲
市
で
は
保
存
活
用
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
令
和
五
年
度
末
に
は
計
画
書
が
完

成
す
る
予
定
で
す
。
既
に
計
画
策
定
さ
れ
て
い
る
皆

様
、ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

仙
厳
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園

二
〇
二
二
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
少
し
ず
つ
落
ち
着
く
中
、
仙
巌
園
で
は
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
体
験
施
設
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
四
半
的
、
甲
冑
着
想
、
大
島
紬
着
付
け
な
ど

の
文
化
体
験
が
出
来
る
施
設
で
、
中
で
も
「
薩
摩
切

子
の
か
け
ら
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
」は
「
仙

巌
園
で
し
か
出
来
な
い
」
気
軽
に
体
験
で
き
る
時
間

と
価
格
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
数
多
く
の
お
客

様
に
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
夏
休
み
は
「
小

中
学
生
入
園
無
料
」
さ
ら
に
県
内
の
お
客
様
を
中
心

に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
県
内
の
お
祭
り

が
復
活
し
、
一
〇
月
に
は
五
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る

「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」が
鹿
児
島
で
開
か
れ
、「
全

国
旅
行
支
援
」
も
始
ま
り
鹿
児
島
へ
の
観
光
客
が

戻
っ
て
く
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
は

「
七
・
八
月　

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
「
一
〇

月　

鹿
児
島
国
体
」
な
ど
が
主
な
出
来
事
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
他
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港
も
戻
り
つ
つ
あ

り
鹿
児
島
へ
の
観
光
も
さ
ら
に
活
発
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

仙
巌
園
で
は
こ
の
よ
う
な
観
光
動
向
の
も
と
さ

ら
に
文
化
財
庭
園
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

旧
島
津
氏
玉
里
邸
庭
園

大
規
模
改
修
か
ら
約
一
〇
年
が
経
ち
、
経
年
劣
化

箇
所
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
木
剪
定
に
よ
る
修

景
や
補
植
を
行
っ
て
い
く
計
画
で
す
。
今
年
度
は
故

障
し
た
井
戸
ポ
ン
プ
の
更
新
と
、
安
全
対
策
の
た
め

の
高
木
剪
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

識
名
園

識
名
園
は
、
令
和
五
年
度
か
ら
六
年
度
に
か
け
、

保
存
活
用
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

太
田
家
住
宅
「
太
幸
邸
」
庭
園

現
在
、
東
日
本
大
地
震
で
大
規
模
損
壊
を
受
け
た

主
屋
の
修
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
ド

カ
雪
な
ど
の
雪
害
の
損
壊
も
大
き
く
、
経
年
修
理
と

併
せ
て
、
ま
だ
ま
だ
活
用
で
き
る
ま
で
に
修
復
す
る

の
は
数
年
か
ら
一
〇
年
く
ら
い
か
か
り
そ
う
で
す
。

子
供
の
い
な
い
所
有
者
と
し
て
は
、
主
屋
の
修
理
を

し
な
が
ら
、
活
用
方
法
と
活
用
の
組
織
づ
く
り
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
主
屋
の
修
理
が
完
了
し
、

活
用
方
法
と
活
用
の
組
織
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
庭

園
の
整
備
を
行
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

文
化
財
庭
園
保
存
技
術
者
協
議
会
に
よ
る
技
能

研
修
で
整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
庭
園
で
す
が
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
も
あ
り
、
樹
木
が
大
き
く
成
長

し
、
ま
た
、
苔
の
庭
の
雑
草
や
笹
な
ど
が
繁
茂
し
、

見
る
影
も
な
い
程
、
荒
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
の
様
に
整
備
し
た
ら
良
い
の
か
、
本
来
座
観
式
の

庭
園
で
す
が
、
樹
木
の
背
丈
が
延
び
て
し
ま
い
、
座

敷
か
ら
の
景
観
と
い
う
点
も
思
い
切
っ
た
整
備
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
折
に
は
、
是
非
、
御
教
示
、

お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
相
続
の
問
題
も
抱
え
て
お
り
、
庭

園
の
一
部
を
所
有
し
て
い
る
者
が
、
そ
の
他
の
土
地

と
一
緒
に
売
却
を
予
定
し
て
お
り
、
新
し
い
所
有
者

が
庭
園
を
ど
こ
ま
で
管
理
し
て
く
れ
る
か
、
不
安
も

ご
ざ
い
ま
す
。
建
物
が
建
っ
て
い
な
い
文
化
財
庭
園
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を
単
な
る
土
地
と
し
て
し
か
考
え
な
い
所
有
者
に
文

化
財
庭
園
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う

よ
う
、
説
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
済
力
が
あ
れ
ば
、
土
地
を
購
入
す
る
こ
と
も
可

能
で
し
ょ
う
が
、
な
か
な
か
難
し
い
と
存
じ
ま
す
。

文
化
財
庭
園
の
次
代
へ
の
継
承
に
つ
い
て
も
ご

尽
力
、
お
力
添
え
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
甚
に
存
じ
ま

す
。今

後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。貴

会
の
益
々
の
ご
発
展
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

髙
橋
裕
一
氏

日
比
谷
公
園
は
我
が
国
の
近
代
的
洋
風
都
市
公

園
第
一
号
と
し
て
誰
も
が
認
め
る
公
園
で
す
。
是
非
、

国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

浄
智
寺

現
在
、
環
境
事
業
計
画
研
究
所
さ
ん
、
松
中
造

園
さ
ん
に
よ
る
境
内
整
備
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
の
度
崖
の
保
全
の
た
め
に
施
し
た
様
子
が
手

前
味
噌
で
す
が
素
晴
ら
し
く
、
第
六
〇
回
の
総
会
開

催
地
と
当
方
の
鎌
倉
は
比
較
的
ご
近
所
で
す
か
ら
是

非
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
近
隣
に

は
建
長
寺
・
円
覚
寺
・
瑞
泉
寺
も
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白
鳥
庭
園

本
年
五
月
に
白
鳥
庭
園
本
館
「
茶
室
清
羽
亭
」
建

築
三
五
年
を
記
念
し
て
、
「
中
村
昌
生
の
仕
事
」
―

和
楽
の
場
と
し
て
の
公
共
茶
室
―
展
を
開
催
、
設
計

者
中
村
昌
生
博
士
の
代
表
作
の
一
つ
で
も
あ
る
「
清

羽
亭
」を
中
村
博
士
の
仕
事
と
共
に
紹
介
し
ま
し
た
。

茶
の
湯
の
愛
好
家
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
な
公

共
的
な
茶
室
と
し
て
中
村
博
士
が
考
案
し
た
「
公
共

茶
室
」
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
清
羽
亭
は
、
名
古
屋
の

茶
の
湯
文
化
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
に
は
茶
の

湯
文
化
以
外
の
様
々
な
文
化
活
動
で
の
愛
用
に
供
す

べ
く
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
村
博
士
の
想
い
と
と

も
に
名
古
屋
の
文
化
活
動
、
発
信
拠
点
と
し
て
清
羽

亭
を
守
り
、
継
承
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

植
彌
加
藤
造
園（
株
）（
名
勝
無
鄰
菴
）

・
庭
園
に
つ
い
て

東
山
の
借
景
と
、
池
よ
り
も
流
れ
を
重
視
し
た
施

主
山
縣
有
朋
の
作
庭
意
図
を
く
ん
だ
育
成
管
理
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
施
主
で
あ
る
山
縣
が
愛
で
た
と
い
わ
れ

る
茶
室
や
母
屋
二
階
か
ら
の
比
叡
山
の
景
観
は
、
京

都
市
と
協
議
の
上
、
修
復
剪
定
や
樹
木
を
透
か
し
見

せ
て
、
再
現
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
三
〇
年
の
大
型
台
風
に
よ
る
園
内
の

大
径
木
の
折
損
等
災
害
を
受
け
、
安
全
面
で
は
危
険

木
管
理
帳
（
樹
木
カ
ル
テ
）
を
作
成
し
て
四
半
期
毎

に
状
態
を
点
検
・
把
握
し
、
さ
ら
に
は
各
樹
木
に
設

け
た
安
全
基
準
ま
で
切
下
げ
る
こ
と
で
、
よ
り
東
山

を
望
む
景
観
造
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

・
建
築
に
つ
い
て

京
都
市
に
よ
る
耐
震
工
事
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

母
屋
を
中
心
に
引
き
続
き
耐
震
強
度
の
調
査
中
で

す
。
令
和
四
年
度
は
来
場
者
に
喫
茶
を
提
供
す
る
ス

ペ
ー
ス
の
建
具
の
補
強
、
外
周
土
壁
の
修
繕
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
築
一
二
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
る
建

物
を
日
々
活
用
す
る
こ
と
か
ら
、
来
場
者
の
安
全
確

保
は
も
ち
ろ
ん
、
保
存
と
両
立
で
き
る
よ
う
な
運
営

体
制
を
検
討
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

【
活
用
】

コ
ロ
ナ
禍
に
導
入
し
た
、
引
き
続
き
一
時
間
あ
た

り
の
上
限
人
数
を
設
け
た
予
約
優
先
制
を
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
効
果
や
課
題
を
検
証
し
た
結

果
、
結
果
的
に
入
場
料
収
入
は
減
少
し
た
も
の
の
、

カ
フ
ェ
な
ど
入
場
料
外
の
売
り
上
げ
の
大
幅
な
促
進

に
つ
な
が
り
、
場
内
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
高
い

顧
客
満
足
度
を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
継

続
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
毎
時
二
回
の
対
人
の

無
料
一
〇
分
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
隔
週
水
曜
に
英
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語
ガ
イ
ド
も
再
開
し
、
回
復
し
つ
つ
あ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
こ
た
え
ら
れ
る
体
制
を

整
え
ま
し
た
。

ま
た
、
繁
忙
期
に
お
け
る
来
場
者
の
偏
り
の
平
準

化
を
目
的
と
し
た
季
節
変
動
型
の
入
場
料
金
に
つ
い

て
、
京
都
市
と
の
協
議
の
結
果
、
令
和
五
年
度
か
ら

の
導
入
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
会
則

　

第
一
章　
　

総　

則

　
　

（
名
称
）

第�

一
条　

本
会
は
、
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

と
い
う
。

　
　

（
目
的
）

第�

二
条　

本
会
は
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
、
文
化

財
に
指
定
又
は
登
録
さ
れ
た
庭
園
若
し
く
は
公
園

（
以
下
「
指
定
庭
園
」
と
い
う
。
）
の
所
有
者
若
し

く
は
管
理
者
並
び
に
そ
れ
ら
が
所
在
す
る
地
方
公

共
団
体
の
教
育
委
員
会
（
以
下
「
管
理
者
等
」
と

い
う
。
）
相
互
間
の
密
接
な
連
絡
を
保
ち
指
定
庭

園
の
普
及
宣
揚
及
び
保
存
管
理
に
万
全
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
　

（
事
業
）

第�

三
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一�　

指
定
庭
園
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
意
見

の
発
表
を
行
い
又
は
関
係
行
政
機
関
に
建
議
す
る

こ
と
。

二�　

指
定
庭
園
の
管
理
に
関
す
る
調
査
研
究
並
び
に

こ
れ
ら
に
関
す
る
指
導
及
び
援
助
を
行
う
こ
と
。

三�　

管
理
者
等
相
互
の
連
絡
、
情
報
及
び
出
版
物
の

交
換
を
行
う
こ
と
。

四�　

研
究
会
、
協
議
会
、
講
演
等
の
集
会
を
行
う
こ

と
。

五�　

展
覧
会
の
開
催
及
び
こ
れ
に
対
す
る
援
助
を
行

う
こ
と
。

六�　

会
報
、
そ
の
他
の
印
刷
物
を
刊
行
す
る
こ
と
。

七�　

そ
の
他
、
適
当
と
認
め
た
事
業

２�　

公
開
講
演
等
に
は
会
員
以
外
の
も
の
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

（
事
務
所
）

第�

四
条　

本
会
は
、
事
務
局
を
東
京
都
庁
に
お
く
。

た
だ
し
本
会
支
部
は
、
理
事
会
ま
た
は
総
会
の
決

議
を
得
て
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
章　
　

会　

員

　
　

（
会
員
の
種
類
）

第�
五
条　

本
会
の
会
員
は
次
の
二
種
と
す
る
。

一　

正
会
員　

管
理
者
等

二��　

賛
助
会
員　

本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
個
人
及

び
団
体
で
理
事
会
の
承
認
を
得
た
も
の
。

　
　

（
会
費
）

第�

六
条　

会
員
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
会

費
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。

２�　

既
納
の
会
費
は
、
理
由
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず

こ
れ
を
返
納
し
な
い
。

　
　

（
入
会
申
込
）

第�

七
条　

入
会
を
希
望
す
る
も
の
は
、
入
会
申
込
書

に
会
費
を
添
え
て
申
し
込
む
も
の
と
す
る
。

　
　

（
資
格
の
消
滅
）

第�

八
条　

会
員
の
資
格
は
、
次
の
事
由
に
よ
っ
て
消

滅
す
る
。

一　

退
会
の
届
出

二　

総
会
に
お
け
る
除
名
の
決
議

　

第
三
章　
　

役
員
、
職
員
及
び
顧
問

　
　

（
役
員
の
種
類
）

第�

九
条　

本
会
に
、
次
の
役
員
を
お
く
。

　

会　
　

長　
　

一　

名

　

副 

会 

長　
　

一　

名

　

常
任
理
事　
　

若
干
名

　

理　
　

事　
　

若
干
名

　

監　
　

事　
　

二　

名

　
　

（
役
員
の
選
出
）

第�

十
条　

会
長
、
副
会
長
は
、
総
会
に
お
い
て
推
挙

す
る
。

２�　

常
任
理
事
は
理
事
の
中
か
ら
理
事
会
に
お
い
て

選
任
す
る
。

３�　

理
事
及
び
監
事
は
、
総
会
に
お
い
て
会
員
の
う

ち
か
ら
選
任
す
る
。

　
　

（
役
員
の
任
務
）

第�

十
一
条　

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総

理
す
る
。

２�　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ

る
時
は
会
長
の
職
を
代
行
す
る
。
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３�　

常
任
理
事
は
理
事
会
の
決
定
に
も
と
づ
き
、
常

任
事
務
を
処
理
す
る
。

４　

理
事
は
、
本
会
の
重
要
事
項
を
審
議
す
る
。

５　

監
事
は
会
務
を
監
査
す
る
。

　
　

（
役
員
の
任
期
）

第�

十
二
条　

役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
再
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２�　

補
欠
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
役
員
の
任
期
は
、
前

任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

３�　

役
員
は
任
期
終
了
後
で
も
後
任
者
が
決
ま
る
ま

で
は
引
続
き
そ
の
職
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　

（
職
員
）

第�

十
三
条　

本
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
必
要
な

職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２　

職
員
は
会
長
が
委
嘱
す
る
。

　
　

（
名
誉
会
長
及
び
顧
問
）

第�

十
四
条　

名
誉
会
長
及
び
顧
問
は
、
会
長
の
諮
問

に
応
じ
又
は
、
会
長
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

第
四
章　
　

会　

議

　
　

（
総
会
の
招
集
）

第�

十
五
条　

総
会
は
、
会
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
会

長
が
招
集
す
る
。

２　

通
常
総
会
は
毎
年
一
回
開
く
。

３�　

次
の
場
合
は
臨
時
総
会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一　

理
事
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
。

二�　

会
員
総
数
の
三
分
の
一
以
上
の
者
が
議
題
と
理

由
を
示
し
て
要
求
し
た
と
き
。

４�　

総
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
少
な
く

と
も
会
期
の
二
週
間
前
に
議
題
を
示
し
て
、
書
面

で
会
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

（
総
会
提
出
事
項
）

第�

十
六
条　

通
常
総
会
に
は
、
次
の
事
項
を
提
出
し

て
承
認
及
び
決
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

会
務
報
告

二　

前
年
度
収
支
決
算
報
告

三　

新
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

四　

規
約
の
変
更

　
　

（
総
会
の
議
長
）

第�

十
七
条　

総
会
の
議
長
は
、
会
長
が
こ
れ
に
当
る
。

　
　

（
総
会
の
定
数
及
び
議
決
）

第�

十
八
条　

総
会
は
、
会
員
総
数
の
二
分
の
一
以
上

の
出
席
を
も
っ
て
成
立
し
、
議
事
は
出
席
者
の
過

半
数
を
も
っ
て
決
議
す
る
。

　

�　

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

　
　

（
総
会
表
決
権
の
委
任
）

第�

十
九
条　

会
員
は
、
あ
ら
か
じ
め
書
面
を
も
っ
て
、

総
会
に
お
け
る
表
決
権
の
行
使
を
他
の
出
席
委
員

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２�　

前
項
の
委
任
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
出
席

者
と
み
な
す
。

　
　

（
総
会
の
議
事
録
）

第�

二
十
条　

総
会
の
議
事
録
に
は
、
開
会
の
日
時
、

場
所
、
会
員
の
総
数
、
会
員
の
出
席
数
、
付
議
事

項
、
議
事
経
過
の
概
要
そ
の
結
果
及
び
表
決
数
を

記
録
し
、
議
長
指
名
の
出
席
会
員
二
名
が
署
名
押

印
し
て
保
存
す
る
。

　
　

（
理
事
会
の
招
集
）

第�

二
十
一
条　

理
事
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
常
任

理
事
、
及
び
理
事
を
も
っ
て
構
成
し
、
随
時
必
要

な
と
き
会
長
が
こ
れ
を
召
集
す
る
。

　
　

（
理
事
会
の
審
議
事
項
）

第�

二
十
二
条　

理
事
会
は
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

一　

総
会
へ
の
提
出
事
項

二　

そ
の
他
事
業
遂
行
に
必
要
な
事
項

　
　

（
理
事
会
の
定
数
及
び
決
議
等
）

第�

二
十
三
条　

第
十
七
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規

程
を
理
事
会
に
準
用
す
る
。

　

第
五
条　
　

会　

計

　
　

（
経
費
）

第�

二
十
四
条　

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
附
金
、

そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

　
　

（
財
産
の
管
理
）
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第�

二
十
五
条　

本
会
の
財
産
は
、
理
事
会
の
定
め
た

方
法
に
よ
り
、
会
長
が
こ
れ
を
管
理
す
る
。

　
　

（
会
計
年
度
）

第�

二
十
六
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一

日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

　

付
則

　
　

（
施
行
期
日
）

第�

二
十
七
条　

こ
の
会
則
は
、
昭
和
三
十
五
年
十
一

月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

（
会
費
の
額
）

第�

二
十
八
条　

第
六
条
に
よ
る
会
費
の
額
を
次
の
と

お
り
定
め
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
よ
り
適
用
す

る
。

一　

正 

会 

員　

年
額　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

二　

賛
助
会
員　

年
額　

一
五
、
〇
〇
〇
円

　
　

�（
但
し
指
定
庭
園
一
ヶ
所
並
び
に
一
団
体
に
つ

き
）

改
正　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日
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運
営
委
員
会
規
則

第
一�
条
（
目
的
）
こ
の
規
則
は
、
文
化
財
指
定
庭
園

保
護
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
と
い
う
）
の
会

則
第
二
条
の
目
的
お
よ
び
第
三
条
の
事
業
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
、
理
事
会
の
も
と
に
運
営
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
。

第
二�

条
（
委
員
）
運
営
委
員
会
委
員
（
以
下
、
委
員

と
い
う
）
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
三�

条
（
会
議
）
運
営
委
員
会
の
会
議
は
、
必
要
に

応
じ
て
、
会
長
が
召
集
す
る
。

　
　

二
．�

会
議
は
、
委
員
の
半
数
以
上
の
出
席
を
原

則
と
す
る
。

　
　

三
．�

会
長
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
に
、
委
員

以
外
の
専
門
家
を
参
考
人
と
し
て
、
会
議

へ
の
出
席
を
招
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

四
．�

会
議
の
結
果
、
議
決
さ
れ
た
重
要
な
事
項

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
の
議
を
得
て
実
行

す
る
。

第
四�

条
（
任
務
）
運
営
委
員
会
は
、
第
一
条
の
目
的

に
合
わ
せ
て
、
会
務
運
営
の
た
め
の
情
報
収
集
、

調
査
研
究
、
企
画
の
検
討
・
立
案
・
実
施
の
実

働
体
制
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の

一
部
を
実
践
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

第
五�

条
（
議
事
録
）
会
議
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
そ

の
経
過
お
よ
び
結
果
の
概
要
を
記
録
し
た
議
事

録
を
作
成
す
る
。

第
六�

条
（
委
員
会
の
事
務
）
委
員
会
の
事
務
は
、
協

議
会
の
事
務
局
に
置
く
。

第
七�

条
（
改
廃
）
こ
の
規
則
の
改
廃
は
、
理
事
会
の

議
決
を
経
て
行
う
。

附　
　

則

第
八�

条
（
施
行
）
こ
の
規
則
は
、
二
〇
一
四
年
（
平

成
二
六
）
年
六
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
平

成
二
六
年
六
月
五
日
理
事
会
議
決
）

運
営
委
員
会
委
員

理�

事
会
：
亀
山　

章
（
会
長
）
、
藤
里
明
久
（
副
会
長
、

毛
越
寺
）

民�

間
所
有
者
・
管
理
者
：
諸
戸
公
子
（
諸
戸
財
団
）
、

藤
井　

清
（
養
翠
園
）

公�

共
の
管
理
者
：
（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
文
化

財
庭
園
課

学�

識
者
お
よ
び
技
術
支
援
者
：
吉
村
龍
二
（
文
化
財

庭
園
保
存
技
術
者
協
議
会
）

事
務
局
：
東
京
都
建
設
局
公
園
緑
地
部
管
理
課
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理 事 会 名 簿

役 職 名 会 員 名 都道府県

会 長 亀 山 章

副 会 長 毛越寺庭園 岩 手 県

常任理事 東京都建設局公園緑地部

・旧浜離宮庭園 ・旧芝離宮庭園 ・六義園 ・小石川後楽園

・向島百花園 ・旧古河氏庭園 ・殿ヶ谷戸庭園 随冝園

東 京 都

〃 二条城二の丸庭園 ・京都市文化市民局 京 都 府

理 事 会津松平氏庭園御薬園

・会津若松市教育委員会 ・ 一財 会津若松観光ビューロー
福 島 県

〃 偕楽園 ・茨城県 茨 城 県

〃 兼六園 ・石川県 石 川 県

〃 大沢池 附 名古曽滝跡 ・大本山大覚寺 京 都 府

〃 奈良公園 ・奈良県 奈 良 県

〃 岡山後楽園 ・岡山県 岡 山 県

〃 縮景園 ・広島県 広 島 県

〃 栗林公園 ・香川県 香 川 県

監 事 養翠園 和歌山県

〃 仙巌園 附 花倉御仮屋庭園 ・株式会社島津興業 鹿児島県
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庭
園
名

〒
（
庭
園
）

県
名

庭
園
所
在
地

管
理
者
名

管
理
者
Ｔ
Ｅ
Ｌ

【
東
北
地
方
】

盛
美
園

〇
三
六
―
〇
二
四
二

青
森
県

平
川
市
猿
賀
石
林
一

盛
美
園

〇
一
七
二
―
五
七
―
二
〇
二
〇

瑞
楽
園

〇
三
六
―
八
三
八
四

青
森
県

弘
前
市
大
字
宮
舘
字
宮
舘
沢
二
六
―
二

弘
前
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

〇
一
七
二
―
八
二
―
一
六
四
二

揚
亀
園

〇
三
六
―
八
三
三
二

青
森
県

弘
前
市
大
字
亀
甲
町
六
一

（
株
）
青
森
県
特
産
品
セ
ン
タ
ー

〇
一
七
二
―
三
九
―
一
五
一
一

丹
藤
氏
庭
園
（
旧
三
上
氏
庭
園
）

〇
三
六
―
一
三
〇
三

青
森
県

弘
前
市
大
字
葛
原
字
大
柳
二
〇
―
一

丹
藤
進

〇
一
七
二
―
八
八
―
〇
〇
四
六

旧
池
田
氏
庭
園

〇
一
四
―
〇
八
〇
五

秋
田
県

大
仙
市
高
梨
字
大
嶋
一

大
仙
市
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

〇
一
八
七
―
六
三
―
八
九
七
二

旧
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
別
邸
（
如
斯
亭
）
庭
園

〇
一
〇
―
〇
八
三
四

秋
田
県

秋
田
市
旭
川
南
町
二
―
七
三

秋
田
市
立
佐
竹
史
料
館

〇
一
八
―
八
三
二
―
七
八
九
二

毛
越
寺
庭
園

〇
二
九
―
四
一
〇
二

岩
手
県

西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
大
沢
五
八

（
宗
）
毛
越
寺

〇
一
九
一
―
四
六
―
二
三
三
一

酒
井
氏
庭
園

九
九
七
―
〇
〇
三
六

山
形
県

鶴
岡
市
家
中
新
町
一
〇
―
一
八

（
公
財
）
致
道
博
物
館

〇
二
三
五
―
二
二
―
一
一
九
九

玉
川
寺
庭
園

九
九
七
―
〇
一
二
一

山
形
県

鶴
岡
市
羽
黒
町
玉
川
三
五

玉
川
寺

〇
二
三
五
―
六
二
―
二
七
四
六

總
光
寺
庭
園

九
九
九
―
六
八
三
一

山
形
県

酒
田
市
字
総
光
寺
沢
八

（
宗
）
總
光
寺

〇
二
三
四
―
六
二
―
二
一
七
〇

本
間
氏
別
邸
庭
園
（
鶴
舞
園
）

九
九
八
―
〇
〇
二
四

山
形
県

酒
田
市
御
成
町
七
―
七

（
公
財
）
本
間
美
術
館

〇
二
三
四
―
二
四
―
四
三
一
一

南
湖
公
園

九
六
一
―
〇
八
一
二

福
島
県

白
河
市
南
湖
一
―
一

白
河
市
建
設
部
文
化
財
課

〇
二
四
八
―
二
七
―
二
三
一
〇

会
津
松
平
氏
庭
園
御
薬
園

九
六
五
―
〇
八
〇
四

福
島
県

会
津
若
松
市
花
春
町
八
―
一

（
一
財
）
会
津
若
松
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

〇
二
四
二
―
二
七
―
二
四
七
二

【
関
東
地
方
】

偕
楽
園

三
一
〇
―
〇
〇
三
三

茨
城
県

水
戸
市
常
磐
町
一
―
三
―
三

茨
城
県
水
戸
土
木
事
務
所
偕
楽
園
公
園
課

〇
二
九
―
二
四
四
―
五
四
五
四

西
山
御
殿
跡
（
西
山
荘
）

三
一
三
―
〇
〇
〇
七

茨
城
県

常
陸
太
田
市
新
宿
町
五
九
〇

（
公
財
）
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〇
三
―
三
七
〇
四
―
五
一
八
八

小
石
川
後
楽
園

一
一
二
―
〇
〇
〇
四

東
京
都

文
京
区
後
楽
一
―
六
―
六

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
八
一
一
―
三
〇
一
五

六
義
園

一
一
三
―
〇
〇
二
一

東
京
都

文
京
区
本
駒
込
六
―
一
六
―
三

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
九
四
一
―
二
二
二
二

旧
浜
離
宮
庭
園

一
〇
四
―
〇
〇
四
六

東
京
都

中
央
区
浜
離
宮
庭
園
一
―
一

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
五
四
一
―
〇
二
〇
〇

旧
芝
離
宮
庭
園

一
〇
五
―
〇
〇
二
二

東
京
都

港
区
海
岸
一
―
四

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
四
三
四
―
四
〇
二
九

向
島
百
花
園

一
三
一
―
〇
〇
三
二

東
京
都

墨
田
区
東
向
島
三
―
一
八
―
三

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
六
一
一
―
八
七
〇
五

旧
古
河
氏
庭
園

一
一
四
―
〇
〇
二
四

東
京
都

北
区
西
ヶ
原
一
―
二
七
―
三
九

東
京
都
建
設
局

〇
三
―
三
九
一
〇
―
〇
三
九
四

殿
ヶ
谷
戸
庭
園

一
八
五
―
〇
〇
二
一

東
京
都

国
分
寺
市
南
町
二
―
一
六

東
京
都
建
設
局

〇
四
二
―
三
二
四
―
七
九
九
一

旧
朝
倉
文
夫
氏
庭
園

一
一
〇
―
〇
〇
〇
一

東
京
都

台
東
区
谷
中
七
―
一
八
―
一
〇

台
東
区
文
化
産
業
観
光
部
文
化
振
興
課

〇
三
―
三
八
二
一
―
四
五
四
九

瑞
泉
寺
庭
園

二
四
八
―
〇
〇
〇
二

神
奈
川
県

鎌
倉
市
二
階
堂
七
一
〇

（
宗
）
瑞
泉
寺

〇
四
六
七
―
二
二
―
一
一
九
一

建
長
寺
庭
園

二
四
七
―
八
五
二
五

神
奈
川
県

鎌
倉
市
山
ノ
内
八

（
宗
）
建
長
寺

〇
四
六
七
―
二
二
―
〇
九
八
一

円
覚
寺
庭
園

二
四
七
―
八
五
〇
三

神
奈
川
県

鎌
倉
市
山
ノ
内
四
〇
九

（
宗
）
円
覚
寺

〇
四
六
七
―
二
二
―
〇
四
七
八

三
溪
園

二
三
一
―
〇
八
二
四

神
奈
川
県

横
浜
市
中
区
本
牧
三
之
谷
五
八
―
一

（
公
財
）
三
溪
園
保
勝
会

〇
四
五
―
六
二
一
―
〇
六
三
五

神
仙
郷

二
五
〇
―
〇
四
〇
八

神
奈
川
県

足
柄
下
郡
箱
根
町
強
羅
一
三
〇
〇

（
宗
）
世
界
救
世
教

〇
五
五
七
―
八
四
―
二
一
六
一

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
会
員
及
び
賛
助
会
員
名
簿
一
覧

- 94 -

会　報　第　５８　号

令
和
五
年
五
月
三
一
日
現
在



庭
園
名

〒
（
庭
園
）

県
名

庭
園
所
在
地

管
理
者
名

管
理
者
Ｔ
Ｅ
Ｌ

【
中
部
地
方
】

貞
観
園

九
四
五
―
一
五
〇
二

新
潟
県

柏
崎
市
高
柳
町
岡
野
町
五
九
三

（
公
財
）
貞
観
園
保
存
会

〇
二
五
七
―
四
一
―
二
一
〇
〇

渡
辺
氏
庭
園

九
五
九
―
三
二
六
五

新
潟
県

岩
船
郡
関
川
村
大
字
下
関
九
〇
四

（
公
財
）
重
要
文
化
財
渡
邉
家
保
存
会

〇
二
五
四
―
六
四
―
一
〇
〇
二

旧
新
発
田
藩
下
屋
敷
（
清
水
谷
御
殿
）
庭
園

九
五
七
―
〇
〇
五
六

新
潟
県

新
発
田
市
大
栄
町
七
―
九
―
三
二

（
一
財
）
北
方
文
化
博
物
館

〇
二
五
―
三
八
五
―
二
〇
〇
一

旧
石
崎
氏
庭
園
（
石
泉
荘
庭
園
）

九
五
七
―
〇
〇
五
五

新
潟
県

新
発
田
市
諏
訪
町
三
―
一
一
―
二
一

（
株
）
フ
ォ
リ
オ

〇
二
五
四
―
二
四
―
五
一
三
一

兼
六
園

九
二
〇
―
〇
九
三
六

石
川
県

金
沢
市
兼
六
町
一

石
川
県
金
沢
城
・
兼
六
園
管
理
事
務
所

〇
七
六
―
二
二
一
―
五
五
〇
八

成
巽
閣
庭
園

九
二
〇
―
〇
九
三
六

石
川
県

金
沢
市
兼
六
町
一
番
二
号

（
公
財
）
成
巽
閣

〇
七
六
―
二
二
一
―
〇
五
八
〇

那
谷
寺
庫
裡
庭
園

九
二
三
―
〇
三
三
六

石
川
県

小
松
市
那
谷
町
ユ
一
二
二

（
宗
）
那
谷
寺

〇
七
六
一
―
六
五
―
二
一
一
一

伊
藤
氏
庭
園

九
一
九
―
〇
一
一
三

福
井
県

南
条
郡
南
越
前
町
瀬
戸
二
九
―
二

南
越
前
町
教
育
委
員
会
事
務
局

〇
七
七
八
―
四
七
―
八
〇
〇
五

城
福
寺
庭
園

九
一
五
―
〇
〇
二
六

福
井
県

越
前
市
五
分
市
町
一
一
―
二
六

城
福
寺

〇
七
七
八
―
二
七
―
一
七
七
三

梅
田
氏
庭
園

九
一
〇
―
二
五
〇
三

福
井
県

今
立
郡
池
田
町
谷
口
三
三
―
八
―
一

梅
田
氏
庭
園

〇
七
七
八
―
四
四
―
六
一
〇
六

瀧
谷
寺
庭
園

九
一
三
―
〇
〇
五
四

福
井
県

坂
井
市
三
国
町
滝
谷
一
―
七
―
一
五

（
宗
）
瀧
谷
寺

〇
七
七
六
―
八
二
―
〇
二
一
六

西
福
寺
書
院
庭
園

九
一
四
―
〇
八
二
四

福
井
県

敦
賀
市
原
一
三
―
七
―
一

（
宗
）
西
福
寺

〇
七
七
〇
―
二
二
―
三
九
二
六

旧
玄
成
院
庭
園

九
一
一
―
〇
八
二
二

福
井
県

勝
山
市
平
泉
寺
町
平
泉
寺
五
六
―
六
三

白
山
神
社
社
務
所

〇
七
七
九
―
八
八
―
一
五
九
一

永
保
寺
庭
園

五
〇
七
―
〇
〇
一
四

岐
阜
県

多
治
見
市
虎
渓
山
町
一
―
四
〇

（
宗
）
永
保
寺

〇
五
七
二
―
二
二
―
〇
三
五
一

江
馬
氏
館
跡
庭
園

五
〇
六
―
一
一
二
一

岐
阜
県

飛
騨
市
神
岡
町
殿
五
七
三
―
一

飛
騨
市
教
育
委
員
会　

文
化
振
興
課

〇
五
七
七
―
七
三
―
七
四
九
六

柴
屋
寺
庭
園

四
二
一
―
〇
一
〇
三

静
岡
県

静
岡
市
駿
河
区
丸
子
三
三
一
六

吐
月
峰
柴
屋
寺

〇
五
四
―
二
五
九
―
三
六
八
六

龍
潭
寺
庭
園

四
三
一
―
二
二
一
二

静
岡
県

浜
松
市
北
区
引
佐
町
井
伊
谷
一
九
八
九

龍
潭
寺

〇
五
三
―
五
四
二
―
〇
四
八
〇

臨
済
寺
庭
園

四
二
〇
―
〇
八
八
五

静
岡
県

静
岡
市
葵
区
大
岩
町
七
―
一

（
宗
）
臨
済
寺

〇
五
四
―
二
四
五
―
二
七
四
〇

名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園

四
六
〇
―
〇
〇
三
一

愛
知
県

名
古
屋
市
中
区
本
丸
一
―
一

名
古
屋
市
観
光
文
化
交
流
局
名
古
屋
城
総
合
事
務
所

〇
五
二
―
二
三
一
―
二
四
八
八

旧
龍
性
院
庭
園

四
七
〇
―
〇
三
六
一

愛
知
県

豊
田
市
猿
投
町
瀬
戸
田
一
一
―
一

豊
田
市
生
涯
活
躍
部
文
化
財
課

〇
五
六
五
―
三
二
―
六
五
六
一

【
近
畿
地
方
】

旧
諸
戸
氏
庭
園

五
一
一
―
〇
〇
〇
九

三
重
県

桑
名
市
大
字
桑
名
六
六
三
―
五

桑
名
市
役
所
市
長
公
室
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

〇
五
九
四
―
二
四
―
一
三
六
一

諸
戸
氏
庭
園

五
一
一
―
〇
〇
〇
五

三
重
県

桑
名
市
太
一
丸
一
八

桑
名
市
役
所
市
長
公
室
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

〇
五
九
四
―
二
四
―
一
三
六
一

多
賀
大
社
奥
書
院
庭
園

五
二
二
―
〇
三
四
一

滋
賀
県

犬
上
郡
多
賀
町
多
賀
六
〇
四

多
賀
大
社

〇
七
四
九
―
四
八
―
一
一
〇
一

青
岸
寺
庭
園

五
二
一
―
〇
〇
一
二

滋
賀
県

米
原
市
米
原
六
六
九

（
宗
）
青
岸
寺

〇
七
四
九
―
五
二
―
〇
四
六
三

光
浄
院
庭
園

五
二
〇
―
〇
〇
三
六

滋
賀
県

大
津
市
園
城
寺
町
二
四
六

（
宗
）
園
城
寺

〇
七
七
―
五
二
二
―
二
二
三
八

善
法
院
庭
園

五
二
〇
―
〇
〇
三
六

滋
賀
県

大
津
市
園
城
寺
町
二
四
六

（
宗
）
園
城
寺

〇
七
七
―
五
二
二
―
二
二
三
八

兵
主
神
社
庭
園

五
二
〇
―
二
四
二
四

滋
賀
県

野
洲
市
五
条
五
六
六

（
宗
）
兵
主
神
社

〇
七
七
―
五
八
九
―
二
〇
七
二

玄
宮
楽
々
園

五
二
二
―
〇
〇
六
一

滋
賀
県

彦
根
市
金
亀
町
三

彦
根
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
文
化
財
課

〇
七
四
九
―
二
六
―
五
八
三
三

金
剛
輪
寺
明
壽
院
庭
園

五
二
九
―
一
二
〇
二

滋
賀
県

愛
知
郡
愛
荘
町
松
尾
寺
八
七
四 

宗
教
法
人
金
剛
輪
寺

〇
七
四
九
―
三
七
―
三
二
一
一

普
門
寺
庭
園

五
六
九
―
〇
八
一
四

大
阪
府

高
槻
市
富
田
町
四
―
一
〇
―
一
〇

（
宗
）
普
門
寺

〇
七
二
―
六
九
四
―
二
〇
九
三
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庭
園
名

〒
（
庭
園
）

県
名

庭
園
所
在
地

管
理
者
名

管
理
者
Ｔ
Ｅ
Ｌ

平
等
院
庭
園

六
一
一
―
〇
〇
二
一

京
都
府

宇
治
市
宇
治
蓮
華
一
一
六

（
宗
）
平
等
院

〇
七
七
四
―
二
一
―
二
八
六
一

大
沢
池
（
附
）
名
古
曽
滝
跡

六
一
六
―
八
四
一
一

京
都
府

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
四

（
宗
）
大
覚
寺
財
務
部
管
財
課

〇
七
五
―
八
七
一
―
〇
〇
七
一

醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園

六
〇
一
―
一
三
二
五

京
都
府

京
都
市
伏
見
区
醍
醐
東
大
路
町
二
二

総
本
山
醍
醐
寺

〇
七
五
―
五
七
一
―
〇
〇
〇
二

慈
照
寺
（
銀
閣
寺
）
庭
園

六
〇
六
―
八
四
〇
二

京
都
府

京
都
市
左
京
区
銀
閣
寺
町
二

（
宗
）
慈
照
寺

〇
七
五
―
七
七
一
―
五
七
二
五

妙
心
寺
庭
園

六
一
六
―
八
〇
三
五

京
都
府

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
一

（
宗
）
妙
心
寺

〇
七
五
―
四
六
一
―
五
二
二
六

玉
鳳
院
庭
園

六
一
六
―
八
〇
三
五

京
都
府

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
〇

（
宗
）
妙
心
寺

〇
七
五
―
四
六
一
―
五
二
二
六

不
審
菴
（
表
千
家
）
庭
園

六
〇
二
―
〇
〇
六
一

京
都
府

京
都
市
上
京
区
小
川
通
寺
之
内
上
る
本
法
寺
前
町
五
九
七

（
一
財
）
不
審
菴 

総
務
担
当

〇
七
五
―
四
三
二
―
二
一
九
五

今
日
庵
（
裏
千
家
）
庭
園

六
〇
二
―
〇
〇
六
一

京
都
府

京
都
市
上
京
区
小
川
通
寺
之
内
上
る
本
法
寺
前
町
六
一
三

（
一
財
）
今
日
庵

〇
七
五
―
四
三
一
―
三
一
一
一

二
条
城
二
の
丸
庭
園

六
〇
四
―
八
三
〇
一

京
都
府

京
都
市
中
京
区
二
条
通
堀
川
西
入
二
条
城
町
五
四
一

京
都
市
元
離
宮
二
条
城
事
務
所

〇
七
五
―
八
四
一
―
〇
〇
九
六

本
願
寺
大
書
院
庭
園

六
〇
〇
―
八
五
〇
一

京
都
府

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
る

本
願
寺 

内
務
室
〈
財
産
管
理
担
当
〉

〇
七
五
―
三
七
一
―
五
一
八
一

本
願
寺
滴
翠
園

六
〇
〇
―
八
五
〇
一

京
都
府

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
る

本
願
寺 

内
務
室
〈
財
産
管
理
担
当
〉

〇
七
五
―
三
七
一
―
五
一
八
一

渉
成
園
（
東
本
願
寺
）

六
〇
〇
―
八
一
九
〇

京
都
府

京
都
市
下
京
区
下
珠
数
屋
町
通
間
之
町
東
入
東
玉
水
町

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
財
務
部

〇
七
五
―
三
七
一
―
九
一
八
六

鹿
苑
寺
（
金
閣
寺
）
庭
園

六
〇
三
―
八
三
六
一

京
都
府

京
都
市
北
区
金
閣
寺
町
一
番
地

（
宗
）
鹿
苑
寺

〇
七
五
―
四
六
一
―
〇
〇
一
三

大
仙
院
書
院
庭
園

六
〇
三
―
八
二
三
一

京
都
府

京
都
市
北
区
紫
野
大
徳
寺
町
五
四
―
一

（
宗
）
大
仙
院

〇
七
五
―
四
九
一
―
八
三
四
六

聚
光
院
庭
園

六
〇
三
―
八
二
三
一

京
都
府

京
都
市
北
区
紫
野
大
徳
寺
町　

五
八

聚
光
院

〇
七
五
―
四
九
二
―
六
八
八
〇

南
禅
寺
方
丈
庭
園

六
〇
六
―
八
四
三
五

京
都
府

京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
福
地
町
八
六

（
宗
）
南
禅
寺

〇
七
五
―
七
七
一
―
〇
三
六
五

照
福
寺
庭
園

六
二
九
―
一
二
六
三

京
都
府

綾
部
市
鷹
栖
町
小
丸
山
三
三

照
福
寺

〇
七
七
三
―
四
六
―
〇
一
八
五

旧
大
乗
院
庭
園

六
三
〇
―
八
三
〇
一

奈
良
県

奈
良
市
高
畑
町
一
〇
八
三
―
一

（
公
財
）
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

〇
三
―
六
三
八
〇
―
八
五
一
一

依
水
園

六
三
〇
―
八
二
〇
八

奈
良
県

奈
良
市
水
門
町
七
四

（
公
財
）
名
勝
依
水
園
・
寧
楽
美
術
館

〇
七
四
二
―
二
五
―
〇
七
八
一

奈
良
公
園

六
三
〇
―
八
一
一
四

奈
良
県

奈
良
市
芝
辻
町
五
四
三

奈
良
公
園
事
務
所 

〇
七
四
二
―
二
二
―
〇
三
七
五

天
徳
院
庭
園

六
四
八
―
〇
二
一
一

和
歌
山
県

伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
三
七
〇

（
宗
）
天
徳
院

〇
七
三
六
―
五
六
―
二
七
一
四

粉
河
寺
庭
園

六
四
九
―
六
五
三
一

和
歌
山
県

紀
の
川
市
粉
河
二
七
八
七

（
宗
）
粉
河
寺

〇
七
三
六
―
七
三
―
三
二
五
五

根
来
寺
庭
園

六
四
九
―
六
二
〇
二

和
歌
山
県

岩
出
市
根
来
二
二
八
六

新
義
真
言
宗
総
本
山
根
来
寺

〇
七
三
六
―
六
二
―
一
一
四
四

養
翠
園

六
四
一
―
〇
〇
三
六

和
歌
山
県

和
歌
山
市
西
浜
一
一
六
四

株
式
会
社　

養
翠
園

〇
七
三
―
四
四
四
―
一
四
三
〇

和
歌
山
城
西
之
丸
庭
園

六
四
〇
―
八
一
四
六

和
歌
山
県

和
歌
山
市
一
番
丁
三

和
歌
山
市
和
歌
山
城
整
備
企
画
課

〇
七
三
―
四
三
五
―
一
〇
四
四

琴
ノ
浦
温
山
荘
園

六
四
二
―
〇
〇
〇
一

和
歌
山
県

和
歌
山
県
海
南
市
船
尾
三
七
〇

ニ
ッ
タ
ア
ソ
シ
オ
株
式
会
社

〇
七
四
三
―
五
六
―
一
八
二
〇

旧
赤
穂
城
庭
園

六
七
八
―
〇
二
三
五

兵
庫
県

赤
穂
市
上
仮
屋
一
外

赤
穂
市
教
育
委
員
会

〇
七
九
一
―
四
三
―
六
九
六
二

田
淵
氏
庭
園

六
七
八
―
〇
二
一
五

兵
庫
県

赤
穂
市
御
崎
三
二
九
番
地
の
一

田
淵
新
太
良

〇
七
九
一
―
四
二
―
二
二
二
五

安
養
院
庭
園

六
五
一
―
二
一
〇
八

兵
庫
県

神
戸
市
西
区
伊
川
谷
町
前
開
二
五
八

（
宗
）
安
養
院

〇
七
八
―
九
七
四
―
〇
四
〇
八

【
中
国
地
方
】

尾
崎
氏
庭
園

六
八
二
―
〇
七
〇
一

鳥
取
県

東
伯
郡
湯
梨
浜
町
宇
野
一
五
一
八

尾
崎
氏
庭
園

〇
八
五
八
―
三
五
―
二
〇
〇
三

観
音
院
庭
園

六
八
〇
―
〇
〇
一
五

鳥
取
県

鳥
取
市
上
町
一
六
二

観
音
院　

〇
八
五
七
―
二
四
―
五
六
四
一
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庭
園
名

〒
（
庭
園
）

県
名

庭
園
所
在
地

管
理
者
名

管
理
者
Ｔ
Ｅ
Ｌ

萬
福
寺
庭
園

六
九
八
―
〇
〇
〇
四

島
根
県

益
田
市
東
町
二
五
―
三
三

萬
福
寺

〇
八
五
六
―
二
二
―
〇
三
〇
二

医
光
寺
庭
園

六
九
八
―
〇
〇
一
一

島
根
県

益
田
市
染
羽
町
四
―
二
九

医
光
寺

〇
八
五
六
―
二
二
―
一
六
六
八

旧
堀
氏
庭
園

六
九
九
―
五
六
二
二

島
根
県

鹿
足
郡
津
和
野
町
邑
輝
七
九
五

津
和
野
町
教
育
委
員
会

〇
八
五
六
―
七
二
―
一
八
五
四

岡
﨑
氏
庭
園

六
九
九
―
五
六
〇
五

島
根
県

鹿
足
郡
津
和
野
町
後
田
ロ
二
一
三

岡
崎　

陽
一

〇
八
五
六
―
七
二
―
〇
〇
〇
五

財
間
氏
庭
園

六
九
九
―
五
六
〇
五

島
根
県

鹿
足
郡
津
和
野
町
後
田
ハ
三
八

財
間
至
宏

〇
八
五
六
―
七
二
―
二
八
六
七

田
中
氏
庭
園

六
九
九
―
五
六
〇
五

島
根
県

鹿
足
郡
津
和
野
町
後
田
ロ
七
〇

（
株
）
沙
羅
の
木

〇
八
五
六
―
七
二
―
一
六
六
一

椿
氏
庭
園

六
九
九
―
五
六
〇
五

島
根
県

鹿
足
郡
津
和
野
町
後
田
ロ
一
九
〇

椿
康
隆

〇
八
五
六
―
七
二
―
〇
〇
二
一

岡
山
後
楽
園

七
〇
三
―
八
二
五
七

岡
山
県

岡
山
市
北
区
後
楽
園
一
―
五

岡
山
県
後
楽
園
事
務
所

〇
八
六
―
二
七
二
―
一
一
六
六

頼
久
寺
庭
園

七
一
六
―
〇
〇
一
六

岡
山
県

高
梁
市
頼
久
寺
町
一
八

頼
久
寺

〇
八
六
六
―
二
二
―
三
五
一
六

縮
景
園

七
三
〇
―
〇
〇
一
四

広
島
県

広
島
市
中
区
上
幟
町
二
―
一
一

広
島
県
立
美
術
館
・
縮
景
園

〇
八
二
―
二
二
一
―
六
二
四
六

浄
土
寺
庭
園

七
二
二
―
〇
〇
四
三

広
島
県

尾
道
市
東
久
保
町
二
〇
―
二
八

（
宗
）
浄
土
寺

〇
八
四
八
―
三
七
―
二
三
六
一

常
栄
寺
庭
園

七
五
三
―
〇
〇
一
一

山
口
県

山
口
市
宮
野
下
二
〇
〇
一
―
一

（
宗
）
常
栄
寺

〇
八
三
―
九
二
二
―
二
二
七
二

毛
利
氏
庭
園

七
四
七
―
〇
〇
二
三

山
口
県

防
府
市
多
々
良
一
―
一
五
―
一

（
公
団
） 

毛
利
報
公
会

〇
八
三
五
―
二
二
―
〇
〇
〇
一

宗
隣
寺
庭
園

七
五
五
―
〇
〇
六
七

山
口
県

宇
部
市
小
串
二
一
〇

宗
隣
寺

〇
八
三
六
―
二
一
―
一
〇
八
七

【
四
国
地
方
】

栗
林
公
園

七
六
〇
―
〇
〇
七
三

香
川
県

高
松
市
栗
林
町
一
―
二
〇
―
一
六

香
川
県
栗
林
公
園
観
光
事
務
所

〇
八
七
―
八
三
三
―
七
四
一
一

天
赦
園

七
九
八
―
〇
〇
六
五

愛
媛
県

宇
和
島
市
天
赦
公
園

（
公
財
） 

宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会

〇
八
九
五
―
二
五
―
二
七
〇
九

竹
林
寺
庭
園

七
八
一
―
八
一
二
五

高
知
県

高
知
市
五
台
山
三
五
七
七

（
宗
）
竹
林
寺

〇
八
八
―
八
八
二
―
三
〇
八
五

【
九
州
地
方
】

旧
伊
藤
傳
右
エ
門
氏
庭
園

八
二
〇
―
〇
〇
六
六

福
岡
県

飯
塚
市
幸
袋
三
〇
〇
番
地

飯
塚
市
教
育
委
員
会
教
育
部
文
化
課

〇
九
四
八
―
二
五
―
二
九
三
〇

藤
江
氏
魚
楽
園

八
二
七
―
〇
〇
〇
一

福
岡
県

田
川
郡
川
崎
町
大
字
安
真
木
六
三
八
八

藤
江
氏
魚
楽
園

〇
九
四
七
―
七
二
―
七
七
七
七

水
前
寺
成
趣
園

八
六
二
―
〇
九
五
六

熊
本
県

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
公
園
八
―
一

（
宗
）
出
水
神
社

〇
九
六
―
三
八
三
―
〇
〇
七
四

妙
国
寺
庭
園

八
八
三
―
〇
〇
〇
一

宮
崎
県

日
向
市
細
島
三
七
三

妙
国
寺

〇
九
八
二
―
五
二
―
二
四
八
六

仙
厳
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園

八
九
二
―
〇
八
七
一

鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
吉
野
町
九
七
〇
〇
―
一

（
株
）
島
津
興
業

〇
九
九
―
二
四
七
―
一
五
五
一

旧
島
津
氏
玉
里
邸
庭
園

八
九
〇
―
〇
〇
一
二

鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
玉
里
町
二
七
―
二
〇

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
管
理
部
文
化
財
課

〇
九
九
―
二
二
七
―
一
九
六
二

【
沖
縄
地
方
】

識
名
園

九
〇
二
―
〇
〇
七
二

沖
縄
県

那
覇
市
字
真
地
四
二
一
―
七

那
覇
市
市
民
文
化
部
文
化
財
課

〇
九
八
―
九
一
七
―
三
五
〇
一

石
垣
氏
庭
園

九
〇
七
―
〇
〇
二
四

沖
縄
県

石
垣
市
新
川
二
八
七

石
垣
長
敏

〇
四
二
―
五
九
二
―
二
三
〇
六

【
賛
助
会
員
】

太
田
家
住
宅
「
太
幸
邸
」
庭
園

〇
二
九
―
四
二
〇
八

岩
手
県

奥
州
市
前
沢
区
字
七
日
町
五
八

太
幸
邸
「
白
鳥
梅
の
会
」　

〇
一
九
七
―
五
六
―
六
三
三
〇

髙
橋
裕
一

三
四
九
―
〇
二
一
七

埼
玉
県

白
岡
市
小
久
喜
一
二
六
二
―
八

髙
橋
裕
一

〇
四
八
〇
―
九
二
―
九
一
〇
五

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会

一
六
〇
―
〇
〇
二
一

東
京
都

新
宿
区
歌
舞
伎
町
二
―
四
四
―
一
東
京
都
健
康
プ
ラ
ザ
ハ
イ
ジ
ア
一
〇
Ｆ

（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会　

公
園
事
業
部
文
化
財
庭
園
課

〇
三
―
三
二
三
二
―
三
〇
一
八
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庭
園
名

〒
（
庭
園
）

県
名

庭
園
所
在
地

管
理
者
名

管
理
者
Ｔ
Ｅ
Ｌ

上
野
観
光
連
盟

一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都

台
東
区
上
野
二
―
一
―
三　

８
８
ビ
ル　

九
階

上
野
観
光
連
盟

〇
三
―
三
八
三
二
―
〇
〇
三
〇

龍
居
庭
園
研
究
所

一
六
五
―
〇
〇
三
二

東
京
都

中
野
区
鷺
宮
五
―
二
―
九

龍
居
庭
園
研
究
所

〇
三
―
三
九
九
九
―
四
七
九
六

（
一
社
）
日
本
庭
園
協
会

一
六
九
―
〇
〇
五
一

東
京
都

新
宿
区
西
早
稲
田
一
―
六
―
三
フ
ェ
リ
オ
西
早
稲
田
三
〇
一

（
一
社
）
日
本
庭
園
協
会

〇
三
―
三
二
〇
四
―
〇
五
九
五

（
株
）
富
士
見
園

一
六
八
―
〇
〇
七
一

東
京
都
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